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中村彌三次

　　　　　　第一章　　緒　　言

　1　美術と行政

　一國の行政はその市民一般の美術生活と如何なる織に於て、

かつ如何なる意味の交渉を有するものであらうか。そは勿論、

各國立法政策の美術に封する方針如何によって自ら異なる問題

であるが、いま7ランス及びイタリー等の關係制度を中心とし

て、西欧主要美術國及び日本等に於ける當該制度を概観するに、

大要吹の如き二の部分に於て爾者の密接なる交渉面を見出し得

る。

（a）美術のための行政1ラ＆dminis七ration　Pou「Ies　beaux’a「七s・

　まづ第一に國の行政は直接、美術そのものを目的として、市

民一般の美術生活に關與する。帥ち行政権者は自己に可能な有

らゆる手段を講じて、市民各自の美的鑑賞力を養ひ、或は彼等

の美術的創意を助勢し、また彼等の美術的心理内容をヱステ

ティヅクに表現するための諸條件を修得せしむるを、その直接の

任務となすものである。故にこの鐵よりする行政の美術に封す

る關係は、市民一般の天性的藝術能力を合目的々に指導し、保

護し、奨働し、並に斯かる目的のために必要なる諸般の施設を
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設くる所にある。後述美術行政の大部分が之れに属する。

　しかしてこの部面に於ける美術行政の使命は、實にその中橿

をなすものである。されぱ今假に之れを美術行政の純藝衛的任

務と名づけて、後述の如きその副次的使命たる致化的及び経涛

的任務に封照し置くが便宜である。

（b）美術による行政hdministT翫tion　par　les　beaux一昂r憾

　美術行政本來の任務は、純樺に美術の保護及び奨働等にあつ

て、政治・経濟・外交等の如き政策的考慮の外にあるべきを理想

とすること言ふまでもないが、然し間接的に（また多くは計蓬

的にも）考ふるなら、然うした方面にも猶多大の功果が期待せら

れ得る。從つてこの部面に於ける行政の美術に封する關係は、

美術そのものを直接の目的とすることなく、寧ろ美術によつて

一美術を手段として、何等か値の政策的功果を牧めんとする

ものである。故に例へば國民一般の美術に封する鑑賞力を養つ

て、彼等の情生活をより高筒にし、より豊富にし、より深刻に

し、もって國民の生活態度が現在の如く病的に荒腰し行く傾向

を好轄せしめんとするが如き、その一例である。

（1）美術行政の敏化的任務一惟ふに現代のわが國家機構は

すべての部面に於て蝕りに主智的に過ぐる嫌がありはしまいか。

草枕の著者も邑智に働けぱ角が立っ。情に樟せぱ流される。意

地を通せば窮屈だ。兎角に人の世は住みにくい1といつたやう

に、主智主義的な肚會機構の下では兎角、融和ある生活秩序が
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保たれ難い。現に國家が蒙りつ、ある制度上の不安も、その原

因の一部を斯うした杜會機構の主智主義的な傾向にうけてゐる

ことは、雫ひ難い事實である。故に斯かる制弊を除かんには、

國家は能ふ限り市民一般に美術的好街の氣風を奨働して、まづ

その情操敷育をつとめっ》、彼等の智・情・意相均衡した生活態

度を養ふが急務かと思はれる。こ、にわが國將來の美術的行政

政策の、重大な啓蒙的任務が横はつてゐる。

　また近代に於ける國際間の生活關係を顧みても、そこに螢ま

る、生存競孚の本流は、漸く自然的な物力闘雫から、文化的な

憤値闘雫へと移行しつ、あり、從つて各國民が國際間にうくる

債値詐債も、今や軍なる自然圃雫上の實力の彊弱によらすして、

寧ろその文化的創造能力の高下によつて定まりつ、ある。後述

の如く明治六年のWien萬國博覧會に出陳された日本美術が、

如何に西欧諸國民の日本民族に封する驚嘆と思慕の念を深から

しむるに與って力あつたか。その後引き績いて明治十四年及び

三十三年パリに於ける同種の催により、或は近く佛・濁・伊等に

於ける日本美術展覧會の催などによつて、如何にわが國民の世

界的評憤を高むる所あつたか。今更その説明を侯つまでもない。

　幸にも現在わが日本は、世界に於ける二大美術型態の一たる

東洋美術の精髄を最もよく綜合し縫承し、洗練し、完成すべき

有利の地位にある。從つて斯うした特殊地位の自畳と高上とに

向つてわが美術行政の方針を指向しつ》、國民一般の美術活動
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にその合目的々な饗導をなすに於ては、將來、世界の舞蔓に於

ける日本文化の債値闘雫に登場して、燵かに一の輝かしい成功

を牧め得るに相違ない。

　また美術的作品は後述の如く各々その制作の時及び冠會の協

同的所産であるから、何等かの形式に於て一の國民的または民

族的特徴を膿現するが常である。されぱ國民各自は然うした美

術的作品の観照によつて、有意識または無意識のうちに彼等の

國民的統一性を感得すること＞なる。これまた國家がその美術

行政によつて副吹的に牧め得る所の、激化的敷果でなければな

ら濾。

　然しながら此の方面に於ける美術行政の任務は、叙上の如く

軍に一國内部の融合統一・に資せられ得るぱかりでなく、更には

諸外國に於ける美術生活をも捉へて、可及的廣大なる世界文化

圏を牧擁し、もつて一朝事ある秋に際してはそれ等諸外國をし

て自國共通の文化威乃至利害滅を有たしめつ＞、斯かる文化圏

共通の敵に當たるを鹸儀なくせしむるやうにすら、指向せられ

得るものである。故に例へばフランス及びドイツ政府が、夙に

鼓に着眼して後述の如く外務省内に文化事業部なる一特別機關

を設けて、自國文化の傳播普及に努めつ》あるが如きはその實

例である。中に就いても7ランス政府の女化事業部（殊に文藝

課）の活動は、その方法頗る巧妙を極め（詳細後述）、今や終にフ

ランス美術の世界的制覇を愈宝確固不動のものとなすべく努め
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つ＞ある。斯くの如きは封外的文化行政、就中美術行政の最も

輝かしい成功の一例である。

加之、廣く世界一般の準和政策に關聯しても、美術行政の寄與

する所は決して　しとしない。蓋し美術活動にっいては如何に

諸國民間の激烈なる競雫ある場合にも、爲めに相互の離反乃至

軋礫を醸すことなく、いな却つて彼等の李和的結合をすら可能

となすからであり、かの物質的利盆または権力の追及が常に猜

疑、離反、抗孚等を惹起し勝ちなるとは、大いにその趣を異に

するからである。

　斯くて叙上各種の事項に關する美術行政の任務は、之れをそ

の國民文化の藪化的任務と言つて大過あるまい。

（2）美術行政の脛濟的任務一

　なほわが日本は之れを産業的に観んか、既にその登達の最大

要素たる療料と機械生産に乏しい國である。故にわが國民経濟

の登展の希望ある飴地は、僅少の原料に多量の藝術的加工を施

してその財貨債値を増殖する所の邑美術工藝の分野切と、所謂

ッーリスト・インダストリー詳言せば、斯のスヰスと共に世界の

公園と並び樗せらるるわが天恵の自然美を保護開登して、軍に

國民の肉禮的及び精紳的化育の資となすのみならす、更には（ス

ヰスがその風景利用による外客牧入をもつて既に同國財源の主

成分となすに至れるが如く）海外より遊覧客を誘致して観光的

牧盆を計る所の色観光企業の分野1あるのみ。しかもこの方面
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に於けるわが國民産業の世界的競覇は、必すしも非望には類す

まい。是れ美術工藝致育及び奨働並に自然美保存行政の、特に

わが國に於て重要な國策的意義ある所以であり、その解決は將

來美術行政立法に與へられた一個の課題である。

　叙上のことは美術品の保存及びその陳列に關する美術館の経

螢にっいても、また同様であるo蓋し外客誘致は軍に一・國の自

然美によつてのみならす、更にその入爲的造形美たる美術晶等

によつても、また敷果的に行はれ得るからである。故に例へぱ

フランスの如きは國立及び公立美術館（博物館・國立劇場等々）

の経螢によつて、年々薮億フランに上ぼる外客牧入を得るとい

はれてゐる。故に此の意味よりするも、國立及び公立の各種美

術館の経螢並に國内諸所に散在する不動産美術品の管理等は、

決して一部論者のいへる如く少歎有閑階級の享樂施設にあらす

して、寧ろ國民全膿の利害に關する経濟的曇展の必要條件であ

る。しかもわが日本は東洋美術の寳庫といはれ、かつ世界に誇

示し得べき藝術的創作にも乏しくない。斯くしてこの比類稀な

る自然美の保存及び開登に加へて、斯かる美術的寳庫の善良な

る保存とその科學的なる陳列施設を完備して、所謂ツーリスト

産業の登達を計るに於ては、自づとわが國際的貸借關係も改善

せられて、國民経濟も次第に好轄するに至ること期して待つべ

きである。

　かくて此の方面に於ける美術行政の任務は、之れをその経濟
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的任務と稗し得るであらう。

　II　美術行政とその法學的構成

　美術國としては我が日本も、フランス及びイタリィなどの西

隊主要美術國に封等して、既に相當の美術史的領値ある創作を

出だして居り、美術行政に關する國法の設けもまた古來可成り

見るべきものあるに拘らす、之れに封する法學上の組織的構成

は未だ曾て一度も試みられなかつた。是れがため關係立法は、

菅にその明確なる指導原理を験く計りでなく、また之れが適否

及びその施行状態の良否等にっいても、全く法學的批刹の加へ

らるべき機會を敏いでゐる。しかも美術關係の立法及び行政の

適否巧拙が、直ちに公共一般の利害に影響するもの大なるは、

既蓮の如き美術の行政に封する關係よりしても自ら推知し得ら

る、所と思ふ。果して然らぱ之れが解説及び批判を試みてその

是非を明かにすることは、軍に學問上興味ある問題としてのみ

ならす、更には一般公共の：文化的利害の問題としても、充分の

追及債値を有するものと信ぜらる》。故に例へぱ7ランス及び

イタリィ等に於ては、美術行政に關する法學的研究が極めて熱

心に試みられ、また之れに關聯する法律政策的または財政的批

判も相當嚴密に行はる、ため、美：術行政立法の篠るべき一定の

方針を示唆し、或は美術行政機能をより敏活姜當ならしむべく

鞭健するの機會にも富んでゐる。

　佛伊爾國に於ける美術行政制度の完備並に一般美術の輝かし
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い登達も、その一〇部は惜かに斯うした學理的研究及び批剰の功

に負ふものと信ぜらる、。さればわが國の當該制度從って美術

それ自膿もが、なほ之等爾國のそれに比して大いに遜色ある所

以のものは、結局斯かる行政制度に關する學問的研究または批

判の鉄如、延いては公衆一般の之れに饗する無關心等に因るも

の、また決して紗くあるまいと思はれる。

　勿論、美術行政に關する研究の如きは、おほよそ實利を旨と

する學問的作業とは甚だ縁遠い事柄であるに相違ないが、その

ことを以て直ちに美術行政の研究自膿を一種の贅物親するは要

當でない。蓋し實利的利釜のみが人生の螢みに必要なものとは

限ら鍛からである。故に本稿の如き非實利的事項の研究も強ち

一二學究の輩なる閑事業には止どまら澱であらう。

III本稿のプラン

　本稿に於て私の企てんとする所は、主として現行美術行政法

規の批判的解繹とその學問的腱系化とに存するのであるが、併

せて現行制度に伏在せる種々の敏隔をも指摘して、その改善に

必要なる参考資料をも供給せんと試むるため、或は屡3立法政

策上の問題にも立ち入らざるを得沿こと、思ふ。されぱ常に必

すしも嚴格なる解繹法學の約束に從ひ得沁場合も生するであら

う。しかして斯かる立法政策的追及に當り主として私の参照し

た立法例は、フランス及びイタリィのそれであつた。その理由

は西欧諸國の關係制度中、佛伊二國のものが最も進歩しかつ完
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備してゐるためである。

　日本美術行政法史の追及は極めて興味ある一項目たるを矢は

ない。その起原の如きも大寳令以前の書部、大寳令の制たる内

匠寮書師等に見えて居る。また美衛行政一般の事項に關する史

實も相當に豊富なものがあり、佛伊の制度に封比して猶幾らか

の特異な施設を傳ふる所も稀としないが、それ等はみな他日に

之れを割愛するの外なかつた。その理由は本稿の封象を能ふ限

り簡潔に取扱って見んためである。

　本稿をなすについては、東京帝國大學敏授文學博士黒板勝美

氏、東京帝國大學講師、文部省國寳鑑査官藤懸静也氏、同省囑

託内藤敏夫氏、外務省文化事業部第二課長江戸千太郎氏、内務

省属三浦義男氏及び椎名道雄氏、商工省属吉川信一氏等より、

種々有盆な御敷示または資料を仰ぐこと甚だ多かつた。鼓に附

記して衷心威謝の意を表したい。

　滲考書は本稿末尾に之れを掲ぐること、したい。

第二章 美術行政の意義、性

　　質及び根擦

　1　美術行政の意義

　美術行政とは國家（叉はその委任をうけた公共團膿）がその市

民各個人または團膿に饗して、或は美術致育を與へ、或は彼等

の美術活動を保護奨働し、或はそれ等のために必要なる條件と
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して美術品及び自然美を保護もしくは開登し、かつ之等の目的

を達成するため、市民各自に封して所要の負澹を課する行政作

用をいふ。

　然し此の定義のみによつては、未だ美術行政の前提概念たる

所謂美術の意義如何が明かにされてゐないため、その封象の限

界がなほ明確を敏いてゐよう。故に我々は所謂美術そのもの》

意義如何を先づ規定してか》らねぱなら組。元來、美術be翫u捧

ar七Sなる語には廣狭の二義があり、狡義に於ては緯叢・彫刻・建

築及び工藝美術等をもつて成る造形美術のみをいひ、廣義に於

ては斯かる造形美術の外に、音樂・詩歌・文章等をもって成る時

間美術と、舞踊・演劇・活動篤眞等をもつて成る綜合美術とを含

んでゐる。從つて廣義に於ける美術行政は、之等の藝術の三大

部門を総べて悉くその封象となし得る筈であり、また然うした

　　　　　　　　（1）
髄系をとる學者もある。然り實質的に観れば之等三個の各部門

は、固よりその起原に於てもまたその表現の形式及び約束等に

於ても、各三猫立の地位を有するには相違ない。然し法學的騰

系の構成に重要なことは、斯かる實質の差異如何にあるのでは

なくて、それ等を規制する國家作用の形式如何の鮎にある。し

かして之等美衛の三大部門に關する國家の敏育・保護乃至漿働

の作用は、経験上相共通する行政作用の形式を具ふるが常であ

る。故に斯かる廣義の美術行政もまた妥當に存立し得べき根擦

をもっ。然しながら本稿に所謂美術行政は、專ら狭義の美術帥
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ち造形美術のみにその封象の範團を止どめて置きたい。本稿の

作業を能ふ限り簡潔旦容易ならしめんためである。

1）　H，Perth61Gmy，Trait6E16mentaire　de　Droit　Administr窃鵬12me6d。Paris7

　1930，PP・924－92牝

皿　美術行政の性質

次に考察されなければなら濾問題は、美術行政の法的性質如

何といふ黙である。美術行政はいはy一種の邑企業行政¶とも稔

し得べき行政部門の一に属する。さて鼓に所謂企業行政とは、

國または公共團騰が自ら所謂公企業を経螢して、諸般の物質的

または精紳的憤値を生産し、或は斯かる企業の権限を他に特許

して代螢せしめ、或は公衆一般の利害に切實の關係ある民螢企

業帥ち公盆企業を保護、奨働または統制する所の作用をいふ。

而して之等の難多なる形式をもつた各種の行政作用が、一，團と

して邑企業行政1なる統一概念に綜合せらる》所以のものは、之

等の作用がその表面上の雑多なる諸相に拘らす、その基調に於

てはそれぞれ相共通する一個の形式的特徴をもつからである。

帥ち所謂公企業の脛螢は、その實質的作業過程の複雑なるに拘

らす、形式的には或物質的または精紳的債値の生産に關する邑公

企業権の行用1を、その作用の主要徴表となすからである。次に

所謂公企業の特許も、本來國家がその固有する特定の生産企業

を他に許與して代螢せしめむとする行政行爲であるから、廣義

に於ては等しく該企業権行用の一過程と解するを妨げない。更
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に一般民螢公盆企業を保護・奨働または統制する場合にも、そは

結局國家がそれ等民螢公盆企業の活動に或種の韓助またはコン

ト・オノγを加へて、その適正なる運螢に協同するものであるか

ら、之れもまた公企業権者が一般公盆企業に封してなす統制作

用、從つて公企業灌行用の一態様と看て大過あるまい。故に之

等の行政作用は、斯かる共通の形式的徴表を有する事實に校へ

て、これを企業行政と総欝するが比較的妥當かと思はれる。

　從來この種行政作用は、色助長行政1または邑保育行政思なる用

語法の下に、その概念規定が試みられてゐた。中に就いても後

者は、例へぱわが美濃部博士の如き灌威ある行政法學者の探る

斯であるためか、今や最も一般的な用語となり、かっ關係行政

作用の概念規定の基準として最も廣く行はれつ＞あるものであ

る。而して斯かる用語法の由って來たる所は、濁逸行政法學の

所謂Woh臨hr七sp且ege　od』Kulturp且egeなる術語にある。然し

助長行政または保育行政なる用語は、固より國民薦利のL保「護

助長またはL育「成といふが如き行政本來のL目的「を規定するに

は適するであらうが、叙上の如きその作用の邑形式思的特質を規

定し表現するには、甚だ不適當である。

　しかも法學上或與へられた素材を分類するに當つてその最も

餐當の基準となるべきものは、決して例へば或所與の行爲また

は作用がL如何なる目的のためにr爲さる、かにあらすして、寧

ろそれが法律上巳如何に作用するかの形式r的特質に存立すべき
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ものである。蓋し國家の作用は一として國利民幅の保護、助長

または育成を目的とせざるものなきを以て、斯かる實質目的の

基準に擦るとせんか、國家作用に關，する一切の合理的分類が不

可能となるの外なく、從つて例へぱL警察行政rもまたL助長行

政ヌ．は保育行政rなり、といふが如き奇異の結果に到るであら

う。故に叙上の如き作用上の形式のみが、學理的分類基準とし

て最もよく妥當し得るものと信ぜらる、。しかもまた斯かる形

式的特質を有する作用は、自膿直接に何等かの法律的敷果を招

來する所のものでなければなら組。蓋し然らざるに於ては、之

れを法上の實定的事象として、法學上に意義ある分類基準に充

用し得られ漁からである。

　斯るが故に問題たる既述の如き諸種の作用は、それ等に共通

する形式的特徴一物質的または精紳的債値の生産に關聯して

種々の法律敷果を套生・獲更または滑滅せしむる公企業権の行

用といふ織一に顧みて、之れを企業行政と稽するが最も要當

であらうと思はれる。また斯かる企業作用の特徴を捉へて、此

の種行政作用を、或は（1）各種経濟財の牧支に關する経理作用

をもつて成る財務行政に封し、或は（2）市民相互間の法律關係

に於ける秩序維持の一方法として、行政的に彼等の権利義務關

係の創設・獲更・滑滅及びそれ等の公讃的確認を主作用とする法

務行政に封し、或は（3）危害豫防の一方法として市民各自の法

的自由を拘制することを主作用とする警察行政に封し、或は
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（4）軍除の編成及び紀律を主要作用とする軍務行政に封照して、

各宝之等との差異ある所以を示すが適當かと思はれる。

　通読はまたその所謂、保育行政または助長行政一本稿にい

ふ所の企業行政を解して非権力的作用と倣し、もつて之れを権

力的作用たる財務、法務、警察、軍務等の諸行政より匠別せん

と試むるも、そは誤である。或は　くとも不適當である。蓋し

既に國家がその本質上一個の強制的法律秩序たる上からは、如

何なる作用も強制的一権力的たるざるを得臓からである。勿

論それ等諸作用間には、その彊制的要素の程度に於てこそ多少

の差異なき能はないが、然しさうした量的差異は直ちに取つて

もつて、それ等の間の本質的差異を示すに足る程のものではあ

り得ない。

　以上之れを要するに本稿の主題たる美術行政が、叙上の如き

企業行政の一分野に属すべきことは、之れと既述の如き美術行

政に關する定義との比較よりして、自ら推解し得らる＞と思ふ。

蓋し各國家が例へぱその市民一般に美術致育を與へ、或はその

美術活動を保護し奨働するが如き作用は、直ちにその國民的文

化憤値の生産に指向せらるべき、所謂公企業権の一作用に外な

ら6Qカ）らである。

皿美術行政の根擦

　人類の生活には好き道義の支配が保讃されなければなら漁。

法の大部分が道義的理念に重鮎を置く所以はこ、にある。然し



第二章　美術行政の意義、性質及び根擦 ユ5

ながら我々の日常生活が若し箪に道義だけの規律に終るならぱ、

つひに人生はその潤を矢って、乾燥した形式的儀禮のみの絡始

する所となるであらう。これ我々の心意に澄義欲または知識欲

等の外に、なほ色追美欲1ともいふべき一種の本能的意欲があう、

之れによつて人生をその情緒的枯渇よう救ふ所以である。故に

國家もまた、例へば風俗取締に關する行政作用の如きLよつて、

その國民生活に於ける道義的要求を充足し、或は敏育行政の如

きによつて國民の知識欲を満足せしむると共に、斯かる國民の

追美欲をも適宜に充足せしむる所の、設備を立つるに吝であつ

てはなら謁。そこに美術に關する國法的設備の要講せらるべき

動機があり、從つて美術行政の擦つてもつて立つ心理的根鑛が

ある。

　尤も観方によつては、市民各自の美術活動の如きは本來、各

個入の創意行動に侯つべき性質のものであるから、國家の敢て

かれこれ干渉すべき筋合のものでないとの反封あるを免れぬ。

が然しさうした見解のうちには次のやうな二の誤謬が含まれて

ゐる。その一一は美術活動の肚會的性質に關するものであり、そ

の二は國家なる法律的團膿生活の本質に關するものである。

（a）美術活動の肚會性

　先づ第一の鮎を考へて見よう。なるほど市民一般の美術活動

は、之れを直接にいふなら美術家個々の創作的意欲並にその美

術的心理内容が、或特定の表現機縁を得て外的に展開せらる》
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作業過程であるから、その意味に於ては創作者自身の個人的創

意のみに成るもの、如くである。けれども今一歩観察を深むる

ならぱ、さうした創作者の個入的創意も彼の属する時代及び肚

會の物質的及び精紳的文化の、一般的協働規定を菟れ得ぬ事實

を観過し得ないであらう。而してこの事理は、今試みに或一民

族または一時代の代表的傑作を取り出だして相互相比較すると

き、そこに若干の個人差的特質の見うけらる＞に拘らす、猶そ

れ等は敦れも各宝その所属時代及び肚會に特有な世相及び民族

性を膿現してゐる事實によつて、容易に之れを窺ひ得るであら

う。是を以て各個入の美術活動は、その製作に到るモティーフに

於ても、また制作の意想・形式・手法及び技巧等に於ても、常に

そのミソユウの規定的協働を避け得ない。であるから各個入の

美術活動は、更に一般的にいへば有らゆる藝術活動は、常に斯

うした肚會及び時代一時室的要因の協働規定をポスチュラア

トとしてのみ、可能である。更に極言せぱ美術活動の本艦は寧

ろ肚會自腱であつて、それが假りに特定個人の天分と創意を通

ほして、その藝術的意欲及びその美術的心理内容を表現するも

のといふべきであらう。

　されぱ文藝批評家としての亘匠テーヌも、亦此の間の事理を

解して次の如くいつてゐる。一色すべて書家または文人なるも

のは、決して自己のペン皿もしくは書布のみに面して猫力よく

勢作するものではなく、寧ろ自派の僚友または他派の示唆を索
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め、談じ、かつ考較し受容して、その還境たる著書または檜叢

的作晶の上に、そのうけた暗示を再現するものだ。一・・斯くて

表面に現はれざる無藪な協同者の寄與になる作晶は、それが彼

自身の天分と勢作との外に、猶その作品を園続する大衆及びそ

の作品に先存したる諸世代入の天分と勢作とを包撮する程度の

大なるに慮じて、愈三盆宝その藝術的債値を加ふるものである。

我等の聴くは軍に藝術家個々の聲の如きも、我等の耳朶に響く

その聲のかげに、微かなる畷きを、陣くかとまがふ果てしない

さざめきを、その作をめぐつて高らかに歌ふ大衆の聲を、人は
　　　　　　　　（1）
心に聴くものである1と。

　1）　H＝Taine，Philosophie　de　L7Art，1436d．Paris，1913，voL　I，pp．59＿61．

　斯くして翫に各個人の美術活動が一個の祉會的協同行程たる

以上、之れに翼する團膿的保護・奨働乃至規律は、菅に可能であ

る計りでなく、更には必要ですらある。蓋し之れなくしては、

軍に美術家個々のそれのみならす、團膿一般の美術的進歩も保

護せられ難いからである。而して斯かる團膿的干與の方法には、

先づ第一に法上の制度たるものと法域外の杜會制度たるものと

の逼1別がある。法域外のものについては弦に蓮ぷべき限りでな

いo

　法上の制度たるものには、行政法上の制度たるものと例へば

民法第三十四條によるが如き行政法外の制度たるものとの癌別

がある。日本美術協會または二科會といふが如きは後者の實例
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であらう。然し本稿は專ら前者のみに關する。而して斯かる行

政法上の施設のうち最も主要なる國家作用として、我々は本稿

の主題たる美術行政を見る。

（b）現代國家の文化目的

　次で考へらるべき問題は、市民の美術活動に封する行政権者

の干渉が、國家なる法律的團膿生活の目的上、果して許され得

るか否かの織である。

　警察國の理念によれば國家の目的は、專ら肚會生活に封する

外的危害を豫防して、その安寧静謙を保讃することのみにあっ

た。開明的警察國たる幅利國家Wohl勧rtss七翻tに於てすら、

その所謂民入の幸編とは静離にして安定な生活を得ることのう

ちに、その趣意が置かれてゐた。從つて之等敦れの場合にも國

家の作用が唯ひたすら法律秩序の滑極的維持のみに指向されざ

るを得なかつたといふことは、理の當に然らしむる所である。

故に各市民の美術生活に封しては、國家の如何なる積極的干與

も、國法秩序本來の目的に背反するものとして排斥されざるを

得なかつたこと、固よりその所である。

　然るに斯うした國家観念には、時代の攣遷につれて一の獲革

が起つた。部ち近代資本制杜會に於ける経濟生活の異常な集約

的登達と之れに俘ふ各種公共企業の濁占化につれて、公盆上、

國家（まナこは公共團髄〉による此の種企業の直接脛螢またはそれ

等に封する彊大な行政的統制権の行使を必要ならしめ、斯くし
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て國家及び公共團膿の行政作用に一の新たなる領域一巳生産

作用1なる廣大の一分野を加ふること、なつた。しかもそは軍

なる経濟財の生産のみに止まらす、更には進んで各種文化財の

生産にまでも漸次振大せられて行ったのである。斯くして此の

種生産活動の出現は、近代國家の本質に一の劃期的韓化を齎ら

して、途に所謂現代文化國の誕生を見るに至らしめたのである。

　叙上の如き近代國家または國法秩序の本質に關する憂革の事

相は、更に現代文化國と（或國に於ては）その直前の制として現

はれた自由主義國家との封照に於ても、また略宝同様に観取せ

られ得る。唯相違する所は此の自由主義國家にあつては、斯の

警察國がその秩序保持のために加へたるが如き溝極的干渉作用

すら、極力之れを排斥して、個入活動に於ける最大限度の自由

放任主義を高調し、斯くして所謂邑最善の政府は最少限に統治

すr　T加best　govemmen七governs　le勘stの療則が、行政作用の

根本的戒條とせられたる黙にあるのみ。

　しかして各個人の美術活動が、鼓にいふ文化財の生産分野に

属することは、既に我々の見た所である。故に今もし警察國乃

至自由主義國家の理念よりせぱ、斯うした個入の文化活動を國

家行政灌の干渉に附するが如きは、國法秩序それ自膿の本質上

許され難い企たること、殆んど自明である。が然し叙上の如く

今や斯かる観念は維持せられ難くなつた。今日の國法理念よ蔭

せば、國家は寧ろ種々・なる市民の生産活動を積極的に保護し㌧
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助勢し、統制し、乃至は自ら進んで生産活動の一輩位とさへな

り得るものである。美術活動もまたその藪に漏る》ものではな

い。しかも斯かる美術活動は、翫述の如く翫に國家なる團膿生

活の一内容とすら解せらるべきものであるから、そは決して國

家行政権の輩なる封飽的關心事ではなくて、寧ろ國家そのもの

》封自的關心事でさへあるに至つてゐる。そこに美術行政のよ

つて以て立つ所の、本質的根擦がある。

第三童 美術行政の封象

　美術行政は先づその基本的封象一窮極目的を奈邊に求むべ

きであらうか？　概言せば市民一般の追美欲の充足とその自由

なる登達を圖ることが、その第一義でなけれぱなら露。されば

美術活動に封する行政権の干與が、或は特定のアカデミックな美

稽観乃至は官學的流涙の信條を國民一般に強ひ、爲めに却って

彼等の審美的威情の自由なる登達を妨げ、或はその放謄に流露

する美術的創意を阻塞するやうなことがあってはならの。

　また美術行政の方針は、徹頭徹尾、美術の登達に指向せらる

べきものであるから、審美的考慮がそのアルフワ（起織）であり、

オメガ（終局〉であることを理想とする。故に例へぱ從來行はる

るが如く裸膿書と春叢を同一覗するかの如き見解の下に、或は

左翼絡叢と赤色ゼラを同一親するかの如き意圖の下に、その公

開を禁するが如き美術警察行政の方針は、美術行政本來の目的
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を逸脱するの甚しいものであり、美術登達の保護及び奨働を第

一義とすべき行政権自膿が、却ってその自由なる登達を阻碍す

るものである、また美術に封する恐るべき冒漬の罪をも犯すも

のである。然るに美術警察の目的自禮こそ、斯かる美術への誤

解、悪意、その飽一切の美術的活動及び鑑賞の自由を妨ぐる外

的障碍を除却して、市民一般の美術生活に確固たる秩序と安寧

とを保謹するに在るべきものなのである。

　次に述べなけれぱなら譲問題は、美術行政本来の任務に属す

といはんより、寧ろ輩なる現下の一傾向問題に遇ぎないが、そ

の解決は今日及び明臼の美術行政に與へられた一・個の重大な課

題であらうと思はれる。それは美術生活の大衆化、詳言せぱ美

術活動及び美術鑑賞の機會を特定階級または集團の濁占から、

市民全般の享有にまで普遍化することの要請である。また在來

の如き美術に關する國法上の施設が、中央都市に集中するの弊

を矯めて、その地方的分化の制を立つることも、その必然の系

として要請され，なければなら濾。され’ぱ具膿的には如何なる事

項が、斯かる要講實現の手段として考へられ得べきかは、追っ

て後章に之れを詳述すべき機會があらう。

　叙上の如き目的に出登する美術行政の劃象は、より具膿的に

はさて如何なるものであらうか。勿論、學者によつてその限界

につき多少の異見なきを得ないが、私の見る所では概ね次の如

き四種の項目を出でないと思はれる。すなわち美術品の保護及
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び管理、自然美の保護及び開登、美術致育、蛇に美術登達の奨

勘力㍉それであるQ

　例へぱヱステーヴの如き7ランス行政法學者は、田園及び都
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
市美化行政をも美術行政の一封象と解してゐるが、然しそは姜

當であるまいと思ふ。蓋しそれ等は、本來田園及び都市計養行

政の一附随事項として行はるべき事項なるをもつて、それ自膿

濁立の行政的地位を有するものではあり得ないからである。故

に美術行政固有の封象は、叙上の四種目に限るとするが、比較

的無難の見解かと思はれる。

　1）　工Es穂ve，L7Art　et：L批Proprま6t6，P＆ris，1925，pp．90一。

　尤も美術行政には各國とも相共通して、或一團の附随的封象

ともいふべきものがある。例へばわが現行國寳保存法第一條、

イタリー現行美術品及び謹古品保存法第一條i等の定むる如き、

歴史的謹徴力ある物件帥ち護古品（泓ntiqui七6s）の保護が帥ちそ

れであり、また自然美保護に附随して行はる、史蹟及び自然科

學的研究資料の保護施設の如きも、その一例である。されぱ弦

には然うした各國立法例の仕來たりに準らって、之等の事項を

もまた美術行政の一封象として併せ述ぷること》して置きたい。

因みに叙上四種の封象中、美術行政の中橿機能となるべきもの

は、とりわけ美術品保護の制度である。よつて以下それ等各項

目の取扱に當つては、それぞれ各項目が占むる美術行政上の重

要性如何に從つて、之れが説明にも多少の厚薄なきを得のこと
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また當然である。

　第一節　美術品の保護

第一款　序　　説

　美術晶の保護について設明を要する事項は、相當廣範園に互

るものがあるが、先づ當初に美術品保護制度の意義、保護の範

園及び保護をなすに至らしむる事由等の一般問題を概読し、然

るのち本節の主要問題たる美術晶保護の方法に關し、能ふ限り

詳細の読明を加へて見たいと、思ふ。

　1美術品保護制度の憲義

　美術晶保護の制度は、軌れの國に於ても例へぱわが國寳保存

法第一條にいへるが如く、或法定の手績を経て、美術の模範ま

たは歴史の讃徴に値すべしと認定せられたる特定物件をぱ、後

述の如き諸種の損壊因子に封し、特定の手段によって保護せん

とする法律上の機構である。いづれの民族たるを問はす、彼等

の過去及び現在に於ける美術的文化の粋を示揚する代表的傑作

を保存し、或は彼等の歴史的登展過程の顯要なる事件を謹徴す

べき域形物件を保存せんと欲することは、それ等民族一般の共

同意欲に根ざすものだと言つて好い。蓋し翫に入類各個入がそ

の祀先よりうけた逡産を保全し増殖して、之れを子孫に傳へん

と希ふ心ある如く、民族全膿としてもまた彼等がその前世代入

よりうけた民族文化なる共同逡産を保存し、増殖し、より完全
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にして、之れを後世代入に傳へんとする本然的意欲あるが故で

ある。そこに美術品保護制度の要請せらるべき第一の動機があ

る。

　加之、然うした美術上の傑作及び歴史的謹徴物は、各民族の

現在及び將來に於ける美術的訓練及び歴史敏育等に封しても、

また常に好き模範と資料とを提供するものである。勿論、斯か

る民族的乃至國民的傳統の保存と之れに依擦する國民一般の美

衛的または歴史的敏育は、兎もすれば彼等の守奮的傾向を助勢

して、その自由なる跳躍的進歩を阻碍し勝ちだとの非難もある。

殊に美術の如き純創作活動については、世人は常にあらゆる傳

統を超越した天來的新機軸の出でんことを待望する。

　しかしながら斯くの如きは、固より不可能のことに属する。

勿論、傳統的拘束を離脱してこそ初めてそこに一の創作あるこ

といふまでもないが、傳統を超越することはその傳統に立脚し

て、更に之れを曇展せしむることにょってのみ、可能である。

所謂目前の過去たる現在についてもまた同理である。かの邑吾

人は須く現代を超越すべし1とは、人口に膳灸したさる學者の言

葉であるが、それとても唯現代の深い理解に立脚し、更に之れ

を進化登展せしむることによつてのみ、その實現が期待せられ

得る所の命題に過ぎない。故に此の意味に於てあらゆる過去の

傳統も、決して輩なる枯死した既往の逡象ではなくて、寧ろ多

産なる新生の繕藍となり、新規なる創作的躍進への無くてかな
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はの足溜りとなる。こ、に傳統的美術晶及び謹古晶保護の要講

せらるべき第二の動機があり、美術晶保護行政の擦って存する

文化史的基調がある。

　斯くて我々は美術晶（及び謹古品）保護行政の機構のうちに、

二の大なる機能あるを知るであらう。帥ちその一は既蓮の如き

國民文化の保存機能であり、その二は鼓に述ぶるが如き美術の

套達に封する助勢機能である。

　II美術品保護制度の沿革

　美術品保護制度は、欧洲美術國就中イタリーの如きに於ては

既に第十五世紀中葉（詳細後蓮）の頃より、その登達の跡を見せ

てゐるに反して、わが國の如きに於ては漸やく明治四年五月二

十三日大政官布告邑古器奮物保存方¶以來のことに属し、その比

較的整備した近代的施設は、僅かに明治三十年法律第四六號古

祉寺保存法以後のことに属する。しかも同法はその適用範園を

古杜寺所有の建造物及び寳物類に限つてゐた爲め、國有・公共團

嵯所有及び個入所有の動産的及び不動塵的美術品または詮古品

は縦し美術の模範または歴史の謹徴となるべきものと雛も、全

く無保護のま、に放置せられ、爲めに中には績々・國外に散逸し

或は焼儘し、滅矢し、或はその破損の随分甚しいものも見うけ

られてゐた。然し同法の下では之れを如何とも爲し得なかつた

ので、終に去る昭和四年三月法律第十七號國寳保存法の制定を

見るに至って、漸やくその敏隔が補正せらる、こと、なつた。
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　さればわが國に於て本格的な美術晶保護行政制度がその稽見

るべき膿裁を整ふるに至つたのは、僅かにこ、数年來のことに

過ぎないのである。が然し兎まれ明治法制前に於ける既往のわ

が美術品保護制度の一大敏陥で「あつた輩なる封健的邑家寳保護1

の施設から、國家的見地よりする美術品及び讃古品の保護制度

に蝉脱した黙に於て、上記大政官布告以來の諸法律は一個の目

畳ましい法制史的進化を示すものであつた。而して然うした進

歩の原因は主として、美學思想の登達、古生物學・考古學及び歴

史學等の登達による美的好街及び筒古思想の普及などに出づる

ものと思はれるが、その最も近接の原因は後述の如き明治維新

當時に於ける蛋物破壊思潮、上記大政官布告の所謂色厭蕾競新1

思潮の洵にパラドキシカルな反射的数果のうちに登して居ると

思はれる。その詳細は後に述べよう。

　之れに反して例へぱイタリーの如きに於ては、既に暗示して

置いたやうに、既にピウス第二世の1462年、シクスツス第四世

の1474年等に於ける關係法令を初として、代々の法王騰橿密院

令は斯のノレネッサンス以來なる美術的傑作の保護施設を立つる

に百方苦心し、殊に1624年の福密院令の如きは美術品の輸出禁

止に關する世界最古の立法例を示して居り、降つて1820年の有

名なノ㌔力福密院令の如きは、有らゆる黙に亙つて殆ど完全な

近代的美術行政制度の範を立て、ゐる。また梢之れに涯れたフ

ランスの如きも、既に1790年十一月、1792年七月及び十一月
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等の諸法令によつて、美術品の保護に關し相當見るべき國家施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
設を立て＞、その起原の遙遠なることを示してゐる。

　1）　Jean　M＆rguery，L我Prot㏄むion　des　O煽ets　Mobiliers，P翫ris，1912，pp。17－33

　わが國に於ける美術品保護制度も、或意味に於ては決して之

等爾國の當該制度に比し、敢てその起原を淺しとしないであら

う。然り、例へぱ美術品保存機關としてわが國美術行政史上、

最も顯要の地位を占むる斯の東大寺正倉院の如きは、既に天奉

勝寳八年（西紀756年）以來の古き沿革を有する。しかもその北

倉及び中倉は共に所謂勅封倉であつて、之れが開閉には勅使を

涙し、勅封をもつて之れを鎭守し、寺家の自由なる開閉に委さ

なかつた。加之、一旦國に事墾があれぱその保藏物は朝廷の使

用に供せられてゐたから、寺家は軍に之れが管理の権限を有す

るに過ぎなかつた。故に之等勅封倉は黒板博士の詳論せらる》

如く束大寺境内に於ける帝室の寳物保管所とも云ふべき性質の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
ものであ弧從つて一種の國家的施設であつたといつて好い。

然しながらその保管機構の様式は依然一種の色家寳的保護1の型

式を脱するものでなかつた。是れ佛伊爾國の當該制度が、その

起原よりして既に國家的見地よりする國法上の施設をもつて、

有らゆる美術的及び歴史的名品を保護するに努めたると封比し

て、わが制度の大いに遜色ある所以である。

　1）：丈學博士黒板勝美氏著國吏の研究各論の部大正七年版第一三三一一三四

頁及ぴ史學雑誌第二十三編同博士稿第七〇五頁一七二一頁参照・
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　1皿保護の事由

　既述の如くして美術晶保護の制度が我々の美術生活にとり必

要敏く能は露ものだとしても、一腱如何なる事象に封してその

保護を要すべきものなのであるか、換言すれぱその保護をなす

に至らしむる事由の何であるかに從つて、然うした保護制度の

型態及び機能にも種々の相蓮を來たすこと、なる。故に美術品

保護制度の遺憾なき整備を期待し得るためには、まづその前提

條件として斯かる事由の明確な認識が必要となる。

　Les魏［onumen七s　Eis七〇ri吼uesの著者E．Parise七は、この事由

を分類して1e　vand寵sme　des七ructeur（破壊的ヅァンダリズム）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
1e　vandalisme　resもr＆teur（修復的ヅァンダリズム）、le　mndalisme

spoliate血r（掠奪的ヅァンタリズム）の三種とした。他のフランス

行政法學者も、すべて斯かる分類を探るが常である。然しなが

ら私の〕観る所では、猶一個の事由が敏けてゐはすまいかと思は

れる。即ち謂は穿一種の1e　vand＆lisme　contrefaiseur（贋作的ヅァ

ンダリズム）と稔すべきものが、それである。翫存美術晶に封

する實質的破壌行爲としては、贋作及び攣造等もまた他の破壊

因子に比し、優るとも決して劣ら鍛ものなのである。傍て之れ

をも斯かる美術破壊行爲の一に藪へて、之れに封庭すべき所要

の行政手段を講することは、美術品就中書書傭作の頻繁なる現

在に於て、特にその必要を見る。

　1）且：P＆risetl　Les　Monuments　Historiques，P段ris，1891，P勤13－17・
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（1）破・壊的ヅァンダリズム

　いはゆるle　mnd乱lismeなる詞は、第五世紀頃・一マ及び欧

洲諸國の文化を躁踊したヅァンダール族の名に因んで、由來美術

に饗する暴力的破壊行爲を呼び慣はすに至つたものである。而

して弦に所謂ヴァンダヲズムとは、美術の損壊を來たす一切の

入爲的及び自然的暴力をいひ、主として政治・宗敏及び藝術上の

偶像破壊主義、政治的また脛濟的革命に際しての階級的憎悪、

奮物嫌忌または反動革命豫防策などの考慮よりする蕾物破壊主

義、或は國際戦孚の鯨波、或は震災・火水害等の天災地攣によ

って起こるものである。中に就ても革命の際の美術破壊が、

最もその恐るべき暴威を振ふこと古今の歴史に明かである。例

へぱフランス革命當時の黒色蕪la　bande　noireの恐るべき美術

破壊、・シア革命當時及び以後に亙る帝政時代美術の膨しい破

壊行爲、また之れをわが國についていへぱ明治維新當時の同様
　　　　　　　　　　　　　（1）
なる風潮の如き、その一例である。

　1）　明治維新は古瀞道精紳の鼓吹に侯つものが多ザつナこ：爲め、維新後頭みに淋

佛混交の奮習が排斥せられて、終に明治元年三月二十入日の大政官達の瀞佛分離

となつ7こ。この禁止の原因には一面寺振專制に封する騨肚側の報復的主張も與づ

てカあると傷へらる㌧○而して斯ザる反動的改革氣運の激する所、塗に佛寺ば紳

道に關係あるものを斥け、紳旋ヒは佛道に關係あるものを除ザんとし7こ爲め、古來

著名な殿堂、彫刻、給審：、典籍等の籔損せられテこものは實に霧しい数に上ぼつ☆

といはれてゐる。中にも佛道關係のものに於てその被害が甚しザつテこ。例へば現

今國寳中の随一と唱へらる㌧奈夏の興福寺の五重塔の如きも當時償幣数十金で萱

却せられ、段に取讐☆れんとしテこ。然しその7こめにば意外の費用を要ヂることザ
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らして、嶢いてその金物を取らんとしアこ。然ろに今度ば地元ぶり隣火の倶がある

との反i封あつ☆爲め、それも中止すろの外なく、塗にその厄難をのがれて幸にも

今日にまで傳へらる㌧こと㌧なつ表のであつ☆（新日本史第三巻瀧博士稿六五入

頁。國寳の話、關根博士稿二二頁等参照）。

　更に同寺の金堂は維新當時の警察屯所となつ☆ことがある。しザも冬になれば

堂内で盛んに焚火し、燃料に乏しくなれば堂内に安置してあろ天亭時代ザらの優

秀な佛艦を片端から引すり卸して、薪割で叩き割つて薪の代りに火中に投じテこ。

そしてその火で豚鍋などを煮ながら罪人を糺問しテこ。今日國寳中の國寳として尊

重さる㌧十六弟子及び維摩像などは、當時の斯うしテこ蜜行の焼残りだと、田中智

學氏は傳へてゐる（漫談明治初年三三〇一三三一頁）。ま☆奈夏の古寺院などで

は、寺院自ら紺紙金泥の経1丈を洗落して金を取らうとし☆oま☆寺院の古建築を

潰してその材木を萱却し糞こともあるo

　昭和六年一月新7こに國寳と指定せられ☆輻山城の天守も、明治五年債格八十圓

に競落され、これもまテこ前記興編寺の五重塔同様焼沸はれんとし☆が、昔ザら天

守に主が棲んでゐて指一本でも胴れると崇をうけるとの迷信があつ☆ので、落札

者も之れを畏れて終に入札を取潰しテこ（關根博士前揚書）。

　叙上の如き各種の破壊的ヅァンダリズムは、その作因の異なる

によつて、自らその封症的法律手段を異にしなけれぱなら沁。

帥ち革命的作因より來たるものに封しては、まづ理想として季

時、美術的好爾と美術晶愛護の精紳を普及せしめて、一旦事あ

る秋に及んで暴虐なる美術破壊の墨に出づることあるを豫防す

べきであらう。主として美術敏育行政の顧念すべき方面である。

然し筍も吾入の杜會組織が階級制度を前提とし、かつそれに依

嬢する階級美術の存立する限り、特定階級の溝長と共に然うし

た美術破壊の作因を、根本的に防止し得べき法上の施設は不可

能である。
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　革命に至ら濾程度の暴動、或は常時に於ける美術への敵意ま

たは悪戯などよりする破壊行爲は、美術警察行政力の整備にょ

つてその危害を事前に豫防し、或はフランス刑法第二二五七條の

如き刑法の規定にょる美術品損壊罪を以て、特に嚴格なる庭分

を事後に加へ、かつ將來への豫防的警告となし得るであらう。

わが現行法の下に於ても、美術品の損壊罪は刑法第二六〇條以

下の規定及び國寳保存法第二一條以下の規定をもつて庭分せら

れ得る。國瞭戦雫より起る美術の破壊に封しては、職孚と之れ

を適法親する國際法規の存績する限り、之れが防止の手段はな

い。唯戦孚防止の根本的解決策に侯つの外ない。

　震災、火災、水難、その他風雨落雷等の天災地愛による優秀

美術品の殿損滅失については、動産物件の揚合ならぱ後述の如
　　　　　　　　　　　　　　　（1）
き國立及び公立美術館の施設により、不動産物件の場合ならば

封震及び封火設備等を加へ、或は避雷針を備へ、まナZは風雨に

よる自然的汚損もしくは破壊を修理するが如き、封物的行政庭

置が定められ得る。その詳細は後述各項に譲つて置かう。自然

美保護の揚合にあつては、防風、防火、砂防等の施設、植林、

病鐙、害鐙の駆除の施設、木草伐採の禁止または制約、その侮

自然美の維持に有害なる諸企業の設備を禁するが如きこと等が、

自然美保護及び開套行政の任務となる。詳細は後に述べよう。

　1）　自然的災害に封して美術品を保護する☆め・如何に國立ま☆は公立美術舘

の必要であるザといふことは、大正十二年の關東大震災に當つて、殊に東京市民
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の私藏し☆無敷の貴重な美術品及び詮古品が、あ☆ら焼地の灰燈に露し☆事實に

よつても護せらる、。中にも淺草匠駒形町の書商小林丈七域が苦心の蒐聚になる

古今の浮世糟名蜜は、其敷實に六千枚を下らすといはれ、その憤格も五十萬圓以

上に達すべしと傳へられテこものであつテこ・勿論その六千故の轍ば例へば瀞ストン

美術館折藏の四萬黒占の如きに比し，て及ばざろこと甚だ蓮いものであつ☆が、その

質に至てば海外に散在せろわが浮世給諸名…蒙に比して遙℃笥に優れ☆ものと認めら

れてゐテこ。而してその蒐聚の趣意は純日本美術中、徳川時代の代表的傑作☆る浮

世総を保存して、將來廣く公衆一般の研究に資せんとすろにあつ☆。然るに之れ

を所藏すべき美術館建造に十分の資金なく、L然りとて之れを寄託し置くに足る國

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立まテこは公立美術舘もないテこめ凧俵然自宅に私藏し置くの外なザつテこ。然るうち
　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　ゆ　　　ゆ　　

同氏は事の成るに先立つて永逝し，そのi美畢滝遽に中途に頓挫すろこと㌧なつて

ゐテこ・斯くして1終に斯の大震災に會して、それに俘ふ火災のアこめ、惜しくも一紋

残らす烏有に締せしめてしまつたのであろo若し當時にして、封震i封火施設の党

備せる國立まテこば公立美術館にして存在しテこらんには、それへの任意寄託ま☆は

i美術館側よりΦ強制寄託によつて、然うし☆災厄より無敷の名品傑作を党全に救

び得テこであらうものを。

（2）修復的ヅァンダソズム

　美術品（または謹古晶）の所有者もしくは占有者は、純然たる

保存の動機よりすると或は交換債値増殖の動機よりするとを問

はす、往々にしてその美術晶（または讃古晶）に封し同復すべか

らざる拙悪の修補を加ふることがある。勿論、この種の行爲は

その動機に於て多少恕すべき識の在ることもあり、その手段に

おいても穏和であるが、その實害に至つては叙上の如き破壊的

v蹴dahsmeに比し敢て劣ら露ものがある。之れに封する行政

的取締は、關係行政磨に於て保護を要する物件の現状維持につ

き絶えす監親を怠らす、また若し重大の修補を加ふべき必要あ
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る場合には、監督行政磨の許可をうけしめ、かつぞの修補作業

を該行政棲者の統制下に置くこと等が考へられ得る。詳細は後

に至つて明かとならう。

（3）掠奪的ヅァンダソズム

　國内に於ける美術品（または謹古品）の取奪行爲は、特に美

術行政上の機構を侯つまでもなく、一般刑法及び民法の當該規

定によつて救濟せられ得る。故に鼓に謂ふ所のle　mndalisme

spol励e皿　とは、國外よりする美術品等の劫掠に外なら鍛。し

かも戦時異憂に際しての外來暴力にょる掠奪は、國内法規を以

てしては之れを如何とも爲し難いものであるから、結局國外よ

りする買奪または封外贈與の如き李穏取引に限局せらる＞こと

となる。而して此の種ヴァンダリズムは、動産的美術品に封して

は勿論のこと、一見さうした劫掠より兎れ得べしと思はる、不

動産美術晶等に封してすら、猶加へられ得る性質のものである。

而してその事例もまた決して　くはない。

　例へぱ斯の有名なヱルヂン卿が、一八〇三年トルコ政府を籠

絡してアテーネにその劫掠の魔手をのばし、かのドリア式建築

の一傑作であったメルテノース紳殿を逐次剥壊しっ＞、之れを

英國に蓮び去った事實の如きその一例である。斯くて爾來世人

は、この種の美術掠奪行爲を呼ぶに在來のvandalismeなる詞

に代へて、新たに61ginismeなる詞をもつてすること、なつた

のである。また隊洲戦後アメリカ人は、著名なるフランス建築
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美術に封して同様の劫掠的買奪を行つてゐる。一九二七年七月

二十三日の法律は、斯かる米國人の劫掠行爲を防止せんための

ものであつた。

　わが國に於ては關係法制不備のため、特に斯うした劫掠の事

弊が甚しい。極く最近に起つた事件をその一例として撃ぐるな

らぱ、昭和六年七月に生じた史料編纂所の所謂南壷書事件があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
る。然し此の種のvandalismeは輩に國外よりの侵略的買奪に

よつてのみならす、更には國内よりの明渡的責却によることも

　　（2）
あり得る。

　1）此の事件は』阿蘭陀加比丹妻子等圖1と題し7こ所謂南蟹甕を中心とすろもの

であるo當蒔史料編纂所の中村勝麿博士ば、その絡が幕末史資料としてもま☆と

得難い貴重の丈献たることを知つて、総の持主たろ下谷の蜜商原泉堂より借うけ

て東京帝國大學内の史料編纂勝に保管し、他方その購入に奔走しつ＼あつすこ。然

るうち英國大使館員瀞グサー氏は業日本人の案内にて中村博士を訪れ、該南蜜書

の内容及ぴ憤値等につき詳細聞く所があつ7こ。然ろ所同氏はその後敷日を経て、

上記中村博士等の買入資金難を奇貨としてザ．急遽原泉堂工り債絡壷千圓で同書

を買取り、それを國外に搬出せんとしテこ。然しながらその後所謂南蜜叢買奪問題

として一般の競嘉を集め、之れに封する肚會各方面よりの弄難等に恐をなして、

該瀞クサー氏も途に之れを史料編纂所に返却せざるを得ざるに立ち至つテこ。斯う

しテこ種類の買奪行爲にして猶肚會の表面に現はれざるものは、蓋し簿少に止どま

ろまいと思はれる0

　2）例へば明治初年、政府は財政上の困難ザらでもあつナこが、當時ドイツ商人

より小銃三千挺を買入れ☆際、その代金壷萬五千圓のうち五千圓は現金で、残り

登萬圓は物品を以て代沸するといふ窮策をとつテこ。而もその物品☆ろや、徳川馬

敷百年に亙る榮華の名残として、當蒔千代田城に秘藏せられてゐ力各種の高貴な

i美術晶であつ大。故前島男の談にあろ如くそれ等美術品のうちには、蒔糟もの、
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陶器、書叢等にして鑑賞家の目を驚嘆せしむるほどりものがあり、現今ならばそ

の一品ですら既に藪萬圓の債格に相當するものもあつ六といはれてゐろ。斯くの

如きは我が國自らわが美術の寳庫を外國人の劫掠に明渡すと同然である◎

　美術に封する此の種掠奪的ヅァンダリズムに劃する防衛策は、

後述の如き美術品（及び謹古品）の國外輸出禁止立法である。

（4）贋作的ヅァンダソズム

　贋作的ヅァンダソズムの封象は、主として書書、彫刻及び美術

工藝品の如き小規模美術晶である。建築美術の如きにあつては、

唯その部分品についてしか行はれ得る蝕地はあるまい。而して

経験上贋作または攣造の最も頻繁に行はる》は、書蓬である。

　惟ふに贋作または攣造をなすに至らしむる動機は、勿論不正

の利を穫んとするに在ることいふまでもないが、然し美術的名

品に封する需要に比して、その供給の不足なることにも一部の

療因はあらう。蓋し名人亘匠の傑作も然かく豊富には制作せら

れ得べきものでないから、斯うした需給間の不均衡が不正の制

作または責買に封しその蹟雇の機會を許すこと、なる。美術品

贋作の非行は、フランスの如く美術行政制度の比較的進歩せる

國に於てすら、猶相當頻繁にその醜状を公衆の前に曝してゐる。

例へば私の在佛中経験した事例の一を墨げても、斯の有名な

Les：Faux皿illets事件がある。今その概要を蓮ぶるならぱ1930年

五月のこと、かのAng61usで世界に名あるミレーの聲警を汚

す歎々の偽作が、所もあらうに所謂・㊦ルピゾン涙の故地Barbi一
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zonで官憲の手に摘獲された。しかもその犯行者はミレーその

人の孫Je油Ch泓rles駈皿e七とその共謀者：恥ul　Cazotの爾名

であつた。なほ彼等はミレーの欝作に成功するや、更に五妬net，

Cezanne，Dog舗，Coro七，Sisley等の偽作にまでもその非行の手

を伸ばしつ＞あつた。かくて例へばミレーの作と樗せらる晃鍬

うっ入1「HOmme銭1a五〇ueの如きは、同様のものが二個あ

り、その一は・㊦ノレゼゾン美術館に、他の一はアメリヵ人Willi一

捌mCrocker氏の手にあつた。そのために一時はノ“ルゼゾン美術

館の如き、急遽專門家を招いて所藏晶の再鑑査を行ふなど、可

成りの騒擾をフランス美術界にまき起こしたのである。猶詳細

は同年五月五日以降のLe：Excelsior，Journal，ム1a七in，Peti七Pari－

sien等のメリ都下諸新聞によつて知られ得る。

　わが國に於ける書書の贋作は實に文字通り、枚爆に逞ないも

のがある。極めて最近の事例の一二を示すならば、例へば昭和

六年三月東京市下谷匿入谷町一四七新美杜長古關秀信（書書傭

作累科三犯）他六名より成る書壷偽作のギァングが、東郷元帥、

伊藤博文、山縣有明雨公を始め夏目漱石等の僑筆を、帝室技藝

員中村不折氏及び男欝杉漢玄長氏等の箱書附きで、日本全土に

手廣く詐責してゐた事犯（被害藪萬圓に上ぼる）が検墨せられ、

同年五月豫備役海軍少將吉田孟子、元海軍主計大尉藤本鋼良、

元農大敢授・元農商務属藤川辰次郎等の上流入土が、互に共謀し

て東郷元帥の偽書を作つて肚會の各方面に責却し、既に十薮萬
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圓の悪鏡を牧めてゐた事件が検撃せられ、更にそれより歎日を

経て東京市内の骨董商中山庄李及び長谷友次郎の爾名が、過去

藪十年に亙り故雅邦、観山、露華等一流近代書家の檜蓋を偽作

してゐた事犯が槍墨せられたるが如き、その薮例である。現在

の司法統計の不完全なため、書書傭作に關する刑法犯罪の全國

的件歎を示すこと不可能であるが、叙上の如き歎ケ月問の東京

に於ける事犯の頻登に徴しても、同種犯罪の件歎は蓋し相當多

歎に上ぼること、思はれる。同種事案の判決にして大審院の判

例となれるもの、うち特に顯著なるものを大正年間のみについ

て見るに、大正二年（れ）第一二五號落欺偽造罪の判決、同年（れ）

第八三號（雅號）署名偽造罪の判決、同年（れ）第三〇號（落敷儒

署）文書傭造罪の判決、同年（れ）第二一二一號偽書書の悪意責

却に關する詐欺取財罪の判決、同年（れ）第二二〇六號雅印及び

署名の偽造及び行使罪の判決、厨五年（れ）第一六三九號雅號及

び雅印の儒造及び行使罪の判決、同九年（れ）第一七七〇號叢幅

及び雅印の偽造並に署名等に關する文書偽造罪の刹決、同十四

年（れ）第一〇八九號書幅爲作、雅印及び雅號の偽造罪に關する

判決等が墨げられ得る。

　また既述の例に徴して推知さる、如く斯かる美術犯によつて

一般杜會の詐取せらる、金銭上の損失も、蓋し莫大の額に上ぽ

ること》、思はれ，る。

　叙上の如き贋作的ヅァンダリズムに封する豫防策としては、例
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へぱフランス政府が、自ら精巧な美術印刷による主要名書のコ

ピィを複製し、或は關係行政機關の監督の下に名ある檜書を幾

分形大を異にした書布上に模爲し、かつその模爲を模篤として

無署名のま、一般に供給せしめつ＞あるが如きは、比較的實行

の簡易にして無難の需給緩和策かと思はれる。然しながら斯く

の如きは眞作に封する謄然の贋作を防止し得る所以のものでな

いから、眞作美術の純正を遺憾なく保全せんがためには、更に

ょり有敷な他の手段が求められなけれぱなら露。

　之れについて先づ第一に顧慮せらるべきは、斯かる贋作の通

用力を根本的に剥奪すべき方法を完備することでなければなら

の。之れが爲めには美術晶の眞贋に關する科學的鑑識の理論及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
び技術が爽達せしめられなければなら鍛こと謂ふまでもない。

然し今日の悪弊は斯うした鑑識力の不足といはんより、眞贋に

關する充分の認識を寧ろ悪用する鮎に、その大牛の原因があら

う。馴合鑑定とも稔すべき非行または既鑑定晶と偽作との所謂

摩替等が、即ちそれである。而して斯かる馴合鑑定及び眞作傭

作摩替の非行を防止するためには、あらゆる有権鑑定を國螢ま

たは公螢の鑑定機關に猫占せしむることも一案であらう。しか

して此の場合に於ても斯うした鑑定機關と不正書叢商等との馴

合あることを豫防するため、鑑定官公吏は司法官同様、一定の

地位の安全及び濁立の保謹をうけ、その鑑定は歎人の合議によ

る公開の評決たらしむべく、かつ利害關係人をして所要の攻撃
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防禦方法を提出せしめ得ること、すべきであらう。

　箕作なりとの肯定的鑑定評決は、從i來の如き鑑定讃書の付與

をもつてすべきでなく、軍なる口頭の言渡（または止むを得ざる

時に限り簡易な通知）に止むべきであり、その結果を一定の公簿

に登録して鑑定物件の美術的特徴、その物質的構素各部の特質、

時間的脛過に基く物質的憂化の模様、更にはその所有または占

有關係をも明示し、もつて後日の取引に或程度の公謹力を供す
　　　　　（2）
べきであらう。蓋し例へば明治二十一年設置の宮内省臨時全國

寳物取調局が、その寳物取調に際して祉寺または私個人所藏の

優秀美術品に與へた色鑑査状1の如きは、元來その被鑑査物件と

分離し得べきものであつた爲め、之れを或贋作晶に添付して他

に譲渡する手段となり、斯くて翼作謹明の具が却つて逆に贋作

欝謹の用具と化せらる、至つたやうな事實があるからである。

徳川時代の鑑定師たる狩野、土佐、春日の檜師が交付した所謂

折紙、極め札、吟味札等は固より、今日も常に行はれつ＞ある

鑑定書・箱書・共箱の如きも、それ等のものと翼物とが互に相分

離せられ得るものであるため、常に所謂摩替の非行が行はれて、

然うした贋物責買の用具に供せられてゐる。故に斯かる可分的

鑑定謹の付與は、害あつて實盆なき方法といはなけれぱなら濾。

現行國寳保存法第一條による國寳指定通知書の如きも、之れを

悪用するに於てはまた同様の弊を齎らすこと、なるであらう。

　1）科學的方法に擦ろ書書の鑑定と登録（狩野享吉氏稿、學士會月報、第五一
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二乃至第五一三號参照。

　2）鑑定登録制度の機能及び敷用、就中その必要性に關すろ詳細の説明は、上

記學士會月報第五一三號第十七頁以降を特に参照あリテこい。

　更に美術警察機關を整備して贋作または憂造に關して、能ふ

限りの豫防手段を講ぜしめなけれぱならの。例へぱ不正書書商

及び書書偽作常習者のブラック・リストを調製して、彼等の行動

を縄えす監親しつ、その不正行爲を未然に防止するが如き之れ

である。
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　1　特定的及び不特定的憬護

　前款に概観したるが如く美術晶艮び謹古晶を、之れに封する

諸般の破壊原因から保護せんとする方法には、その破壊因子の

異なるに從つて、種々雑多の法律施設があり、また叙上の外猶

幾多の方法が試みられ得る。が然し之等諸般の保護施設につい

て特に注意すべきは、それ等の間に一個の重要なる匿別、帥ち

特定物件に關する保護手段と不特定物に關する保護手段との匠

別あること之れである。帥ち例へば美術晶及び謹古品に封する

危害豫防のための警察作用、美術品損壊罪に封する刑事上の事

後庭分、公設美術晶鑑定機關、國立または公立美術館及び之れ

に附随する私有美術晶等の任意的若くは強制的寄託制度等の如
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きは、通常その保護または管理の封象が不定多藪の物件である

から、敦れも不特定的保護制度に属するものといふべきであら

う。之れに反して既に一言しかつ後に至つて詳述するが如き、

美術晶及び謹古晶に關する國外輸出また移出の禁止制度、或は

美術晶の現状攣更に封する各種の行政統制、或は國家にょる特

定美術品の買上または買戻、或は斯かる特殊物件の保存・管理・

維持修理等に封する補助金給付の如きは、決して一般無制限に

行はるべき性質のものではなくて、貌れも或特定物件に限って

行はる》特定的保護制度に属するものである。

　不特定的保護制度にっいては、既述の如き概括的説明以外に

猶述ぷべき多くのものを残してゐるが、それは他日に割愛する

の外ない。よつて以下專ら特定的保護制度についてのみ、能ふ

限り詳細の読明を加へて見ようと思ふ。

　特定的保護制度は既に言及したるが如く、「保護の封象が法律

上一定せられあることを前提とするものである。故にその蓮用

の前提的條件として、先づ斯かる保護物件の特定方法が規定せ

られなければなら澱こと、いふまでもない。而して斯かる方法

として考へ得べきものには、イタリー現行法の定むる如き推定

崇雪度と、フランス現ぞテ法に見らる＞カ∫女口き手旨定希遮度とカダある。

　II　指定制度と推窺制度

　指定制度とは後に至つて詳論する如く、關係行政鵬が或愼重

の審査手績を経て、美術上または歴史上特に保存すべき債値あ
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りと邑認定1したる物件の上に、或一定の保護法律關係を設定し、

かつ之れを或法定公簿に登録する所の行政施設をいふ。之れに

封して推定制度とは、行政磨が色私個入1及び巳私盆法入1所有の

或法定種類の美術晶または謹古晶中、特に美術上または歴史上

重要なる債値または興味ありと匹推定1したるものにつき、その

旨を當該物件の所有者または占有者に通告して、之れを或一定

の保護法律關係に附する所の行政施設をいふ。

　今次に之等爾制度の差異につき二三の説明を試みよう。先づ

その目的に於て指定制度は、國家の軍濁意思をもつて（または指

定目的物所有者の同意を條件として）、或物件の美術的または歴

史的債値を有権的かつ絡局的に決定せんとするに封して、推定

制度は軍に斯かる憤値の存在を推定して、之れが法律的保護を

假定的に準備するに止どまる。從つて前者の場合にあっては、

當該物件の美術的または歴史的憤値はその指定によつて法律上

巳絶封的に1確定せらる＞に反して、後者の場合に於けるそれは

唯、邑條件的または相封的に¶推定せらる＞に過ぎのこといふま

でもない。指定手綾が後蓮の如き種々の愼重なる手績に服する

に封し、推定手績が軍に主務官磨の軍濁裁量によつて極く簡易

に行はる》ことも、斯うした目的上の差異の然らしむる所であ

る。また指定物件が常に特定の公簿上に登録せらる、に反し

て、推定物件については斯かる登録簿を法律上（事實上は兎も

角〉必要としないことも、また同様の理由に出づる。指定制度は
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國有、公有、私有物件の旺別なく適用せらる＞に反して、推定

制度は私個入及び私盆法入所有の物件についてのみ適用せらる

るを常態とする。蓋し既に國有及び公有財産は斯うした推定關

係以上の公用財産的保護に附せられ得るからである。故にイタ

リー法の如きは、國有及び公有財産にして美術的または歴史的

憤値あるものは之れが一切の移韓塵分を禁止し、また各地方公

共團燈、宗敏團膿、その他の有らゆる公盆法人に封しては、そ

の所藏美術晶または謹古品の申告義務をも課してゐる。

　その法的敷果の織に於ても指定制度は、指定行爲の成立する

や否や該指定物件に關する一切の穫利義務關係が確定せらる㌧

に反して、推定制度の揚合にあつては被推定物件の法上の領値

は軍に相封的に假定せらる、に過ぎ濾から、それに俘ふ椹義關

係にもまたその成否未必な部分が自ら生ぜざるを得ない。例へ

ぱ指定物件の國外輸出は何等新規の手績を経ることなく、既に

指定より來る當然の敷果として禁ぜらる＞に反し、推定物件の

それについては事ある毎に輸出審査機關の議決を経て、その可

否が確定さる＞如きその一例である。

　指定制度と推定制度との敷用の優劣についても、また1コ三の

考察が加へられなければなら組。概言せば推定制度は、指定制

度に比して遙かによく、美術品保護制度本來の意義に適合する

ものと思はれる。蓋し指定制度は叙上の如く或物件の美術的ま

たは歴史的債値を有櫨的かつ絶封的に確立するものであるから、
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その手綾に於て愼重なるを要し、從つてその決定に敏活を鉄き、

またその適用の範園も自ら少藪の場合に制限せられざるを得な

い。故にまた指定外物件の保護についても遺憾の織が　くない。

之れに反して推定制度はそれより生する法上の敷果も相封的に

して簡易であるから、その手績も鄭重なるを必要とせす、從つ

て臨機慮墾なる敏活の庭置に適し、またその適用も能ふ限り廣

大の範園に及ぼされ得る。

　また指定によつて絶封的に確定せられた有権的債値は、：往々

指定物件所有者をして、之れを不當なる交換債値増殖の手段に

濫用せしむる惧がある。推定制度にあつてはその弊は比較的微

少である。

　加之、美術的または歴史的興味乃至債値なるものは、時間的

にもまた場所的にも断えす礎化する所の邑相封的1観念である。

或時期または時代に於て美なりとせらる＞ものも、他の時期ま

たな時代に於ては美ならすとせらる》こともあり得よう。また

或時期に稀有とせられたる物件も、他の時期に及んでは新たな

る登掘また登見等によつて、珍稀ならざるに至ることもあり得

よう。しかも指定制度は斯かる邑相封的のもの1を匹絶封的に1決

定せんとする機構である。されば指定制度は翫にその内部機構

に一の本質的矛盾を藏するものといつて好い。故に此の意味に

於てもまた推定制度が、より合理的であるかと思はれる。

m登鋒制度（das　Inven七aris醐onssys七em）
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　然しながら或物件の美術的または歴史的債値なるものが時室

の制約によつて絶えす墾動あるを免れ蹟との事理が冥ならぱ、

推定制度もまた指定制度と等しく不合理である。蓋し推定庭分

もまた或程度の債値決定の意思表示に外ならぬからである。加

之、眞に債値ある物件も叙上の如き債値観念の相違より或は何

等かの手落よりして一度びその推定庭分に洩れた場合には、そ

は優値推定をすら受け得鍛無債値のものと誤認せられて、徒ら

に散逸また鍛損するま、に委せらる、こと、なる惧があらう。

斯くの如くば推定制度それ自膿が、却つて美術晶及び謹古品の

荒贋を誘起する原因となる惧もある。弦にもまた指定制度に於

けると略圭同様の敏陪が伏在する。そは要するに或種類または

程度の物件をのみ特定して法の保護に附せんとする総べての制

度に、共通する一の根本的鉄隔である。斯くてこの敏陥を補は

んとして既述の如き不特定的保護制度が、所謂Invent＆ris＆七ion

の形式を以て、弦に新たに登揚すること》なる。登録制度d粥

1碑en搬isa七ionssys七emとは、その美術的または歴史的債値の如

何に拘らす國内現存の有らゆる美術品及び謹古品を調査し、そ

の種類・名稻・所在地・所有者の氏名及び佳所・構造及び形式・材

質・色彩・員藪・容積・重量・制作者及び傳廉・爲眞による全燈また

は各部の印象など、その物の現態を彷彿せしめ得る所要事項を

摘記して、之れを全國美術晶及び讃古晶墓帳に登録し、もつて

之れが全膣または個々の物件に饗する臨機の保護を加へむとす
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　　　　（1）
るものをいふ。主として濁懊諸國の探用する所である。而して

全國美術晶及び謹古品の調査及び登録は勿論國家固有の事務な

ることいふまでもないが、便宜上各地方公共團膿に委任して之

れを代行せしむるも一案である。また地方的美術行政の目的よ

りすれぱ、例へぱプ・イセンに於けるが如く各府縣による府縣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
美術品及び謹古品の調査艮び登録もまた必要となる。

　1）Dr。A．Kneer，DieDenkm批1P且e弩ein：Deutschlaηd，Trier，19エ5，鼠76一多

G。B．Brown7The　Care　of　Ancient　Monumen†s7Cambridge，1905，P．58。わが

國では文學博士黒板勝美氏が、既に明治四十五年史學雑誌五月號の議上で、史蹟

i遺物保存に關すろ意見書といふ題目の下に、わが國法に於ける指定制度の不可な

ろ所以を論詮し、同博士の所謂嚢帳法invent・risa右i・nの可’なる理由を詳細閾明

さる㌧所があつ7こ。我々は此の論説にぷつて啓駿さる㌧所が甚だ多いQ將來の改

正立法に封する無二の好資料である。但し私は窒帳法なる用語菱改めて登録制度

なる用語法をとつ☆。蓋し此の制度の本質は寧ろ登録といふ作用の形式にあつて、

藍帳はさうし？こ作用の一手段に逼ぎぬザらであり、ま大フランス及ぴイタリ・一の

爾制度を表示するにも、專ら指定及び推定なる作用の形式を主要の微表と見立て

☆るに劃憾せんが☆めでもある0

　2）Dr．A。Kneer，a．a．0．S，63一．

　登録制度の長所は、或物件に關する美術的または歴史的債値

の誤断または看過による保護の遺漏なく、すべての美術品また

は謹古品に封する臨機懸憂の保護庭分を行はしめ得る所にある・

殊にその海外散逸を防止する手段としては、最も有数である。

蓋し現行ドイツ聯邦法の如く、筍も特定公簿に登録せられた一

切の美術品または謹古品は、關係行政磨（ドィツでは内務大臣〉

の許可なくしては之れが輸出をなし得すとせられ得るからであ
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（1）

る。その短所とする所は、然うした全國に亙る美術晶及び談古

品蔓帳の調製が極めて永い時日と莫大の経費なくしては容易に

行はれ難く、まナε特に保護を要すべき貴重の物件と季凡取るに

足ら沿物件とが混在して所謂玉石混交の状を呈し、ために保護

の封象が兎もすれぱ室漢として捉へ所ないものと成り勝ちな黙

である。傍て私は寧ろ叙上のイタリィ式推定制度を探bたい。

　1）　Verordnung　der　Reichsregierung　ueber　die　Ausfhhr　von　Kunstwerken，

voml1De幻919。§§1－3・

　なほ斯かる美術品及び謹古品の登録は、指定制度または推定

制度の豫備條件としても、また是非實行せらるべきものである。

蓋し國内至般に如何なる物件の現に存するかを審にせすして、

公正妥當なる要保護物件の揮出は不可能だからである。

　然るにわが現行法は斯うした長所あるイタリー式推定制度ま

たは黒板博士の熱心主唱されたるドィツ式登録制度によらすし
（1）

て、寧ろ飲陥多いフランス式指定制度を探つてゐる。その是非

については既に述べた所で充分であらう。よつて以下私は、わ

が現行日本美術行政法を中心的封象とし、それに近似せる佛伊

の爾制度を比較の資料として、先づ指定行爲の基本観念，指定

の手綾及び指定の敷果等を説明し、併せて指定外物件の保護制

度に關するわが現行制度の敏隔を指摘し、それに附随する諸般

の問題を提起し、並に之れが解決に資すべき二三の読明を試み

よう。
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1）黒板博士稿筋揚書第五九四頁以下る

第二項　指定行爲

　1　指窟行爲の慧義及び性質

　指定行爲とは國家の一方的意思表示を以て、或特定物件が美

術の模範または歴史の談徴たるに値すと認定し、かつその物件

に封して或一定の保護法律關係を設定するの敷力ある行政行爲、

をいふ。而してわが國寳保存法第一條にょれぱ、國寳は邑主務大

臣、國寳保存會二諮問シ之ヲ…D指定ス1とあるから、その指定

行爲の性質は疑もなく、國家の軍濁的意思表示である。蓋し法

は指定行爲の成立及び套敷に關して指定目的物所有者の如何な

る行爲をも要求しないからである。然しながら例へぱ1913年

以前のフランス法に於けるが如く、縦しその指定庭分が指定物

件所有者の同意に係らしめられてゐる揚合にも、その同意は該

指定行爲に墜方行爲たるの特質を與ふる法律行爲的成分とし

てyはなくて、軍なる指定塵分の一準備條件に過ぎ跨とも解繹

せられ得る。されば當時フランスに於てもまた指定行爲は、常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
に美術大臣の裁定といふ軍濁行爲の形式を以て行はれてゐた。

國有物件に關する指定行爲が輩濁行爲たるの外ないことは、殆

ど自明である。故に銑れの場合にも指定行爲は、軍濁的行政行

爲としての形式をとる。

　1）Jacques：Estもveop．cit。PP，310－311．
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　指定行爲が行政臨による軍猫行爲であるといふことは、指定

に値すべき物件の所有者が當該行政騰に翼して、該物件の指定

方を申講することを妨ぐるものではない。さればわが國寳保存

法第一條にも、私人または公共團禮等による國寳指定願の提出

を禁止する趣意は示されてゐない。而して主務官臨も現に然う

した指定願を適法のものとして、常に之れを受理しっ＞ある。

同法制定以來受理せられた此の種の願は、既に歎百件にも及ん

でゐるとの事である。勿論、斯うした指定願はその實、國寳保存

會の灌威にかけて、問題たる物件の鑑定をうくる手段にも供せ

らる》惧が無いでもない。時には天眞に鑑定願の形式を以て臨

む者もあるかに聞く。が然し軍純な鑑定願は現在の所、法の認

め阻行爲と解しなけれぱなら組。

　指定庭分を行政磨の無條件的輩濁行爲に委するか、或は指定

目的物所有者の同意に條件づくるか、といふ問題は曾て佛伊國

に於ける美術行政立法を拶ました重大案件であつた。（蓋し1909

年の改正法制定前まではイタリーもまた永く指定舗度に援つて

ゐたか、らである）。就中、自由主義革命の本場であつた7ランス

に於ては特にその黙が嚴しく論議せられ、爲めに美術晶保護制

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
度の圓滑なる登達を阻碍するが如き傾も　くなかつた。然しわ

が國の關係立法は、私有財産灌に關する絶封理念の稽緩和せら

れた時代にまで逞延したことが却つて幸した爲めか、一刀爾断

的に當初から指定塵分を行政磨の軍猫意、思に附して居り、しか
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も之れに關する何等の立法的反封論あるを聞かない。而して此

の種立法的庭断の正當なる所以は、既蓮の如き美術品（及び謹古

品）の肚會的性質よりして、自ら推知し得らる》こと》思ふ。然

り、所有關係について見るも、さうした杜會的協働の所産たる

美術品所有の本膿は、元廉、杜會そのものであつて、通常いふ

ところの所有者はその實、、輩に斯かる魁會的共有丈化財の一管

理者たるに過ぎない。約言せぱ彼は美術品管理に關する、一種

の肚會信託上の一受託者に過ぎないのである。故に信託者たる

國家が、その信託物に關し自己軍猫の意思を以て之れが適宜の

制約を規定するは、寧ろ當然の事項といはなけれぱなら組。ま

た現行國寳保存法の全髄を貫流する根本規範が、また斯うした

杜會信託の法理念に在ることは、中に就いても同法第三條、第

四條、第六條、第七條等の規定より綜合して、自ら推断し得ら

る＞所である。

　1）　H．Eygou右，：La　Pro｛ec七ion　des　gbjets　Mobiliers　d，Art　et　d7Histoire7P我rls，

1922，PP．10一ユ2・

　指定行爲はそれが指定目的物に封して、國寳なる一聯の封世

酌法律敷果を登生せしむる行爲であるから、學者の所謂物権的

行政行爲の一に属し、また斯かる法敷即ち或特定の灌利義務關

係を創設する意味に於て、そは一種の創設的行政行爲である。

　∬指定基準

　指定の封象物に内在すべき美術的模範性または歴史的謹徴力
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は、扱如何なる基準によつて決定せられ得るものであらうか。

勃れの國の法律も此の黙については、或特定の…客観的標準を示

さす、概ね之れを關係行政機關の裁量庭分に一任せるもの㌧如

くである。然らぱ斯かる行政機關の裁量庭分は、如何なる基準

によつて行はるべきものであらう。これに就いては各國共に相

當の考慮が彿はれてある。その最も顯著なものは指定権限ある

主務大臣の下に一個の合議的諮問機關を附置して、その合議に

なる（比較的に）客観的の意見をもつて、さうした裁量庭分の誘

導的基準となす制度である。帥ち7ランスでは邑歴史記念物委
　　　　　　　　（ユ）
員會1がそれであり、わが國では國寳保存法第一條の所謂邑國

寳保存會1がそれである。

　1）　1913年十二月三一日の法律第三七條。

　しかし猶問題となるは斯かる合議機關は然らぱ如何なる基準

によって、然かく客観的に愛當なる或議決に到達し得べきであ

らうかといふ黙である。が然し此の黙に於ても、また各國共に

等しく何等の確然たる法律的基準を定めす、唯斯かる機關の成

員たる各委員をして各自互にその意見を開陳相討議せしめて、

能ふ限り客観的なりと思惟せられ得る議決に到るの外なしとせ

るもの、如くである。蓋し総べて美術的作品は（謹古品もまた）

各三その所属時代と冠會の藝術的理念及びその一般文化の姿相

との牽聯に於いて、巳各個具膿的に1評債せらるべき筋合のもの

であり、從つて之れが評債に或時室を超越せる何等かの客観的
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基準を法律上豫定せんとするが如きは、到底不能のことに属す

るカ）らであらう。

　とはいへ　くとも次の一織のみは、指定封象物に内在しある

べき美衛的模範性または歴史的謹徴力の一要素として、學げら

れ得るであらうと思ふ。即ち美術の模範たりや否やは、固より

純然たる観念上の問題であるから、それが有する實在上の債値

如何に制約せらるべきべのではない。之れに反して歴史の謹徴

たりや否やは、專ら實在の世界に属すべき問題であるから、徹

頭徹尾その實在的謹明債値が本質的要素の一を成さなけれぱな

らね。また謹徴せらるべき歴史は、軍に成丈史上の史實のみに

丘どまらす、更には先史考古學、古生物學上の史實をも含むと

解せらるべきであらう。國寳保存法第」條の所謂匹歴史・…・可

なる語も、また斯うした廣義の解鐸を敢て排斥するものでない

と、思はれる。

　指定の封象はそれが國有たるか、公有または私有たるかによ

つて、匿別はない。現行國寳保存法の雨身たる明治四十年法律

第四九號古冠寺保存法が、翫述の如く指定の封象を專ら古肚寺

の建築物及び寳物類のみに限定したるに反して、現行法が昭和

四年斯かる翻限を撤屡して、叙上の如く有らゆる種類の物件に

その適用範園を籏張したことは、わが美術行政史上一の劃期的

進歩だといって好い。

　然し帝室の御物もまた同様に取扱はるべきものであらうかび
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元来、今日の國法の建前よりすれぱ総べて皇室財産は、諸他の

財産とは特異な或國法上の地位を有するものである。帥ち皇室

典範第四五條、第四六條、殊に第六一條の規定によって示さる＞

如く、わが國法は皇室財産及び一般國法上財産との分離を本則

とする。皇室財産令第三條殊にその第二二條が巳民法第一編乃

至第三編商法及附属法令拉公盆ノ爲ニスル財産ノ牧用徴聚又ハ

制限二關スル法令ハ皇室典範及本令其ノ他ノ皇室令二別段ノ定

ナキトキニ限り皇族二之ヲ適用ス1と規定せる趣意も、また斯

うした分離主義を前提とするものである。故に本條の定むる如

く皇室典範及び關係皇室令に別段の定なき場合か、或は關係皇

室令が自ら進んで美術行政に關する一般國法の規定の全部また

は一・部を適用すべき旨を規定したる場合か、或は逆に美術行政

法規が明文をもつてその規定の全部または一部を皇室財産にも

適用すべき旨を定め、しかも關係皇室令に特に反封の規定なき

場合等に限り、國寳保存法（虹に後述のごとき史蹟名勝天然記念

物保存法または國立公園法等）の規定が、皇室財産に封してもま

た等しく適用せらるべきである。尤も斯かる國法上の規定もな

く、しかも關係皇室にもまた何等の規定なき場合には、主務官

磨は宮内大臣の同意を得て、皇室財産に封して所要の指定庭分

に出づることは適法でなけれぱなら濾。現在の法律事情は當に

此の場合に該當する。

　然しながら今目の行政慣例によれば、皇室の御物のみは國寳
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保存法の適用から除外されてゐる。蓋し御物は古來特殊の注意

と施設をもつて、皇室財産主管塵の保管に置かれ、既に國寳保

存法の要求する以上の完備せる保全設備に附せられある爲めで

ある。

　1∬指定行爲の附款

　指定行爲に附款は可能であるか、若し可能であるとすれば、

現行法上如何なる限度に於て認められ得るか、といふ問題も一

慮考究し置かるべき事項であらう。指定行爲は既述の如く或物

件の債値認定に關する國家の意思表示であるから、本家或意思

表示の敷果を制限すべき法律行爲の附款と相親しみ得ること、

固より明かである。 果して然らぱ現行法上如何なる附款が、指

定行爲のそれとして可能であり、また適法であらうか。勿論一

様には断じ難い。各場合の具禮的事情にっいて、個甥的に判断

するの外ない。而して現行法上指定行爲に適用し得べしと想定

さる、附款の種類は、條件、期限、負捲、指定解除灌の施棄、

法律敷果の部分的排除等であらう。

（1）條件　指定行爲に條件を附し得るか否かについては、わ

が現行國寳保存法は何等の規定を設けてゐない。が然し同法は

之れに關する主務大臣の裁量権をも排斥してゐるか否かは、猶

考究の鯨地があらう。斯くて例へば紳杜または寺院の所有に属

する物件の指定に際して、紳融または寺院がその紳職または住

職以外の者を以て管理者となすことを條件として指定塵分する
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が如きは、既に同法第十二條但書の趣意から推すも、何等法の

本意に違背する所ないかに思はれる。然しながら斯くの如きは

國寳の法的地位を輩なる管理者の相違に依存せしむるものであ

って、蕾に國法保存法の根本精紳に違背するのみならす、更に

は同法第十三乃至第十八條等が紳冠及び寺院所有の國寳管理に

つき、主務大臣に封し特に廣大なる行政監督権を與へた規定の

趣意にも戻るものであるから、適法に非すと解するが妥當かと

思はれる。概して言はy指定行爲は、條件（停止的なると解除的

なるとを問はす）と親和し難いもの＞如く思はれる。蓋しそは

國寳の法的地位を成否未定な客観的事情に依存せしむること、

なり、國寳保存の趣意に副ひ難いからである。

（2）期限　指定行爲に期限を附し得るか否かについても、法

は何等の規定を置かない。指定行爲に終期を附し得ないことい

ふまでもない。然し始期を附することは張ち法の趣意に反する

ものだとはいひ難い。またそれだけの行政裁量は、法もまた之

れを否認せざる所かと思はれる。唯問題はその實用的意義如何

のみである。

（3）負捲　負澹は條件の如く國寳の法的地位を不定の状態に

置くものでないから、その黙に於ては問題を生じない。けれど

も此は指定行爲に關聯して、指定物件所有者または占有者に法

の明規せざる特殊の義務を負はしむるものであるから、法の認

むる場合にのみ許され得る。しかもわが國寳保存法には、斯か
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る特殊義務の負捲について特に之れを認むる趣意の規定がない

から、負罐もまた現行法の認めざる所と解する外あるまい。

（4）指定解除椹の拠棄　例へぱ國寳的憤値の確然として何入

もその翼債を疑ふ鹸地なき或物件の指定に際して、該物件に關

しては將摩、之れが指定の解除をなすことなしといふが如き附

款をなしたる場合、そは例へぱ國寳保存法第十一條の如き規定

に違背しないであらうか。同條の規定によれば邑・…主務大臣

ハ…・國寳ノ指定解除ヲ爲スコトヲ得1とあるから、主務大臣

はまた同時に將家の指定解除を爲さyるべく豫示することも出

來得るかに思はれよう。然し同條の本旨は、國寳物件の純正な

る美術的または歴史的憤値の保存に存するのであるから、指定

庭分後に生じた諸般の事情のために然うした憤値に何等かの攣

化を來たした場合には、國寳保全の最高監督者たる主務大臣は

何時に於ても所定の手績を経て之れが指定を解除し得るもので

あり、また解除しなければなら鍛。故に指定行爲に際してなす

指定解除椹の拗棄は蓮法である。

（5）法律敷果の部分的排除　例へぱ或物件の指定に際して、

該物件は國寳保存法第三條の輸出または移出に封する行政許可

の規定に關せす、何等の行政許可なくして之れを國外に輸出し

得べしと附款するが如きは、明かに法の認めざる法敷の携除で

ある。之れに反して例へば同法第十四條の補助金は之れを交付

せすと附款して或物件を指定するか如きは、固より主務大臣の
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裁量事項の範園に属すべきものであるから、適法と解して大過

あるまい。

第罵項　指定手績

　亙　意義及び性質

　指定手綾とは或特定物件に關する指定の開始、蛮展及び終決

に直接關係ある諸行爲の系統的蓮績を総稔するものである。指

定手績は指定の封象が動産なるか不動産なるか、或は國有また

は公有なるか乃至は私有なるかによつて、差異はない。フラン

メ及びイタリー法にあっては、之等の場合に各ヌ相異なつた手

　　　　（1）
績を取るが、そは軍に指定的法律關係を複雑ならしむるのみで

毫も：實盆がない。わが國寳保存法が斯かる先例に準はすして》

指定手績の適用を比較的簡易に定めたことは、燵かに一の進歩

を加へたものといつて好い。

　1）E£er癒61emy，・P・ciちP・920タ肌Eβもるve，・μαちPか32軌402－40危

　指定手績は勿論一面に於て、問題たる指定目的物に劃して或

特殊の法的地位を設定しそれに附随する諸般の穫義關係を創設

するに至るものであるから、その意味に於ては學者の所謂創設

酌行政手綾であるが、飽面に於ては該物件に封する所有者・占有

者または第三者の有害行爲を豫防して、その遺憾なき保全を期

せんとする手績であるから、此の意味に於ては一種の豫防手績

Proc6d，ure　pr6ven蔽veである。
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　H指是手績の纏過

（a）指定候補物件の選定　指定手績は指定準備調査に本づく

指定候補物件の選定を以て始まる。この選定行爲は嘗該行政騰

の職権的登動に侯つを本位とするが、また候補物件所有者また

は占有者の申請によることも稀でない。1902年のイタリー法の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
如きは、特に此のことを法の明文にすら現はしてゐる。

　1）J、Marguery，o群cit，P・191・

（b）國寳保存會の諮問　候補物件の選定が絡れば、主務大臣

は之れを國寳保存會の審議に附して、その指定の可否を問ふこ

と、なる。國寳保存法第一條は斯かる諮問手績を指定行爲の必

要的先行條件と規定して、指定庭分の公正妥當なることを保謹

せんとする。斯うした制度はフランス（更に湖れぱ憩09年前の

イタリー一にその範を探るものであつて、行政作用に一種の職能

主義の妙用を加昧したモダンな行政機構である。現行イタリー

法は、既述の如く蕾時の指定制度を捨て、推定制度によつて居

り、從つて推定庭分は當該物件に封する美術的または歴史的債

値の法律的想定に過ぎ澱から、斯かる職能機關の專門家的意見

を徴すべき必要を見ない。

　わが國法の定むる指定手績に關して最も遺憾なことは、指定

準備調査に要する諸般の灌限を規定し居ら鍛ため、當該官吏は

殊に私有物たる指定候補物件の調査上種々の不便を経験せしめ

るのであらうこと、及び指定手績の開始を指定目的物所有者そ
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の他の利害關係人に封して通知せす、またその候補物件の指定

に關し所要の辮明を書面または口頭にて陳蓮すべき機會を與へ

なかつたこと等である。前者については銑にわが史蹟名勝天然

記念物保存法及び國立公園の如きものすら、所要の規定を置い

て當該官吏のなし得べき限度、從つて候補物件所有者の甘受す

べき義務の限度を明かにして居り、また後者については例へば

フランス法の如き、夙に此の意味合の規定を設けて、一面該物

件所有者または占有者の利盆を保護すると共に、他面にはその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
指定に要する十二分の参考資料を調取するに務めてゐる。

　工）」1E鵬▽eop．ci書，PP．403一．

（c）國寳保存會の審議手績　國寳保存會の審議は然らぱ如何

にして行はる＞か。國寳保存會議事規則にょれぱ、會議は會長

之れを召集し、自ら議長となつてその議事を整理する。現行の

慣例によれぱ會議は年二同召集せられ、而して會議の日時及び

場所等は、會長自らの定むる所によつてゐる。會議は會長、副

會長、委員及び臨時委員を合せて、その孚藪以上の出席がなけ

れぱ、之れを開き得ない。議決は出席委員及び臨時委員の過孚

藪をもって決する。可否同藪の場合には、例にょつて議長の決

する所による。特に必要ある場合には、會長は委員及び臨時委

員のうちより、特別委員を選定して所要の事項を審査せしめ得

る。

（d）主務大臣の決定　この保存會の議決に基いて主務大臣は
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指定候補物件に封する指定腱分を絡局的に決すること、なる。

但し保存會の議決は、此の主務大臣の決定に封して形式的拘束

力を有するものではなくて、輩なる誘導的拘束力を有するに過

ぎ鳳。蓋し國寳保存會は所謂議決機關に非すして、軍なる諮問

機關に過ぎないからである。また法の明文には現はれてゐない

が、主務大臣は不當と認めた同保存會の議決を再議に附するこ

とを得べきであらう。また軍に斯かる實質的當否の問題のみな

らす、更に例へぱ出席議員が法定藪に達しないに拘らす、議事

を開いて議決したやうな形式的i暇疵ある場合にも、その再審議

を求め得るものと解すべきであらう。兎まれ指定行爲は、斯か

る主務大臣の決定がその意思として外部的に表示せらる、によ

つて、その成立を告ぐること、なる。

（e）告示及び通知　指定行爲は元來受領を要する行爲である

から、指定物件の所有者または占有者（國有物の勝管大臣等々）

に封しては指定通知の到達したときより登敷し、一般公衆に劃

してはその旨が官報を以て告示せられたときより、その封抗力

を登生すること＞なる。

（f）假指定庭分　國寳たるに値すべき物件が若し猶豫せば、

その保全庭分の機宜を失し、或は直ちに海外に輸出または移出

さる》惧あるといつた場合、わが現行國寳保存法は關係行政機

關をして如何なる庭置を講ぜしめ得るであらうか。この場合に

癒する通常の手段は所謂假指定の庭分である。イタリーの如き



第三章　美術行政の醤象 6■

に於ては翫に斯の奮法たる1902年の法律によつてすら、斯う

した場合の緊急庭置として主務大臣をして假指定庭分を行はし

め、もってその散逸または滅矢を防がしめむとした。しかもこ

の假指定庭分は、本指定とその敷力に於て優劣なく、之れによ

つて該物件に有害なりと認むる一切の庭分を一時停止すること

を得、斯くして後日行はるべき本指定麗分を準備せしめ得るも

　　（1）
のである。

　1）　H6　Marguery，oP．ci右、P．192・

　然るにわが現行法は斯かる重大の事項について、何等の規定

を設けてゐない。恐らくは立法者の遣騰によるものと思はれる。

然し何等かの解繹方法によつて、帥ち例へぱ關係法規の黙示意

、恩の如きものより之れを推解し得べき嫉はないものだらうか。

之れに關して先づ考へ得べきは、國寳保存法第一條による主務

大臣の指定椹に附随して、斯かる假指定の曹定庭分権が認めら

れ得ないであらうか、といふ黙である。勿論、同法の根本精紳

より推せはご國寳的｛頁値ある物件の滅失まナこは散逸をを秀観する力貴

如きは、明かにその立法の本旨に反することいふまでもない。

然しながら假指定はそれによつて、縦へ一時た参とはいへ、問

題たる物件所有者の灌利行使を翻約し種々の義務を負はしむる

に至るものであるから、法の明示または黙示せざる新規の負捲

を課すること、ならざるを得ない。しかも斯くの如きは法の明

文ある場合でなくぱ、行政機關の適法に施爲し能はね所である。
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而して現行國寳保存法は、主務大臣に封して斯かる権限を與へ

たりと想像せしむるが如き意味合の規定を、全然敏如するもの

である。故に主務大臣の假指定庭分は違法である。まして國寳

保存會に於てをや。

　この鐵は後述の如き國寳豫定物の保護制度と共に、近き將來

に於て能ふ限り速かに改正せらるべき事項であると思ふ。然ら

ざる場合には、既述南璽書費奪事件に見たるが如く、或物件が

國寳にもなりかねまじい事情を察知した外入が、急遽之れを買

奪して海外に搬出するといつだ場合にも、關係行政鷹は之れに

封して何等の庭置にも出で得組やうな状態に甘じてゐなければ

ならぬ。

皿指定の解除

　國寳保存法第十一條の規定によれぱ公盆上その他特殊なる事

由の登生によつて、或物件の國寳的地位を解除する必要の認め

らる》場合には、主務大臣は國寳保存會に諮問して國寳の指定

解除をなすことができる。公盆上の事由とは、例へば國寳と指

定せられた或國際的職雫給妻が、後日圓瀧なる國交に或重大の

支障を招致するに至る場合の如きその一例である。然しさうし

た公盆政策上の問題のために、美學上の債値を犠牲にすること

が果して愛當か否かは頗る疑問である。その他の特殊なる事由

とは、例へば珍奇なる意昧合に於て國寳に指定せられたる美術

晶または謹古品が、後日多歎の楼見によつて李凡の存在となつ
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た場合の如きその一例である。

　指定を解除した場合には主務大臣は直ちにその旨を官報によ

つて一般に告示し、且當該物件の所有者または占有者に通知す

るを要する。指定解除の性質及び手績等については、既述指定

行爲及び手績に關する説明が何等の修正なく通用せられ得る。

　指定解除には至部解除と一部解除との別がある。例へぱ或名

刹の建造物を一括指定しある場合、その一部が後日國寳的憤値

稀薄なることが明かとなつたと假定せんか、その場合一都解除

が最もよく實情に適するであらう。尤も國寳保存法第十一條の

規定は、この黙につき何等言及する所はないが、敢て一部解除

の手績を禁する趣意を示すものでもない。各揚合の具膿的事情

に慮じてその貌れを行ふも、主務大臣の任意かと思はれる。

第四項　指定物件の登録

　1　登線の慧義及び目的

　指定物件の公簿登録は、指定物の種類・名稔・所在地・所有者の

氏名及び住所・構造及び形式・材質・色彩・員歎・容積・重量・制作

者及び像來・寓翼または圖蚕による全騰または各部の印象など、

すべてその物の現態を目前に彷彿せしめ得る事項、並に之に封

する保護法律關係の成立・憂更・滑滅及びそれより生する敷力の

錨属關係等を明かにして（記録目的〉、指定物保存のためにする

諸般の行政作用に所要の資料と基準とを供給し（行政目的）、か
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っ指定物上の権義關係について生する後日の紛議を豫防せんた

め、然うした保護法律關係の登生・i攣更・滑滅等に或程度の公謹

力を與ふることに（公謹目的）、その主要な意義がある。

　現行國寳保存法施行規則第二條によれば、國寳蔓帳には下記

の事項を記載して、之れに爲眞を添付する。

　（勘）建造物の類については一（1）名構及び所在地、（2）所

有者の氏名（名穣）及び佳所、（3）員薮、（4）構造及び形式、（5）

大さ、（6）創建及び沿革、（7）その弛滲考となるべき事項。

（b）寳物の類については一（1〉名稽、（2〉所有者の氏名（名

稗）及び住所、（3）種類、（4）員藪、（5）品質、（6）形搬、（7）重

量、（8）作者及び簿來、（9）その飽参考となるべき事項。

　∬　批判

　今、叙上の如き登録翻度の意義及び目的に照して、斯うした

國寳毫帳の法律的記載要項を見るに、その内容甚だ不充分であ

る。そは飴りにも行政目的本位に過ぎはせ澱かと思はる、。先

づ第一にその記録目的の黙からいへば、或物件の指定理由及び

指定年月日の如き、保護法律關係の成立に關する根本的な記載

事項が敏けてゐる。指定理由の概要を略記することは、かの裁

制所に於ける判決理由の公示と等しく、輩にその指定の公正を

公けに保謹するため必要な計りでなく、更にはその指定をうく

るに至つた各國寳そのもの＞法律的経歴を録するためにもまた

必要である。
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　斯くの如きは所謂邑その他参考となるべき事項竃のうちに一括

せらるべく飴りにその意義が重大ではあるまいかと思はる＞。

　なほその他記録目的上注意すべきは唯に叙上の事項等のみな

らす、更には指定物件の輸出または移出、再輸入または再移入、

その他の所有椹移轄、現状憂更、段損、紛矢または滅失、指定

解除及びその理由、年月日等に關する法律關係の簡明な登録も、

また等しく法上の明示的記載事項たるべきことである。之等の

事項は登録の輩なる行政目的よりするも、また必要ではあるま

いか。若しまた之等の事項が登録簿上一目瞭然でない場合には

その保全の現状が公衆の前に審でないため、輩に公衆一般がそ

の實状を知り難い不利盆あるのみならす、更には之れに關する

行政活動の當否を批判すべき機會をも得難いこと、ならう。

　就中、指定の経緯、指定物件に關する所有灌關係の移動、殊

にその模爲または模造の有無等の公謹的登録事項は、指定後國

寳に關して癸生すべき法律上または事實上の紛雫を琢防せんと

する意味合からしても、また國寳壷帳の最も重要な記載要目た

るべきである。勿論、何事にっけ簡易を旨とすることは筒ぱる

べきに相違ない。が然し簡易と簡粗とを混同しては、途に法の

趣意は立‡）難い。また之れが所言翫その他参考となるべき事項1

中に含まれ得るであらう、との推側に甘んすることも好ましく

ない。蓋し参考となるべき事項たるか否かは、記録搬當者各自

の主観的判断によるものであるから、その範園は随時如何やう
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にも憂更せられ得るからである。

第五項　國寳外物件の保護

　1　國弩の源泉とその枯渇

　如何なる種類の國寳と錐も、自膿アプリオーりに國寳として

存立し得べきものではないから、常にその源泉を國寳以外の物

件に仰がざるを得諏。從つて國寳以外の物件が現在の如く、或

は無制限に輸出または移出せられ、或は何等の行政的保護乃至

監督を経ることなくして、既述の如き種々の破壌行爲に曝され

てゐる情態の下では、國寳は早晩その源泉の枯渇に遭遇するや

　　　　　　　　　　　　（1）
うな事態に立至らないであらうか。

　1）　國外ニリする買奪的▽anぬ1ismeと之れに封防する法律施設の映如とが、

國寳源泉の枯潟に導く有様を一瞥しても、如何にその事態の重大なるザを察知し

得るであらう。例へば松李直亮伯所藏の李治物語糟詞（紙本着色）』六波羅行幸の

巻1の如きは、昭和六年一月塗に國寳と指定さる㌧こと㌧なつ☆。然ろにこの糟

：巻の片割☆る色三條殿嶢打の巻1ば、殊に優れ7こ作品なろにも拘らす’、既に國外に

特ち去られて今や来國箭ストン博物館の有に錨し，てゐろ（國寳の話、藤懸國寳鑑査

官講話、第二八頁）・まテこ松本博士も慨歎せるやう斯の葛飾北齋が傑筆になろ』書

の江戸及び夜の江戸喰七十敷枚の浮世絵の如きは、江戸市中の日夜に亙る民衆生

活の種々相を彼蜀特の躍動せる筆端を以て描出し☆稀代の名品であつて、軍、に美

術的意味に於て古今に縄しテこ傑作たるのみなのす、更には當蒔の民衆生活の諸相

をも如實に物語る貴重の文献であるが、之等もまた既に瀞ストン博物館の所有に

馬し、永久我等の手には返る見込がないQ

　なほ瀞ストン美術館勝藏の豊富なる日本美術晶中、浮世糟の如きは既に四萬鮎

にも上ぼつて居ろ。此の一事のみにょつても我が浮世糟の代表的名書が如何に1移
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しく國外に散逸せるザを推知し得るであらう。しザも浮世糟美術ばわが日本が世

界に向つて誇示し得べき唯一の國民的創作美術である。斯くて將來丈部省が國寳

保存法第一條の所謂美術的模範性ま五は歴史的誰徴慣値等に關する見解を更に展

開して、浮世総美術の代美的作品をも國寳の指定の封象に選ばんとするに至つて

は、國内に逡存せろ名晶の乏しき☆め甚しく困難に昭るであらうこと、蓋し想像

すろに難くあるまい。

　殊に、既蓮の如く如何なる程度のものを以て美術の模範と解

し、または歴史的謹徴債値ありと解すべきかについては、法は何

等の客観的基準を示すものではないから、主務大臣艮び國寳保

存會各委員のその時々の主観的判断にょつて決するの外ない。

從ってその基準とする所は、時と場合により、また入の交迭に

よつて、多かれ　かれその内容に憂動あるを免れない。加之、

既述の如く美術品の憤値は決して縄封的に固定したものではな

く、時室の制限に服して絶えす憂化する所の相饗的観念に過ぎ

ない。從つて或時期に於ては美術の模範たるに値せすと思料せ

らる、物件も他の時期にあつては、却つてその美術的模範領値

が確認せらる、やうな駅態も起り得る。此の事理はまた讃古晶

の歴史的讃徴力についても、略糞同様である。故に斯くの如き

憤値観念上の愛遷に基づく、或物件の指定洩れを生することも

蓋し稀少に止どまら鍛であらう。

　或は指定物件の地理的分布の均衡を考慮するなどの事情か

ら、或地方には當然指定せらるべくして未だその實施を見るに

至ら組物件も、多歎に存在し得ること、ならう。加之元來國寳
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の指定は、既述の如きまた後述する所によって更に明かなる如

く、指定物件に關して種々の複雑なる椹義關係を生ぜしむるも

のであるから、その決定は極めて愼重なることを要する。殊に

指定物件に封しては、その維特修理の補助金及び出陳補給金等

を支給するため相當互額の経費をも要する關係から、財政上の

顧慮もあつて、國寳指定の範園が自ら狭隆の範園に制限せられ

ざるを得ない、現行國寳保存法に基く指定活動がその著しい進

防を見せ得ないのも、その大孚は斯うした財政上の顧念にあら

うと、思はれる。

　11　國習豫窟物の保護

　斯くして國寳のみの保護に汲々・として、その源泉たる國寳外

物件の保護を忘れた現行翻度は、その基調に於て重大な敏臨を

藏するものである。斯うした制度上の不備は何等かの方法に於

て、能ふ限り速かに補正せらるべきものだと思ふ。より根本的

にいへぱ既述の如きドィツ式登録嗣度を以て、指定制度に置き

代へることが望ましいに違ひないが、それは暫く別として現行

制度の飲隔に封する慮急の封策を講するには、斯のフランス法

の補充登録制度が最も好い滲考を示してゐる。印ち1913年十

二月三十一日の法律第二條第四項は、公私の建造物保護に關す

る補充登録簿の制を立て＞ゐる。此の補充登録簿の要旨とする

所は、今直ちには指定を爲すに値せざるも猶考古學上の興味よ

り観て、その保存を必要なりと思催せしむるが如き或建造物を、
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特定公簿に登録してその法保護を確立せんとするにある。此の

登録を経かつその旨の通知をうけたる當該物件の所有者は、爾

後、或豫日を置いて地方長官にその旨の屈出をなさゴる限り、

如何なる現状攣更をも該登録物件の上に加へ得ないといふ調約

をうける。

　また1921年十二月三十一日の財政法第三十三條によれば、

同法公布當時フランス國内に存在する私有動産物件にして、今

直ちには指定をなすに値せざるも歴史上または美術上特別の興

昧ありと思料せられ、從つて將來國家の集藏に加へ得べしとの

見込ある物件は、すべて之れを所定の補充登録簿上に載録すべ

きものとされてゐる。登録の上は例によつてその旨を登録物件

の所有者または占有者に通知する。然る後は、若し所有者に於

て該物件の所有灌を也に移轄せんとする場合には、豫め美術大

臣にその旨を屈出でなければならの。美術大臣はその屈出到達

の日より十五日以内に、或は該物件を國家に買上ぐる意思を蓮

告するか、または所定の手績を経て直ちに指定すべき意、思を通

告しなけれ～婁なら5Q。

　此の制度を滲酷してわが國に於ても、先づ第一に國寳以外の

重要美術品及び謹古品のうちより、特に美術上または歴史上興

昧あるものを選定し、之れを國寳豫定物登録簿に載録して、準

國寳の保護法律關係に附すべきであらう。殊にその権利移蒋、

就中その海外輸出または移出には、主務大臣の許可をうけしむ
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べきだと思ふ（許可主義）。しかも此の國寳豫定物の選定庭分に

は、國寳保存會の如き諮問機關の意見を徴するを要せすして、

專ら主務大臣の裁量庭分によらしむるが得策であらう。しかし

て國寳豫定物の灌利移轄を許可せざる場合には、後述の如く之

れを國家に買上げの庭置に出づるか、或は直ちに國寳と指定す

るか、或はその他の適宜な保全塵分を講すべきであらう。

　國寳及び國寳豫定物以外の美術品または謹古晶は、本則とし

て自由融通物とし、唯その海外i鍮出についてのみ、所要の事項

を具して關係行政鷹に届出しめ（屈出主義）、以て當該物件に封

する機宜の行政庭置を取らしむるが如きもまた一案である。

　勿論、叙上の如き謹古晶殊に美術晶の國外禁輸制度ば一見す

る所、聯か排池的國家主義の見地に偏する嫌があり、またその

輸出が國民の文化的債値を海外に顯揚する利盆の方面を見ない

との誘を免れ得のもの、如くであるが、今少しく造形美術晶（及

び謹古晶）本來の性質を省察すれぱ、さうした非難の理由なき

所以が明となる。然らばその所謂、本來の性質とは何であるか◎

曰く、そは総べての造形美術品のうちに邑作晶とその制作的環

境との一致1を必要とする性質が伏在すること之れである。帥

ちすべての藝術的作品とり分け形象美術たる建築、彫刻、給書

などは翫述の如く或國士及び民族並にそれを園続する自然的還

境等の所産でなけれぱならのから（制作上の一致）、それが翼に

自己本來の庭を得て、そ周園の色調、香氣、階音、明曙など＞
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相親和して、その逡憾なき審美的債値を登揮するは（鑑賞上の

一致）、その邑制作せられた環境のうちに1保たれてこそ始めて

可能である。故に例へぱ翫述の如き北齋が浮世檜邑豊の江戸及

び夜の江戸1の如きは、その制作の地、今の江戸、我等の都に

置いてこそ其の眞の美は登揮せられ、アメリカ束部洛海の地、

清漱徒植民の市、ボストンに置かれたのでは、可惜かの傑作をし

てその環境の不調和を卿たしむるのみ。故に美術品禁輸制度は、

寧ろ各民族の代表的作品をしてその本來の美的眞債を十二分に

曇揮せしめむことを本旨となすものであつて、軍なるシ。一ヅ

ヰニズムの登露に成るものではない。

第六項　指定の敷果

　1　概念
　指定の最も基本的な敷果は、指定物件に封して法律上旭の一

般物件が享有し得ざる特殊の権義關係を登生せしむるにあるこ

と、翫に我々の見た断である。しかもその権義關係たるや、軍

に當該物件の所有者に封する計りでなく、更には一般公衆に封

しても、その敷力の主張せらるべきものであり、從つて學者の

所謂物権的敷力を生するものである。然らばその灌義關係は、

具膿的には如何なる内容を有するものであらラか。

　今之れをその概括的な意味に於て観るならぱ指定物件の所有

者は、從來その物件上に享有してゐた灌利行使の自由に種々の
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制限をうくると共に、他面にはまた二三の特権的保護をも與へ

らる＞こと＞なる。更に國家は指定行爲の主膿として指定物件

の保管、修理または修復、現状攣更、権利設定、権利移轄その

他の庭分等に關し、極めて廣大なる監督権を取得すること、な

る。

　しからぱそれ等の事項は、更により具膿的には如何なる形を

以て現はされ得るであらうか。指定物件が國有なるか、公有、

冠寺有または私有なるかによつて、その敷果の上にも可成りの

相違があるから、勿論一般的の説明は不可能である。それ故以

下項を分つて、各場合の異同を考へつ＞能ふ限り手短かな説明

を加へたいと思ふ。

　皿　　書旨足鍾勿｛牛の超時i敷1性

　わが國寳保存法は指定國寳の超時敷性については、何等言及

する所がない。よってその問題は一般法理によつて之れを決す

るの外あるまい。いふまでもなく公物は時敷によつて溝滅する

ものでもなければ、私人の所有に鑑することもあり得ない。故

に國有及び公共團膿並に有格紳冠の財産にして所謂公物に属す

るもので、國寳の指定をうけた物件は、國法上の時敷に關する

規定から除外さる、こと勿論である。が然しそれ以外の物件、

例へば國有雑種財産中未だ公用に供せられざる物件帥ち國有私

物（domine　priv6）にして國寳の指定をうけたもの、或は公有財

産のうち私物または牧盆財産に属する物件にして國寳の指定を
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うけたるもの、或は私有財産にして國寳の指定をうけたるもの

の如きは、民法の規定に從つて取得及び沿滅時敷に罹るべき性

質のものである。

　しかしながら翻つて國寳の法律的性質を考ふるに、そは元來㌧

國家の美術上艮び歴史上の利盆のために設定せられた一種の公

共用物件である。國寳保存法第七條の國寳出陳義務、第三條の

國寳輸出または移出禁止、第四條による現駅獲更の罰約、第十

三條による肚寺有國寳物件の庭分及び澹保椹設定に封する翻約

等かは、一として斯うした國寳物件に内在する公共用財産性を

前提とせざるはない。然り、國寳保存法は翫述の如くそれ等の

規定によって、國家の美術的及び歴史的利盆のために、或新た

なる型式の財産権一公共的私有財産梅の制度を創定したので

ある。果して然らば國有・公有の私物は勿論、私入所用の財産と

錐も、一度び國寳の指定をうけた以上は爾蝕の公共用財産と等

しく、一種の公物と看倣さるべき筋合のものではあるまいか。

是を以て翫にフランス法の如きは、その國有または公有たると

或は私有たるとに關せす、あらゆる種類の指定物件に超時敷性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
の保護を附して、その保存の完壁を期せんとしてゐる。わが國寳

保存法が此の織について規定を鱗くは、國寳保護の趣意を不徹

底に終らしむる今一っの原因である。何故に超時敷性の附與が

國寳保護のために必要なるかは、一般公共用財産の超時敷的保

護の理論について併せ考ふるなら自ら明かであらうと信ずる。
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　1）　　HenrL　Eygout，op・cit，P。19・

皿　指足物件の不融通性

　指定物件たる國寳の不融通性については、國寳保存法第十三

條が唯、邑紳杜及寺院ノ所有二属スル國寳ハ之ヲ庭分シ、澹保二

供シ、叉ハ差押フノレコトヲ得ズ。但シ主務大臣ノ許可ヲ受ケ庭

分シ叉ハ捲保二供スルハ此ノ限二在ラズ1と規定してゐるに過

ぎない。勿論、國有及び公有財産の多くは公物に属するから、

それ等の物件にして國寳の指定をうけたものは、既に國有財産

法第四條の規定に基づき、之れが譲渡または公物の目的若くは

用途に反する一切の私権設定を排し得るには相違ない。然し國

有及び公有財産のすべてが、常に公物とは限ら跨こと既蓮の如

くであるから國有または公有の私物domine　priv6にして國寳

の指定をうけた物件は、如何にしてその不融通性による法の保

護をうけ得るであらうか。これに關しては僅かに國寳保存法施

行令第五條によつて、國がその所有に属する國寳を庭分し、或

は輸出または移出せんとする場合には、所管大臣に於て文部大

臣の同意を得べきものとされてゐる。公共團膿所有の當該物件

の取扱は如何にすべきであるか、全く法の規定を敏いてゐる。

　之れに反して各市民の私有財産にして國寳たるものをも、彊

ひて此の不融通的制限に服せしむるは、今日の私有財産権法理

よりすれぱ、聯か酷であらう。よつてわが國寳保存法も例へば

7ランス法の如きと等しく、原則として之れを融通物と定め、
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唯その斯有者に憂更の起つた場合、奮所有者はその櫨利移轄の

日より十四日以内に、取得者はその灌利取得の日よう十四日以

内に、所定の事項を具して文部大臣に屈出づべき旨を命じてゐ

るに過ぎ諏。

　然し斯かる國寳の所有権移轄についても、わが國寳保存法は

また一の遺脱を犯してゐる。それは私有國寳（及び國有または

公有私物たる國寳）の所有権移轄に際して、譲渡人がその物件

の國寳たる旨を譲受入に告知すべき義務を法の明文の上に規定

して、指定物件の取引關係者に不測の損害を蒙らしめ躍用意を

敏いたことである。蓋し國寳には翫述及び後述の如き種々の権

利翻約あるものであ弧また此の種の規定は國寳それ自禮の法

律關係を決濟するにも直接關係ある事項であるから、一一般民法

の規定に譲らすして、國寳保存法自らその明文に掲ぐるが姜當

である。而して斯かる告知義務に違背した取引は、勿論一般民

法の規定に從って、i暇疵ある行爲とな弧譲受人は之れを取滑

し得るの権利ありとなすべきこといふまでもない。

　なほ上に引用した國寳保存法第十三條にいふ所の色紳肚1と

は、公法人としての所謂有格冠のみを指すものであるか、或は

官國幣肚、府縣肚、郷甦及び村甦以外の格外紳祉をも包含する

ものであるか、頗る疑問である。格外紳祉も國寳に値すべき物

件を保有すること稀とせざるべく、從つて國寳保存法の根本目

的より推せば、格外肚もまた有格肚同様の規律に服せしむるを
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姜當とする。之れに反して若 し同條が法學上嚴密にいふ所の紳

冠をのみ意味するものとせば、格外紳肚の所有物にして國寳の

指定をうけたものは、之れを私人所有の國寳と同様に取扱はる

べきであらうか、疑なきを得ない。恐らく前の場合の解繹が要

當であらう。蓋し元來公法入ならざる寺院も國寳保存法の目的

上は公法人たる有格紳肚と同一律に取扱はるべきもので あるか

ら、此の場合にはその法人性の公私よりも、寧ろ紳薩または佛

寺なること自膿に重黙が置かるべきだからである。

　國寳保存法の今一の遺脱は、國寳就中その不動産物件を汚損

または段損するに至るが如き用盆権の設定を規制するため、之

れを主務大臣の許可に係らしめなかつたことである。例へば國

寳たる寺院の或建造物を例へぱ佛致日曜學校の使用に供し、或

は國寳たる紳冠の或建造物を青年訓練所の使用に供するが如き

用役穫の設定は、その一例である。こは寧ろ軍なる澹保権の設

定よりも、國寳の保存に封して遙かに甚大の影響を及ぼすもの

である。

IV指定物件の輸出奮驚は移出禁止

　わが國寳保存法はその第三條に於て、有らゆる國寳の輸出ま

たは移出を禁止した。鼓に所謂移出とは、日本國領土にして現

に國寳保存法の適用せられつ》ある地域外に、國寳物件を搬出

する行爲をいふのである。而して現在、同法は通俗に所謂内地

のみに適用せられ、蔓潜・朝鮮・樺太・南洋諸島等には未だその適
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用を見るに至ってゐないQ

　指定物件の國外輸出（または移出）禁止には、絶封主義および

相封主義なる二の異なった立法主義がある。絶封的禁輸主義と

は、一度び指定物件と定められた以上は後日如何なる事情ある

も、之れが海外輸出を禁する方針をいふ。相封的禁輸主義とは、

指定物件は本則としてその輸出を禁するも、若し輪出を希望す

るものある場合には、その者をして豫め當該行政鷹の許可をう

けしむる方針をいふ。或は輩なる屈出に止どめて、當該輸出物

件に封する適宜の行政手段をとらしむる方法をもって、然うし

た行政許可に代ゆることもまた一法である。

　わが國寳保存法は此の相封主義によること翫に同第三條但書

の示す所であり、國寳は原則としてその輸出または移出を禁止

し、例外として主務大臣の許可を得た場合のみ、之れを許すに

止どめてゐる。しかも本條はその封象たる國寳が國有または公

有たるか（尤も公物たる國寳は問題の鯨地なく禁輸物件である

が）、冠寺有たるか乃至は私有たるかによつて、之れが禁輸規定

の適用を異にしないから、その黙に於ては國寳保護の趣意上殆

ど問然する斯なきもの＞やうである。然しながら筍も愼重なる

國寳保存會の審議及び主務大臣の熟考に基き國家の至寳なりと

指定して、之れを國内に專意保存すべく決したる物件をまた再

び國外に流出せしむる機會を許すことは、果して巳國寳保存法竃

と銘打つて出た法律の、立法精紳に戻る所はないであらうか。
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此の…貼は須らく7ランス現行制度の如く、絶封的禁輸主義に改
　　　　　　　　　　（1）
むるが適當かと思はれる。

　1）」・Est乙ye，・P・ciも，P・348タE・Eyg・uち・P。鴫P・11・

　勿論、イタリーの如きもわが國同檬、その要保護物件の國外

輸出に關し相封主義の立法政策によつてゐるが、彼れと此れと

はその基本の組織に於て多いにその趣を異にするものがある。

蓋しイタリー法は既述の如くその基調に於て推定制度をとるも

のであり、しかもその推定制度は輩に私個入の所有物件につい
　　　　　　　　　　　　　　　　　O　O　Q
てのみ適用あるに過ぎ露し、また同國では後蓮の如く豫ねて古

くより國家の美術品買上制度及び所謂美術行政基金の充實して

ゐた爲め、翫に主要なる美術晶または謹古晶は殆どすべて國有

または公有に臨してゐるから、推定物件にして輸出せられ得べ

きものは、その質に於てもまたその量に於ても、わが國寳保存

法下のそれとは到底比較し難いほど微々たるものだからであ

る。しかも之れに關聯して、イタリーでは國有及び公有・寺院及

び著名なる公盆法人（勿論私法人團膿も含む）所有の美術品及び
　　　　　　　　　　　　O　O　O　O　Q
誰古品にして、歴史上。考古學上・古生物學上または美術上興昧

あるものは、特に1909年の法律第一五〇號第二條の規定をも

つて、その國外輸出を絶封に禁止してゐることが考合はさるべ

きである。

　なほわが國寳保存法第三條が、その禁輸の範園を軍に指定物

件たる國寳のみに限定して、その源泉たる國寳外物件の海外流
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出に無關心なるため、終には國寳保存の窮極目的を不徹底に絡

らしむるであらうとは、既に我々の言及した所である。

　V　國竃の出陳義務及び行政的用役椹

　國寳保存法第七條は指定の敷果として、色國寳ノ所有者ハ主務

大臣ノ命二依ヲー年内ノ期間ヲ限ツ帝室、官立叉ハ公立ノ博物

館叉ハ美術館二其ノ國寳ヲ出陳スル義務アルモノ1と規定した。

帥ち同法は國寳的指定物件に於ける一種の公用性を前提として・

美術品及び謹古晶の出陳義務を規定したのである。而して此の

出陳義務の反面解繹として、國家の側の出陳請求権が存立する。

しかも此の請求権は、指定國寳を國家の美術行政目的に供する

ための灌利であるから、謂はy一種の行政的絹釜権である。而

してそは指定行爲に基く直接の敷果として蛮生するものではあ

るが、その實膿は既に法の規定によつて豫め定めらる＞もので

あるから、一種の法定的行政用役権とも繕すべきものである。

　翫蓮の如く指定権者たる主務大臣がその軍濁意思を以て・法

定外の特殊負捲を指定物件所有者に賦課することは固よ9適法

でないが、指定権者と指定物件所有者との合意によつて、美衛

的若しくは歴史的利盆のために何等かの行政用役権を設定する

ことは、何等法の禁する所でないと思ふ。例へぱ指定物件たる

國寳を官立・公立乃至特定私立美術學校に特定期間貸與して、そ

の漱習の資料となすべきことを随時行政磨に於て請求し得べき

事項の取極、或は私有建造物に封して随時行政騰の請求する所



80 美　　術　　行　　政　　論

により、特定期問一般公衆の無料参観に公開すべき旨の取極の

如き、その欺例である。

　VI指定物件の補償

　國有物件の國寳指定に際しては、その公物たる場合はいふま

でもなく、その私物たる場合に於ても唯軍に或特定物件を美術

的または歴i吏的利盆に供用する結果を俘ふに過ぎ濾から（公用

の開始または累加）、推定物上に有する國家既存の権利に鯨り重

大な割約を加ふるに至るものではない。公有物件もまた略宝之

れに準する。之れに反して祉寺所有の物件、殊に私．へ所有の物

件に封する指定庭分は、固よりその斯有権移轄の如き重大の効

果を生する謬ではないが、一面、該物件の所有者に封しては叙

上の如き各種の権利制限を課し、他面に於て國家は新たに一個

の行政的用役権を取得するが如き敷果を生するものであるか

ら、そは一一種の部分的公用徴牧たる結果を俘ふものでなけれぱ

なら膿。かくて指定塵分に封する損矢補償の是非が問題となる。

　それについては有償主義と無償主義との二の立法主義がある。

けれども嚴格な意味に於て有償主義をとる國は、現在のところ

殆ど縄無といつて差支ない。故に例へばフランスの如く有償理

論の屡宝唱へられた國の立法も、普通の指定慮分は厘則として

無償とし、唯或私有物件の指定に際してその所有者が無條件的

に指定受諾の意思彰表示しなかつた爲め、行政騰の職権的彊制

指定を行ふ場合には之れが一一定の損失補償をなすべき旨を定め
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　　（1）
てゐる。之れに反してイタソー法は、推定庭分に關し全然之れ

が損矢を無償とするの方針をとってゐる。

　1）」。Est6▽e，・P・ci七，P．325。

　わが國もイタリー法と等しく指定庭分に無償主義の立法方針

をとつてゐるが、斯うした無償主義の方針は既述の如く國寳た

るに値すべき（或は値せざる）美術品及び謹古晶に内在する所

の肚會酌性質に鑑るなら、むしろ當然の事項といはなければな

ら濾。フランス法に見る有償規定の如きは、指定庭分を指定物

件所有者の同意にかきらしむる奮立法の遣制であつて、固よう

我存の探るべき立法主義でなかったといふまでもない。

　けれども指定庭分の敷果として生する個々の特殊な負捲に就

いてまで、無償主義の方針を貫くが如きは、個々の所有権者に

とつて稽酷である。故に國寳保存法第八條も、主務大臣の命令

によつて帝室、官立または公立の博物館もしくは美衛館に出陳

した國寳の所有者に封しては、別に命令の定むる所により、國

庫から一定の補給金を交付すべき旨を規定した。また若しその

場合、不可抗力以外の原因よりして出陳國寳の滅失または致損

したときには、それより生する通常の損害を國庫に於て補償す

べき旨の規定もある（同法第九條）。

VI1指定物件と補助金

　國家はその指定行爲によって或物件に國寳なる特殊の法的地

位を設定すれば、それによって該國寳の完全なる保存につき最
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も大なる利害關係を有するに至るものであるから、之れが保全

に要する修理等に就いてもまた特別の利害を有すること勿論で

ある。從って之れが費用の支辮についても、當然、國家は之れ

が分推に任すべきこといふまでもない。また一般公衆も、縦し

軍なる反射的敷果とはいへ、指定國寳の上に種々の受盆的持分

を有するものであるから、公衆の利盆を代表し公衆の納税によ

つて立つ所の國家は、此の意昧よりしてもまた指定物件所有者

との問に於て、斯かる維持費用を分澹すべきこと當然である。

　されぱ7ランス法の如きは既に1913年以來この維持費用の

分搬主義を認めて指定物件の維持修理また修復等につき、國家

をして之れが所要費の一部を負澹せしむる旨を定めてゐる。わ

が國に於ても國寳保存法第十四條が、色紳肚又ハ寺院其ノ所有二

属スル國寳ヲ維持スルコト能ハザノシトキハ、主務大臣國寳保存

會二諮問シ、之二封シ補助金ヲ交付スルコトヲ得。

　特二必要アルトキハ紳杜叉ハ寺院以外ノモノノ所有二属スル

國寳二付雨項ノ規定ヲ準用ス1と規定して、その分澹主義の方

針を示してゐる。

　VIII指定物件に關する各種の制裁

　叙上各項に亙る指定の敷果は、いはy一種の實膿的法律敷果

であり、從つてそれ自膿の法律敷果として、各宝法の定むる固

有内容を實現し得る機能であることいふまでもないが、若しそ

れが何等かの外部的障碍に會してその實現を得難くなり又はな
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らんとする場合には、斯かる障碍を排除して所定敷果の實現を

保謹する手段が必要となる。斯うした手段として指定物件に封

する行政監督及び指定物件に随件すべき諸般の法律規定の違背

に封する民事及び刑事制裁等が墨げられ得る。

　A．指足物件に關する行政監督

　指定物件に關する行政監督の内容は、國有物件に封すると、

公法人または肚寺所有の物件に封すると、或は私有物件に封す

るとによつて、各糞差異がある。されば一様の説明は困難であ

るが、今それ等に共通する形式を一瞥するなら、そは例へぱ指

定物件の輸出及び現状愛更等に封する行政許可の如く專ら意思

表示を内容とする行政行爲と、指定物件の保存または維持修理

の代執行若しくは彊制管理のうちに見うけらる、が如き事實行

爲との二種に大別せられ得る。而して前者は概して指定物件の

保存に關する問接的行政統制の態様をと弧後者はその直接的

行政統制の態様をとる。然し此の項の説明に最も必要な分類は

之等の形式が更により具膿的には如何なる事項に封して適用せ

らる、かの黙にある。そのうち特に重要なるもの＞みにつき、

以下項を分つてそれ等各項目に封し二三の簡軍な読明を加へて

見よう。

（勘）指定物件の現駅攣更とその同意または許可

　國寳保存法施行令第五條によれば、國がその斯有に属する國

寳の現状を獲更せんとするときは、所管大臣に於て文部大臣の
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同意を得なけれぱなら澱。また國寳保存法第四條にょれぱ、國

寳の現状を獲化せんとするには、主務大臣の許可を要する。但

しその維持修理をなすは此の限りでない。然し維持修理を行政

統舗の外に置いたことは、果して適當であつたらうか。むしろ

國寳保存上恐るべきは、斯かる維持修理に際して行はる、修復

的ヅァンダリズムである。故にイタリー法では國有、公有、寺院

有、法入所有、個入所有の軌れたるかを問はす、指定物件に封

する破壊、轄置、攣更等の庭置のみなら季、更にはその修理及

び復奮工事等をも等しく行政許可にか＞らしめて居弧7ラン

ス法もまた指定物件に封する総べての種類の修理、修復、新作

添加等を悉く行政命令または許可にか、らしめてゐる。加之、

現状墾更といひ、維持修理といふも、その限度は甚だ漢然たる

ものである。翫にその分界不明瞭な所に、維持修理なる口實を

もつて修悪の試みらる》問隙がある。よつて寧ろ佛伊の制の如

く維持修理及び轄置などをも等しく行政許可または同意に附す

ることが、國寳保護の満全を期する良策かと思はれる。

（b）指定物件の國外鍮出または移出、その他の庭分、権利設

定及びそれ等に關する行政許可等。

　縄封的禁輸主義をとる國では指定物件の禁輸規定は、專ら美

術警察及び關税警察作用によつてその違犯を豫防し、刑事制裁

にょってその犯行を庭罰するの外ないであらう。之れに反して

相封的禁輸主義をとる國に於ては、指定物件の輸出は之れに封
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する行政許可、または之れに類似する手段によつてその國外流

出を統制する制度が設けられねばなら露。わが國もまた斯うし

た制度によること既述の如くである。帥ち先づ第一に國家がそ

の所有に属する國寳（但し國有私物たるものに限る）を輸出また

は移出せんとする場合ごこは、所管大臣は文部大臣の同意を得る

ことを要する。而して文部大臣が此の同意を與へんとするに當

ては、必す國寳保存會の諮問を経なけれぱなら鳳（以上國寳保

存法施行令第五條及び第六條）。　その他の一般國寳の輸出また

は移出には、主務大臣たる丈部大臣の許可を要する。この場合

にもまたその許可の先行條件として國寳保存會への諮問が要求

されてある（同上施行令第三條及び第五條）。

　國寳の所有権移轄、その他の庭分、各種の権利設定または差

押等については、國有、公有、肚寺有、私有等各場合にょって

之れが行政監督の方法上に、多少の差異が見うけられる。國有

國寳に封する輸出または移出以外の権利移轄・その他の庭分に

ついては、叙上の如き輸出または移出の場合と全く周一の手績

が行はれ、冠寺有國寳の場合には主務大臣の許可が必要である。

而して此の許可には例の如く國寳保存會への諮問が先行條件と

なってゐる。この許可をうけざる庭分または捲保設定行爲は、

同法第十三條の規定によつて當然無敷となる。公共團膿所有の

國寳については、法は何等の明文の規定を掲げてゐないが、大．

膿肚寺有の場合に準じて扱はるべきものかと思はれる。私有國
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寳の場合には、國内に於ける権利移韓その池の塵分、各種の権

利設定、差押等いづれも任意であつて、既述の如く唯所有権移

韓の場合に於て、事後にその旨の屈出を爲せぱ足る。

（G）不良管理に勢する行政統制

　國寳保全に資せらる＞叙上各種の行政監督は、概していはy

軍なる滑極的統制手段に止まるから、若し國寳保管者に於てそ

れに違背する行爲、その他の國寳保全に危害ある行爲に出でた

場合には、更に何等か別段の積極的統制手段を講することが必

要となる。さうした目的に副ふために各國立法の通常採用する

手段としては、下の如き藪種のものが墾げ’られ得る。帥ち例へ

ぱ主務行政磨が國寳の善良なる管理を怠るものを登見した場

合、或はその保至に必要なる塵置を促し、またその下命に違背

する者には相慮の行政罰を課して之れが履行を張制し、或は國

寳の修理、復蕾、轄置、新規の加工、國寳的建造物の隣接工事

等を直接現場について監督指導するが如きは、敦れも積極的行

政統制の藪例である。更に極端な場合には主務行政露自ら叙上

の如き作業を代行し、また國寳保全のため萬止むを得鍛場合に

は、國寳物件を國家の強制管理に附して、國立または公立美術

館もしくは博物館をして之れを代管せしむることをも得べきで

あらう。斯かる庭置は、行政磨が國寳保存について講じ得る最

も彊力な直接統制作馬の歎例である。

　之等の黙に關する我が國寳保存法規の施設は、遺憾ながら甚
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だ不整備である。唯肚寺所有國寳の管理不良にしてその滅失ま

たは致損の虞あるとき、文部大臣がその管理方法を指示し得る

こと（同法施行規則第二十四條）、及び國寳保存法第十四條の規

定によつて補助金の交付をうけた國寳の維持修理について、文

部大臣が必要の監督権を行使し得べきこと（同施行令第三條）の

規定あるにすぎ阻。而して此の法第十四條の権限は、同法施行

令第三條第二項の規定によつて、現在、各地方長官に委任せら

れてある。然しながらそれが如何なる内容をもち得べきかにつ

いては、法令は何等詳細の規定を示さない。殊に國有國寳にし

て文部省外の所管に属する物件の管理不良を套見した場合に、

文部大臣は該行政磨の管理方法に關し如何なる積極的統制手段

を講じ得べきであるか、また補助金の交付をうけざる公有・肚寺

有または私有國寳に封しては、如何なる庭置に出で得べきであ

るかも、全く疑問である。之等の事項は決して關係行政鵬の輩

なる條理に委せらるべきものでなく、一般行政法理によつても

決し難い性質の問題である。その詳細なる明文上の規定は菅に

猫り行政磨に封してのみならす、更には國寳所有者また占有者

の利盆iのためにもまた必要である。

　B．民事的及び珊事的制裁

　以上の外指定庭分の法的敷果を確保する手段として、例へば

國寳破壊に由る行政用役権の侵害に封して損害賠償請求権を行

使するが如き民事制裁、或は輸出禁止規定に違背して國寳を國
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外に搬出しまたはせしめたる者を庭罰するが如き刑事制裁等が・

その一例として纂げられ得る。然しそれ等は一般民事法學及び

刑法學の取扱ふべき範園に属するから、弦には唯その國寳保全

の一制裁手段として、之れを例示するに止めて置きたい。

第三款　保護作用と行政救濟

　指定美術晶及び謹古品に關する國家の保護作用は、指定物件

所有者に封する利盆の一面あると共に、他面に於てはまた既述

の如き種々の灌利翻限を俘ふものである。故に斯かる保護作用

は、常に公正と適法とを期すべく愼重に施爲せらる＞こといふ

までもない。が然しその作用の衝に當たる者は、錯誤と過失多

い人の行爲である。されぱ：往々にして斯かる保護制度の蓮用に

當ってその誤なきを期し難く、從つて保護物件所有者の利盆を

不當または不法に侵すことなきをも期し難い。是れ此の種行政

作用に封する法的救濟手段の必な要所以である。

　斯かる救濟制度の整否は、勿論、各國民の椛義意識の深淺に

よつて自ら相違があらう。いま試みに日佛爾國の關係法規を比

較しても、彼我の問に然うした意識の上に大きな差異あること

が見出され得る。帥ち例へぱフランスに於ては既に毯指定行爲

そのもの1に封してすら、或は越権行爲eXC邑s　de　pOUVO独を理

由として、詳言せぱ主務行政磨の椹限及び作用の形式等に關す

る法規の蓮背、或は當該物件所有者の同意に法律上の蝦疵ある



第三章　美術行政の封象 89

にも拘らすそれを基調として行はれたる指定庭分、或は法定諮

問機關の議決の省脱の如き不法問題を理由として、或は或物件

の指定庭分が美術的または歴史的興味の上から是認せられ難い

やうな椹限濫用問題を理由として、行政訴訟による攻撃が試み

られ得る。然るにわが國寳保存法は、之れに相懸する何等の救

濟手段も認めてゐない。

　次に巳指定解除の庭分1も、解除物件の美術的または謹古的債

値を低下せしむるものであるから、該物件所有者にとつては、

　なからざる精紳的及び物質的損矢を與ふるに至るべき行爲で

ある。故に之れに封してもまた指定庭分同様、その蓮法または

不當の庭分を理由とする行政訴願または訴訟救濟手段が認めら

れて然かるべきである。されば7ランス法では此の指定解除の

庭分に封しても、不法または不當指定庭分に封るると略よ同様

　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
の理由に基く行政訴訟の救濟手段を認めてゐる。然るにわが國

寳保存法は、此の黙についてもまた何等の救濟手段を認めない。

聯か　テ政自勺ぢ蜀裁に過ぐる嫌はないカ）と、思、はれる。

　1）よ：Est6▽e，・p，ciちP群373－3743H・：Eygou七，・p・cit，P・15・

　指定または指定解除に關する官報の公告を錬：いた場合には如

何なる救濟が與へられ得るか。恐らく行政行爲一般の法理に從

って、その指定または指定解除の敷果を第三に封抗し得ざるこ

と＞なるに過ぎ臓であらう。指定または指定解除に關して當該

物件の所有者にその旨の通知を敏如した場合には、如何なる救
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濟が與へられ得るか。指定及び指定解除行爲は、元來、受領を

要する行爲であるから、之れが通知を敏く場合にはその指定ま

たは指定解除は當然、無敷と解するの外ない。それ以外に適宜

の救濟はあり得なく思はれる。

　また不法の指定または指定解除に基いて爲された行政行爲に

由つて何等かの損矢を蒙るに至つた當事者には、また之れが補

償の請求権を認むるを至當とする。然るににわが國寳保存法は・

之れについてもまた依然その沈黙を守つてゐる。

　指定物件の保護作用に關聯してわが國寳保存法の認むる行政

救濟方法は、唯僅かに同法第七條による主務大臣の國寳出陳命

令に封する行政訴願と、同條に基く出陳物件の滅矢または致損

に關して、之れが補償額の雫を通常裁判所に提起し得る民事訴

訟とに限られてゐる。しかもそれ等と同様の重要性あるもの例

へば同法第三條による國寳輸出または移出許可の拒否、第四條

にょる現状憂更許可の拒否、同第十三條にょる國寳の庭分また

は澹保権設定許可の拒否等については、何等の救濟手段をも認

めない。斯くの如きは後蓮昭和六年四月法律第三六號國立公園

法が、叙上の諸黙に封懸する事項につき殆ど問然する所ない救

濟手段を設けてゐるに封比して、飴りに甚しい行政救濟上の不

均衝を示すものではある。

第二節　　自然美の保護及び開襲
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　1　自然美の保護及び開護と美術行政

　あらゆる藝術の元は自然の美に起こる。自然に秘められた美

の登見と鑑賞にょつて、我々の眞の美的情緒が畳醒する。自然

と入生との情緒的交渉を措いて、人間の藝術活動はあり得ない。

各民族の藝術的特質が、それを園饒する自然の姿様に強く規制

せらる、ことを観ても、またその邊の事情は自ら明かとなるで

あらう。故に或民族の藝術殊にその造形美術がその民族の美的

容姿であるとすれぱ、それを取巻く自然は當に彼等が美的心意

の象徴である。されぱ斯かる入爲的造形美の保護乃至奨働は、

更に湖つてその泉源たる自然美の保護及び開登施設をも完備す

るに非ざれぱ、到底その徹底を期し難いであらう。

　なほ市民一般の情操的及び膿育的訓練に資する自然美の寄與

もまた甚大である。故に之れが保護及び開登は、國民敏育の見

地よりも、また當然に要請せらるべき理由をもつ。その他自然

美の保護及び開登とツーリスト・インダストリーとの關係等に

っいては、既に緒言に於て相當詳細に述ぷる所があつたから、

鼓に再び繰返す必要を見ない。

　∬　自然美の破壌と保全行政

　美術晶及び謹古品に封して既述の如き種々のv訟d勘1ismeが

加へらる》と等しく、自然美に封してもまた様々の破壊行爲が

加へらる》。而して之等の破壊行爲も、既述美術晶のそれにつ

いて試みたると等しく、之れを種々の因子に分類し得るのであ
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るが、就中その最も顯著なるは美的考慮に無頓着な唯利的機械

文明の登達が、自然美に封する計書的または結果的破壊を招き

つ＞あること“leva，nda五smeindustri飢iste”である。鑛業、坑

業、水力登電施設等による自然美の損傷はいはすもがな、比較

的無難と思はる＞陸上交通設備または商業施設の如きものす

ら、相當大なる之れが損傷の原因をなしてゐる。

　例へば斯の萬葉の歌人が、邑くさまくら　旋の憂を　なぐさも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
ることもあらむと筑波嶺に登りて見れぱ尾花散る志
づヨく　　　　　　　　　　　　　　　　　にひぱり　　とぱ　 あふみ

筑の田井に　雁がねも　寒く來鳴きの　新治の　騰波の淡海も

秋風に　自浪立ち組　筑波嶺の　よけくを見れぱ　長きけに

思ひ積み來し　憂はやみ朗と印象麗しくうたひ出でた斯の筑

波山も、今は現代機械文明の登山施設、鋼索鐵道のため、二條の

無葱な疵線をその山面に負はされて居り、その地一帯に於ける

古來の景致もいたく害はれてゐる。また日本三景で名に負ふ嚴

島の如きも、また斯うした受難に遭つてゐる。その他類例は勝へ

て藪ふべからざるものがある。斯かる登山方法の機械化は、全

く通俗の詞通う美人の頬に燵饅の戚を畳へしむること切なもの

がある。しかも然うした自然美破壊の窮極原因は、決して斯か

る企業の経瞥者または斯かるチープな登山施設を喜ぷ一般公衆

にあるのでもなくて、寧ろ斯かる企業の認可権者たる主務行政

磨そのものにあること、今更読くまでもあるまい。

　尤も涯蒔ながら・この種v鋤d浦smeの害悪に漸やく氣づい
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た内務省が去る昭和三年三月二二十三日曇理第一二號巳鋼索鐵道

等敷設二關スル件依命通牒思にょって、將來この種施設の願出は

特別の事情あるもの＞外容易に詮議せすとの方針を確立したこ

とは、わが自然美保護行政上一の慶賀すべき進歩であったとい

つて好い。故に埜でもまた、斯の美術品の場合に於て然るが如

く、自然美破壊行爲そのものが却つてその保護立法乃至行政の

進歩を促すといふパラドキシカルな要因をなしてゐる。

　更に藪ふべき自然美破壊の療因は、アメソカ式廣告戦術の極

端なる登達と共に、往々にして醜怪劣悪と、懸はる》が如き廣告

塔または廣告板等の林立である。一度にてもアメリヵ内地を族

行した者は、Heinz錐詰會融の57なる山上廣告のために、その

藪字以外は全山悉く禿山化せられてゐるのを到る所に見るであ

らう。わが國に於ては未だそれ程の極端な事例はないにしても、

それに彷彿たるものは必すしも稀でない。

　その他、近年博物學・古生物學・考古學及び實謹史學の著しい

曇達とそれに俘ふ樹草・、鳥獣・鑛物・先史逡蹟等々の探集または

蛮掘のために、自然美の蒙る被害もまた決して微小に止どまら

露（1e　v蹴d我1isme　collectionneur）。故に此の種作業は從來の如く

軍にその學問的封象物の保存目的よりのみでなく、更には自然

美保全の見地よりも十分の行政統制を加へらるべきであると信

する。

　明治維新當時に於ける破壊精神及び革命時特有の排美的功利
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主義が、例へぱ斯の海曇寺の紅葉斬りの如き非行を行ひ、或は國

中諸所の著名なる松並木を切り倒しπるが如く、杜會革命が自

然美の損傷に及ぼす影響もまた相當大なるものがある（le　v舩一

dalisme　revolutionn勘ire）。その他、登山スポーツの近時に於ける

普及と自然美の保全に無理解な登山者の攣行によつて蒙る自然

の被害も、決して過少に見積られてはなら露（1e　v鋤dalisme

asceBsionniste）。

　美術行政の一部門たる自然美行政が、之等各種の破壊行爲に

封庭すべき方針としては、先づ美的考慮なくして實利をのみ目

途する商工業、美的観念なしに行はる、諸般の學究的作業、登

山スポーツ等に封して、それより生すべき自然美の損壊を先づ

その未然に豫防するを第一義とすべきである。

　然しながら自然美行政の任務は、唯輩に有るが儘の自然美を

その現状に保持せんとすることのみならす、更にはその開套を

努むることにも見出さるべきである。蓋し自然美保護の目的は、

輩に自然の現状維持をなすことそれ自禮に存するのではなく

て、之れを人類一般の鑑賞に供せんがためであり、從ってその

鑑賞に必要なる諸般の施設が必要となるからである。此の黙に

於てわが自然美保存法たる史蹟名勝天然記念物保存法と國立公

園法とは、甚だ興昧ある劉照をなすものである。帥ち前者は自

然美の所謂絶封的保全を任務とするに反して、後者は常に必す

しも自然の現状保持を任務とせす、寧ろ國民乃至人類一般に封
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し自然美鑑賞の利便を提供するため、所要の人爲的開登を行ふ

ことをも期するものである。勿論それ等爾法の究極に目途する

所は、共に軌れも市民乃至入類一般をして自然美への接鯛によ

う彼等の精紳及び身禮の健全なる登達を途げしめむとするにあ

る。故に前者は專ら市民の情操敏育に資するを本旨とし、之れ

に反して後者は猶それ以外に市民一般の肉膿的保健にも寄與す

ぺきものと倣して、爾者の間に何等か本質的の匿別あるかに思

惟するは妥當でない。

　その目的は爾者共通である。相違する所は、唯その方法の上

にあるのみ。帥ち前者は斯うした目的を達成するに專ら自然美

の絶封保存の方法により、後者はその相封的保存と積極的開登

の方法による、といふ意味に於てのみ爾者の’匿別が見出さる、

に過ぎ濾。

　因みに述ぶれば史蹟名勝天然記念物保存法は、國内の随所に

その適用の封象を置き得るに反して、國立公園法は後述の如く

その封象の地理的分布の均衡を顧慮するため、前者に比較して

遙かにその適用地域に強い制限を蒙る。弦にも猶幾らかの匠別

すべき黙が見うけられ、かつ之等爾法が併び存して互にその特

異なる性能を登揮しつ、、相補足し合ふ法制上の機能がある。

　皿　自然美行政の限界

　自然美行政は如何なる封象を有すべきであるか、之れが次に

考へらるべき問題であらう。一概に自然美といふも、決して或
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一國全膿がその天然に備ふる景致をいふに非ざること勿論であ

る。寧ろそは國内の或特定地方ますこは地域にして、特にその美

をもつて樽せられ、或はその雄大の偉観をもつて嘆賞せられ、

或はその著名なる史實をもつて認められ、或は自然科學的現象

の珍奇をもつで知らる、もの》如きをのみ意昧するに過ぎな

い。その選定の範園は勿論國によつて多少の出入なきを得ない

が例へばフランス法では之れに景地（un　p町騙ge）、名勝（m　si七e，

i£。une　p・rti（）ndep乱ys挑ge　dヲun　aspecもparticuliらrement

int6reSS泓pt）、及び天然記念物（un　monumen七na七urel）の三種目

を選び、わが國でもまた之れと大同小異で既述の如く史鐘、名

勝、天然地念物、及び國立公園の四種目を選んでゐる

　鼓に所謂史蹟とは歴史上著名な行爲また事象に關係ある土地

及びまたは地上物件をいひ、名勝とは美的債値を有する自然的

地物または人爲的地上建造物等をいふ。天然記念物とは自然科

學的憤値を有する土地または地上物件をいふのである。第一の

ものは殆どすべて人爲的現象に關聯し、第二のものは時に例へ

ぱかの岩國錦帯橋の如く人爲的現象としての美を含むこと稀と

しないが、それ等は殆ど自然と密着して直ちに自然美の一構素

をなすが常である。第三のものはその自然科學的憤値と共に、

地質・動植物・氣象等の自然物または自然現象の現はす珍奇、怪

異、雄大、幽玄、肚嚴、典雅、細緻、繊麗等歎々の美的構素を有する

意昧に於て、之れを自然美たる統一概念に綜合せられ得る。
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　IV　自然美保全制度の機構

　自然美の保護及び開登に關する制度が具膿的には如何なる機

構を以て蓮用さる》か、それに關する理論の方面は既述の如き

美術品保護翻度のそれにょつて、略宝之れを推知するに難くな

い。よつて鼓にはその重復を避くるため、唯本節當面の問題を

取扱ふに必要な事項についてのみ、之れが説明をなすに止どめ

たい。しかも自然美保全制度はその蓮用も比較的簡易であり、

また學問上特に困難な問題も俘はのから、外國に於ける關係立

法との比較も能ふ限り之れを省いて、專らわが現行法規の読明

にのみ我々の注意を集めたいと思ふ。

　A指定手績
（励）指定物件　わが國の自然美保護及び開登に關する法規と

しては、既に一言したる如く大正八年法律第四四號、史蹟名勝

天然記念物保存法及び昭和六年法律第三六號、國立公園法があ

る。しかも之等爾法規は敦れも既蓮の如くわが國全膿の自然美

の保護及び開登に適用あるものではなくて、唯或特定地織また

は地域を限つて之れが規制の下に置かんとするものである。從

つて之等法規の適用は、常にその適用の限界づけを前提しなけ

れぱならの。而して然うした限界づけの方法は、美術晶及び謹

古晶の場合と等しく、例の指定制度が定められてゐる。指定制

度の意義、性質、目的等については既に之れを述べた。よつて鼓

には本節に固有な指定行爲の饗象たる史蹟、名勝…、天然記念物、
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および國立公園に特殊なる事項をのみ説明するに止どめよう。

然らぱ如何にして之等の封象は特定せられ得るか、それが次に

考へらるべき問題となる。

（b）指定の基準　先づ第一に追及せらるべき問題はその特定

方法帥ち指定の基準如何の鮎である。既に屡宝述べたるが如く

如何なる事物についても、その債値を絶封的に規定し得るやう

な基準はあり得ない。蓋し所謂憤値それからが、自腱客観的に

不動のものではなくて、人が或事物の妥當性を判定するために

豫定した主観的基準または規範に過ぎのからである。故に法は

鼓でもまた、斯の美術品及び謹古晶の場合に於けると等しく、

何をもつて史蹟の歴史的債値としまたは名勝の自然美的憤値と

すべきかにつき、何等の抽象的普遍的基準を示すことなく、そ

の判断は之れを特定行政機關の自由なる解繹に委ねてゐる。

　然しながら史蹟、名勝、天然記念物、國立公園等に關する選

定標準は、既蓮美術晶または謹古晶に關するそれよりも、遙か

に具禮性を有し得る。蓋しそれ等の翼象物が本來公開的性質の

ものでゐつて、絶えす公衆一般の美的または史的評債をうけつ

、あること、殊に天然記念物の如きは現代自然科學の實謹的理

論と實験とによつて、容易に規定せられ得ることにその理由が

あらう。よつて主務官磨も史蹟名勝天然記念物については其の

保存要目として、大要次の如きものを示し得たのである。とは

いへ其の全部を亘細に亙つて鼓に列記するが如きは、輩に法條
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の轄載に絡るまでのことであつて無意味である。されぱ弦には

唯その大膿の特徴をのみ概観するに止どめなければなら漁。

　史蹟にして保存を要すと認めらる、ものとしては例へぱ、

（1）皇室に關する遺蹟、（2）祭祀・宗敷に關する逡蹟・古墳・墓・碑

等、（3）政治及び軍事・致育及び學藝拉に冠會事業に關する遺蹟、

（4）産業・交通・土木等に關する逡蹟、（5）入類學及び考古學上に

重要なる遺蹟、（6）由緒ある善宅・苑池・井泉・樹石等・外國及び外

國人等に關係ある重要遺蹟その他重要の傳読地の如きが、それ

である。

　名勝にして保存を要すと認めらる、ものとしては例へぱ、

（1）人爲的景致としては著名なる公園・庭園・橋梁・堤防・築堤等、

（2〉動植物關係のものとしては花樹・花草・紅葉・鳥獣・魚鐙等の

名所、（3）自然的景致としては著名なる奇岩・峡谷・急流・深淵・爆

布・湖沼・浮島・松林ある砂丘・砂騰・海岸・島喚。美景眺望の地黙、

虹に特色ある山岳・丘陵・高原・季原・河川・温泉等の如きが、それ

である。

　天然記念物にして保存を要すと認めらる》ものは、個別的保

護物件と綜括的保護匿域との二種に大別せられ、前者には動植

物學上日本または東亜特有のもの、日本に於て漸衰の傾にある

もの、著名なる動植物の蕃殖・渡來・登生の地、蚊に地質學及び

鑛物學上興味あるもの、例へば火山岩の種々なる構造、地層の

招曲、洞穴、地履の整合及び不整合、断層裂罐、陥落、温泉、
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湧泉、風化、泥火山、隆起海岸、岩石友び鑛物の露出、鑛物賦

存の状態、鑛物の成因を示せる状態等の如きものがある。綜括

的保護匿域とは叙上列記の事物にしてその保護を要するものが

極めて豊富に登見せ略る》代表的の一地域をいふ。

　なほ大正九年六月内務省告示第五十一號によれば史蹟名勝天

然記念物保存法第一條による指定は、第一類として國家的のも

の第二類として地方的のもの、二種に分たれるから、此の部類

分けもまた一の指定基準として墨げられなければなるまい。

　次に國立公園は現に内務省當局の定言せる如く、自然の大風

景地を保護及び開登して、國民一般の保健・休養及び敏化に供す

　　　　　　　　　　　　　（1）
るための國螢的公園施設であるから、之れが指定基準もまた此

の基本目的によつて、その具禮的内容が規定さる＞こと＞なる。

而して國立公園法公布後聞もなく開かれた國立公園調査會特別

委員會が、その愼重なる審議の結果決定した所のものによれぱ、

國立公園指定の基準としては、概ね次の如きものが示され得る。

　1）　内務省保健課長伊藤武彦馬稿、國立公園七月號四十頁。

　即ち國立公園指定の基準としては、基本的必要條件及び副次

的條件の二大條件がある。必要條件として示す所によれぱ・國

立公園はわが國の自然美を象徴するに足る大風景たること・詳

言せぱ一面、國民全般の威興をつなぎ得て探勝者に封しては日

常膿験し難い威激と情操とを起さしむる如き偉大な風景たると

共に、他面には國外に封しても観光的魅力を有する程度のもの
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でなければなら濾。之れを更に具膿的に公式化していふならば

（1〉同一形式の風景を代表して傑出せること、（2）自然的風景に

してその匿域廣大なること、（3）地形地貌が雄大なるか或は風景

が墾化に富みて美なることを條件とする。

　副次的條件として示す所によれぱ、自然的素質が保健的にし

て多藪人の利用に適すること、詳言すれぱ（1）塞氣・日光・氣候・

土地及び水等の自然的素質が保健的にして、多数人の登山・探

勝・散策・釣魚・温泉浴・野螢宿泊等の利用に適すること、（2）紳融

佛閣等・史蹟・天然記念物・自然現象上の漱化材料に富めること、

（3）土地所有關係が公園設置に便宜なること、（4）位置が公衆の

利用に便宜なること、（5）水力電氣・農業・林業・牧畜・水産・鑛業

等の各種産業と風致との犠鯛少なきことなどが例示されてゐ

る。

（c）普通指定、特別指定及び假指定　叙上の如き基準によつ

て主務官廉の行ふ指定庭分には、普通指定庭分と、普通指定庭

分の封象中に或特別地域また物件を劃して指定する特別指定庭

分と、斯かる本指定を待ち得ざる特殊理由の存する場合に、暫

定的に或物件の指定をなす假指定との匠別がある。國立公園法

第八條に巳主務大臣ハ國立公園ノ風致維持ノ爲國立公園計書二

基キ其ノ匿域内二特溺地域ヲ指定スルコトヲ得1とあるが如き

は、特別指定の一例である。特別地域の指定割度を設けた理由

は、蓋し國立公園の特殊風致を保全するため、當該匠域内に於
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ける後述の如き或特定行爲を禁制せんとするにある。その意味

は既に上掲第八條第二項の規定に現はれてゐる。史蹟名勝天然

記念物保存法第四條も、また略よ同趣旨の規定を設けてゐる。

　國立公園法は然らざるも、史蹟名勝天然記念物保存法は地方

長官に依る假指定の制度を認めてゐる。之れを設くる立法上の

理由にっいては既にこれを述べた。國立公園法に假指定を認め

なかった理由は、何庭に存するのであらうか。若し財政上の關

係より直ちに本指定の行ひ難く、しかも有力なる候補地が諸種

の輸n面lismeに曝されつ》ある場合に、之れが假指定を施し

てその破壊を防．止するが如きは極めて妥當な庭置ではあるまい

か。之れに關する規定を省いた立法理由が疑はしい。

（d）指定準備調査　史蹟名勝天然記念物保存法及び國立公園

法は、指定候補物件の準備調査に必要なる諸般の権限を規定し

て、當該行政機關が準簾調査に方つて適法に爲し得る作用の範

團を明かにした。帥ち前者によれば當該官吏は、指定準備調査

のため必要な限度に於て、その豫定地または隣接地に立入弧

土地の登掘、障碍物の撤去その他調査に必要な行爲をなすこと

ができる。國立公園法第十一條また略宝同様の規定を設けてゐ

る。なほ之等の實地調査の規定は輩に指定準備の泥めのみなら

す、更には指定後に於ける種々の調査にも等しく適用せられ得

ることを附言して置かなけれぱなら濾。

偽）指定と諮問　史蹟名勝天然記念物の本指定ますこは假指定
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は、專ら主務大臣または地方長官の裁量塵分に委ねられ、その

先行條件として或職能的合議機關への諮問を要しない。之れに

反して國立公園の指定には、その先行條件として必す國立公園

委員會への諮問を経なけれぱなら組。手綾上の性質及び債値を

等しくする二つの指定手績の問に、斯かる差別を設くることは

立法上甚だ不公季であ弧かつ不統一である。國立公園委員會

の構成・椹限及び作用等は、既述國寳保存委員會のそれ等と大同

小異である。

（f）指定の通知及び告示　之等については既述美術晶及び謹

古晶の手績と、特に異なる所あるを見出し得ないから、その読

明は之れを省くの外ない。

（9）指定解除及び指定匿域の墾更　史蹟名天然記念物保存法

施行規則第一條は、同保存法に基く指定物件が後日蒙り得べき

事態の攣化を顧慮して、指定解除を爲し得べきことを豫定して

その手綾を規定した。國立公園法施行規則第一條及び第十六條

等も、また略三同様の規定を設けてゐる。尤も同施行規則は指

定解除といはす、指定匿域の攣更といつてゐるが、そは奮地域

の指定解除と新地域の指定とを包括したものと解すべきであら

うから、結果に於ては弦でもまた等しく指定解除が認めらる＞

ものと見て差支ない。指定匿域の攣更なる用語法は勿論便利で

あるに相違ない。然し或翫存の指定地域が國立公園として不適

當なる事態の登生ぜることは明かなるも、それに代はるべき地
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域を敏く場合には、その解除庭分を認めざるかの如き意味を件

ひ易いから、寧ろ指定解除云かと用語して誤解を避け、かつ法

律術語の統一を期すべきであつたと思ふ。

　B。指窟の敷果

　本節に於ける指定の法律敷果の一般理論は、前節美術晶及び

鐙古晶のそれに鑑きてゐる。よつて鼓には唯自然美保護行政上

の指定敷果のみに特殊なものにつき、以下項を分つて二三の簡

軍な説明を加へよう。

（乱）指定地’匿まナεは地物の保存及び管理　主務大臣は指定地

匿または地物たる史蹟、名勝、天然記念物を自ら保存乃至管理

し得べき灌限を有すること勿論であるが、亦或場合には地方公

共團禮をして之れを管理せしむることも出來る。次に國立公園
　　　　　　（1）
計書及び同事業は共に主務大臣が、國立公園委員會の意見を徴

して、自ら之れを決定し及びその執行の任に當たるべきもので

あるが、國立公園事業の執行のみは、或は地方公共團膿をして、

或はその他の者にして主務大臣の特許をうけたる者をして、そ

の事業の一部を執行せしむることができる。但し斯かる事業の

被特許者は、主務大臣の指定する期間内に該特許事業に着手し

及び竣功し、かつ之れが公の供用を開始すべき義務を負ふもの

である。

　1）本丈に所謂國立公園計審とは、國立公園の保護ま☆ば利用に關する統制及

び施設の誹書をいひ、國立公園事業とは同計蜜に基いて執行する事業にして道路、

廣場、1苑池、蓮動場、宿舎その他命令を以て指定すろ施設に關するものをいふ。
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（b）各種の行政統割権　史蹟、名勝、天然記念物及び國立公

園等の設定、保存及び開登等についても、關係法規は頗る廣大

な行政統制椹を規定してゐる。然しその全部を弦に網羅するこ

とは到底不可能であるから、唯輩にそのうち特に重要なものの

みを例示するなら、例へば文部大臣は史蹟、名勝、天然記念物

の保存に關して必要ありと認むる場合には、特に地域を定めで

一定の行爲を禁止し若くは制限し、または所要の施設を命する

ことができる。之等の指定物件に關してその現状を獲更しまた

はその保全に影響ある行爲を爲さんとする者は、豫め地方長官

の許可または（もしその者が行政磨ならぱ〉承認を得なけれぱな

らの。但し地方長官が之等の許可または承認を與ふるには、宮

内大臣及び文部大臣の認可を経る必要がある。また同法第二條

の規定によつて之等指定地雇内で古墳を曇掘せんとする場合に

は、當該吏員は地方長官を経由し、丈部大臣の認可をうけなけ

ればならの。尤も文部大臣は此の認可を與ふるに際して、必す

宮内大臣と協議を途げなけれぱならぬこと、なつてゐる。

　國立公園の設定に關する最大の行政統制梅は、國立公園特許

事業の途行に關する監督権である。その最も顯著なる事例とし

ては、國立公園法施行令第十條が法令若くは之れに基いて爲さ

れた庭分または特許、許可もしくは認可に附したる條件に蓮反

し、その他公盆を害する行爲に出でた被特許事業者に封し、そ

の制裁として主務大臣がその特許の全部または一部を取滑し得
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るが如きその一例である。或は主務大臣が國立公園事業につき、

或は自ら事業の状況に關し検査をなし、或は之れが報告をなさ

しめ、その他監督上必要なる事項を命じ得るが如き、またその

一例である。或は被特許事業者に封しその特許事業の全部また

は一部の磨止を許可する権限を有するが如きも、その一例とし

學げられよう。

　國立公園の保護及び利用等に關する主務大臣の行政統制権と

しては、例へば國立公園特別地域内に工作物の新築、改築また

は増築、水面の埋立または干拓、鑛物の試掘、砂鑛の採取また

は土石の探掘、木竹の伐探、廣告物、看板その他之れに關する

物件の設置等の行爲をなさんとする者に封し、之れが許可椎を

保有するが如き、或は國立公園の保護または利用に必要と認め

た場合、その匿域に於ける一定の行爲を禁北若くは制限し、ま

たはその他の必要な措置をとるが如きそれである。

（c）指定物上の権利制限とその補償　自然美の保護及び開登

を目的とする指定塵分も、翫蓮美術晶等のそれと等しく、指定

物件の上に自鹸一般財産の負捲せざる特殊の負罐師ち一種の公

用負携を負はしめ、その所有者または占有者の権利に封する制

限もまた決して輕少には止どまら濾。然しわが國法は、鼓でも

また無償主義の方針を操つて、指定庭分には何等の補償を認め

なかつた。然らぱその立法理由如何。

色すべての建造物には各よ二の事物あり。曰くその用及びその
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美之れなり。而してその用は所有者に属し、その美は萬入に所

屡す。よつて各個人の濫に之れを壊っはその椹利を喩越するも

のた碗とは、ヅヰクPン・ユー一ゴーが1831年Deux皿ondes

の誌上（三月號）で、當時破壊精紳に燃え狂つた似而非革命者流

の無意義な美術破壊に投じた一箇の警告的抗議であつた。然リ

ユーゴーの言葉の如くすべての人爲的建造物、更には自然美的

地上物件のうちには、常にその所有権者の用盆的特分と一般公

衆の鑑賞的持分が並び存在すとの法理は、我が現行自然美行政

法たる史蹟名勝天然記念物保存法及び國立公園法もまた等しく

豫定せる一根本規範でなければなら濾。殊に私有財産権に於け

る公用的側面の登見乃至確認が、法律生活の普遍的規範現象と

なつてゐる現代に於ては猶更である。斯くて然らば叙上の如き

指定庭分も、結局は斯かる根本規範に基く此の種鑑賞的持分の

形式的宣言行爲を出で鍛ものであって、何等新たなる権利の制

限または負捲を意味しないとも理解せられ得る。果して然らぱ

その無補償は、寧ろ當然の事項といはけなればなら濾。

　之れに反して既述の如き指定準備調査または前掲（a）に述べ

たるが如く指定後に至つて史鎖名勝天然記念物及び國立公園等

の保存または管理のために施爲する諸般の行爲にょつて、市民

の財産権に課せられた特殊の負罐についてまでも、無補償の原

則を押すは稽酷である。故に此の場合にはそれより通常生すべ

き損失に限弧國家が之れを補償すべき旨の規定を見る。
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　V　自然美の保護及び開護作用と行政救濟

　現行史蹟名勝天然記念保存法が、同法に基く指定物件の保護

または管理についてなす一切の行政作用に封して、何等の雫訟

的匡救手段をも認めす、すべてを行政磨の絡局的專決に附して

ゐるのは、如何にも時代錯誤な立法である。之れに反して國立

公園法は同法に基く諸般の行政作用に封し、殆ど完全に近いと

すら思はる＞孚訟的匡救手段を定めてゐる。帥ち同法第十三條

によれば同法豪たは同法に基いて登する命令に規定した事項に

つき、行政官臨のとつた庭分に不服あるものは、行政訴願の形

式をもつてその愛當性乃至適法性を雫ふことができる。また以

上と同様の事項について行政官磨のなした違法塵分のため・そ

の権利を殿損せられたと思料する者は、行政裁判所に出訴して

その適法性を孚ひ得る（同法第十四條〉。但し同法によつて行政

訴訟を起こし得る場合には、主務大臣に封する行政訴願の途は

排除される。故に大は指定行爲より小は實地調査のために行は

れた各個の行政庭分に至るまで、殆ど普ねくその匡救の途が開

かれてある。尤も法第十三條及び第十四條に所謂邑行政官磨1と

は國家機關としての官臨に限るから、若し字義通り嚴格に解す

るならぱ、地方公共團禮による叙上と岡種の作用については、

如何なる行政救濟も認められ得沿もの、如くに思はれる。果し

て然らば例へぱ法第四條に基く公共團膿の國立公園事業執行作

用、或は同第六條に基いて公共團膿に委任せられた國立公園施
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設の管理作用の如きについては、如何なる行政救濟も許されぬ

ものと解するの外あるまい。然る芝きは全く同一の作用が國家

によつて行はる＞ときには、それに封する行政雫訟的匡救手段

が認めらる》に反して、地方公共團禮への委任によつて行はる

、場合には、之れに相鷹する行政孚訟的匡救手段なく、一切の

救濟を逓常裁判所の民事訴訟に訴ふるの外ないやうな、至極不

均衡の結果に到達せざるを得ない。故にその所謂行政官磨とは、

憲法第六十一條の所謂行政官騰云々の用語的過失と等しく、實

は色行政騰1の意味にして、地方行政騰をも併せ意昧するものと

解すべきであらう。行政官磨及び公共團禮に非ざる者の此の種

の作用に封しては、いふまでもなく一般民螢特許公企業に準じ

て民事訴訟法上の匡救手段が講ぜらるべきであらう。

　なほ直前（b）に述べた補償の金額について當事者間の協議調

はすまたは協議不能の場合には、事情に鷹じて主務大臣または

地方長官が之れを裁定すること、なる。もし此の裁定または決

定にも不服あるものは、主務大臣に訴願し、（史蹟名勝天然記念

物保存法施行令第四條）、また行政裁判所に訴を提起することも

できる（國立公園法第九條第四項及び第十一條第四項）。

第三節　美術致育及び美術襲達の奨働

1　その意義

國の行政権が市民の美術に干與する形式には、前二節に述べ
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たるが如き溝極的の方面、帥ち市民の美術活動自膿に直接干與

することなく、唯その活動に必要なる物質的條件をその汚損・殿

損または滅失より保全せんとするに止どまるものがあり、或は

更に一歩を進めて市民各自の美術的好荷及び技能を敏養し、ま

たは美術の登達を奨働するが如き積極的部面もある。之等爾形

式の兼ね備はることによつて、始めて美術行政はその任務の完

行を期し得べきものである。しかも前者は概して警察的豫防行

政の作用であるに反して、後者は積極的または生産的であるか

ら、企業行政の一一部たる美術行政本來の面目は、斯かる積極的

部面に於てこそ眞に遺憾なく登現せられ得るであらう。とはい

へ國家秩序自膿が猶未だ警察國的傳統に支配せらる、所多いた

めか、斯うした積極的部面の行政作用は既述の如き漕極的部面

のそれに封比して、現在のところ甚だ狭小の分野を占めてゐる

に過ぎない。そのうち最も顯著なるものとして、美術敏育及び

美術登達の奨揃の二項目がある。以下項を分つてそれ等に關す

る二三の簡軍．な説明を試みよう。

　皿　美術教育

　美術敏育行政には一般公衆を封象となすものと、特殊の專門

的研習者を封象となすものとの別がある。斯うした封象の相異

にょつて、またその敏育手段の上にも各糞相異なつたものが求

められ得る。

　A　公衆の美術教育
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（a）美術館、書廊、博物館

　公衆の美術敏育は如何なる事柄を目的とすべきものであらう

か。その具膿的方法如何を追及するに先立つて、また此の鮎も

一慮考へて見なけれぱなら沿。一言にしていへば公衆一般に封

して美的倫理的情操敏育を與ふるといふことにその首要の目的

がある。勿論さうした情操的敏養は、市民各個人または肚會團

髄の相互的修練によつても施され得るに相違ない。然しながら

公衆全般への奉仕機關たる國家は、軍に斯かる一個人または一

冠團の美術的好省、流儀もしくは美學的信條等に偏することな

く、能ふ限り普遍的な公正の立場に立つて、その美術的敏育施

設を立つるに有利の地位にある。そこに國家の美術致育機關と

しての特殊な任務があり、また然うした一個または一祉團の企

及し得露長所がある。しかしてその狙ふ所は、大衆の情緒生活

を斯かる美的情操敏育によつてより高筒な、より豊かな、よリ

カ彊い生活にまで高上せしめんとする黙にある。

　然らば斯かる目的を實現するには、如何なる方法が最も敷果

的に資用せられ得るであらうか。固より種々の方法を考へ得る

であらうが、現在最も普通かつ有敷に行はる＞ものは美術館、

霊廊、博物館、美術展覧會、美術工藝展覧會及び博覧會當該部

門等であつて、それ等は後述の美術專門敏育及び美術工藝指導

の如き特殊任務を有すると共に、また大衆の美的情緒や美術鑑

賞能力を養ひ、かつ藝術的に美なるものを一般日常生活にまで
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慮用し得る能力をも酒養せんとする施設でもある。

　わが國の美術致育制度について最も遺憾なことは、今日猶未

だ國立または公立美術館、畳廊及び博物館等の設備を見るに至

ってゐないことである。かのイタヲーが例へぱコルジー二國立

叢廊、近代美術董廊、美術工藝博物館、就中有名なM：useo　C撫

pi七〇linoの蓋廊等を始として、キノレケル博物館、・一マ國立博物

館、美術學校檜叢館等の諸書廊に至る歎々の國立美術陳列施設

を有し、更には各地方公共團禮の脛螢になる公立美術館艮び博

物館書廊を有するに封比し、或はまたフランスがルーヅル美術

館、ルユクサムプール美術館、ト・カデ・一彫塑館、クリュニー、

ヅヱルサィユ、サン・ジヱルマン・アン・レイユ等の諸博物館（殊に

その美術部）などの國立美術陳列機關はいふまでもなく、リヨ

ン、ボノシド’一、ストラスゾー一ノレ、ブノレユッセノシ、マノレセイユ、ノンー一

アン、ナント、ディジョン、　トヅレーズ、ジュネーヅ、カーン、り一

ル、メィヤンス、レンヌ、ナンシー等に於ける藪多の地方叢廊を

有するに饗比せんか、この部門に於けるわが國の美衛行政機能

が如何に不活濃であり不満足なものであるかを知り得るであ

らう。

　固より美術館及び叢廊等の如きは、專ら既成美術晶の陳列施

設に過ぎ諏ものであるから、絶えす流韓進化して止ま譲美術的

創作活動及び大衆一般の美術的好爾などとは極めて縁遠いもの

であ弧唯徒らに逝いた過去への追威を呼び起こすに止どまる
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もの＞如くに思はれる。翫に一言したる如く明治四年五月二十

三日の大政官布告は、古美術品の破壊または散逸を戒むるに方

って當時に於ける巳厭奮競新1の流弊を責めたが、薔を厭ひ新を

競3、は之れ入性本來の姿であり、そこに人類進化の起動がある。

然り、入類の進化は常に或傳統からの蝉脱をもって始まつてゐ

る。故に世入が屡三あらゆる傳統美術の拘束を離脱した驚天動

地の新創作を云爲し待望するが如きも、皆斯うした人類進化の

必然的要講かと思はれる。

　然しながら既に我々の知る如く、傳統を蝉脱することは、決

して傳統を無覗しまたは排斥するによつてぼはなく、寧ろそれ

を今一段と進化登展せしむることによつてのみ達せられ得る。

されば一切の傳統美術を超越して眞に創制の新美術を出すこと

も、結局は傳統美術に封する嚴密の観照とそれに加ふる新工夫

とにより、その新たなる蚕展を途げ得てこそ始めて可能となる。

國立まナこは公立美術館、豊廊等による翫成美術晶陳列施設が美

術敏育上に占むる役割も、また斯うしすこ傳統美術の開登的敷用

を登揮せしめむためにある。

　しかしてそれ等の施設が國立また公立なることの利は、既に

一言したる如くその豊富なる財力と一流一涙に偏せざる美學的

考慮の下に、あらゆる過去及び現在の美衛を公李に繹出し、之

れを系統的に配列して、公衆の鑑賞と美術的專門家の観照に供

し得ることである。現在わが國に於て此の目的に資用せられ得
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る施設としては、唯僅かに東京美術學校内美術品陳列館及び東

京・京都・奈良に於ける帝室博物館あるに過ぎ蹟。美術晶及び自

然美保全について租見るべき制度を立てた我が立法も、斯かる

公衆の美術敏育施設には殆ど顧る所がない。もし財政上の理由

に出づるものでないとすれぱ、蓋し美術生活を一1部特権階級の

享樂的封象とのみ観じた過去の思想が、斯うした大衆の美術敏

育施設を輕んぜしむるのであらう。然らすとせば當該行政機關

の怠慢によるのであらう。國立及び公立美術館、i書廊及び博物

館に關する行政制度にっいては、猶述ぷべき事項が甚だ多い。

が然しその詳細は之れを他日に割愛するの外ない。

（b）美術展覧會及び博覧會美術部

　國催また公共團膿主催の美術展覧會及び博覧會美術部は、定

時的または不定時的に美術的作晶を陳列して、之れを一般公衆

の鑑賞に供せんとする施設である。美術館、壷廊及び博物館等

が常設的なるに反して、之等は軌れも問歓的にして短期の催で

ある。從つてそれについて國家の負搬に館する人的及び物質的

出絹も、比較的輕微に止どめ得る財政上の便宜はあるが、公衆

の、就中所謂美術シーズンに問暇を得ぬ大衆の美術敏育には、

この種展覧會施設は殆ど全く無機能である。故に展覧會美術の

奨働にのみ奔命して、常設美術館及び叢廊等の施設に無關心な

我が國美術行政は、此の意味に於てもまた特権階級的だとの諺

を避け得澱であらう。
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　しかも我が美術展覧會の施設は、その起原に於て漸く明治十

五年の國家主催、第一同檜書共進會に湖り得るに過ぎ繍。然し

之れとて同十七年に於ける第二同檜書共進會をもつて杜繕し

た。加之、二の絶書共進會なるものは嚢に國家のとつた洋書奨

働政策に封する反動として、專ら日本糟書の展覧にのみ供せら

れたものであつた。公正不偏を存立理由とする國家の展覧會と

しては、極めて不満足なものであつたと言つて好い。その後明

治四十年に至つて新たに文部省美術展覧會が、時の文部大臣牧

野伸顯、岡倉畳三及び九鬼隆一氏等の奔走の下に、比較的公季

な方針と施設とを以て開かる＞運となつたのであるが、然し之

れもまたその第七同展覧會に至つて止み、次で現行鋼度の所謂

帝展の制が大正八年九月十六日公示の帝國美術院展覧會規定を

もって設立せられ、爾來今日に及んでゐる。

　帝國美術院展覧會は周知の如く定期的に毎年一同東京に開催

せられ、その組織は第一部絡書、第ご部糟書・油給・水彩書・メス

テル妻・創作版書等、第三部彫塑、第四部美術工藝の四部を以て

構成する。それへの出晶は出晶者自己の制作物に限る。療則と

して鑑査を経たもの》みを陳列する。陳列晶中優秀なものは之

れを特選とする。この特選手績を総稔して審査といふ。出品の

鑑査及び審査は、各部につき所屡審査員の合議によつて之れを

行ひ、その議事は秘密に附せらる、。その決定に封しては異議

の申立を許さない。
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　帝國美術院展覧會第四部、美術工藝が漸く昭和二年の改正に

よつて國催美術展覧會場裡に公表さる＞に至つたに反して、現

在商工省の主管に属する工藝展覧會の制は、既に大正二年七月

二十五日の圖案及び鷹用作晶展覧會規程によつて創設せられ、

爾來昭和六年度に至る迄既に十八同會の展覧會を催した。同展

覧會の目的は工藝展覧會規程第一條及び商工省當局の展覧會趣

意書にもある如く、所謂美術的工藝品一實用的要素と藝術的

要素とを等分に兼ね具へた或造形品の制作を奨勘し及びその技

術の改善蚕達を圖るにある。然しながら之れを公開して一般の

鑑賞に供する所以のものは、更に一般公衆の工藝敏育乃至指導

をも併せ行はんがためである。而してそは毎年一同行はれ、そ

の組織は第一部圖案，第二部工藝晶をもつて構成される。陳列

品は原則として鑑査に合格したものに限る。鑑査及び審査の手

績は叙上帝國美術院展覧會のそれと略き同様である。但し審査

の結果優等なりと判定せられた出品の圖案者または制作者は、

所定の褒賞をうける。

　斯くの如く我が國の美術展覧會施設が貧弱且起原の淺きに反

して、斯のフランスに於けるS滋on　de：peindureの如きは、既

に1667年（Colber七の幹旋によつて創立）以家の制である。尤

もそは降つて1881年以降、政府直螢の制度たる法上の地位を

矢ふに至つたが、なほ國家はサ・ン賞prix　du　Sa10nを授け、

或は特定の國有建造物をその會場として貸與する等の支援を與
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へ、或は所要の行政的統制権を行使して、それが公衆の美術教

育機能を完全に審さしめんと計つてゐる。しかもs昂lonは春

秋二同あること周知の如くである。而して現今S＆10nの母膿

は、1＆SOCi6七6deS乳rtiSteSfr翫聯iS及び臨S・Ci6七6麟i・n＆le

des　Be餌x－A鵡の二團騰である。またその『Salonの規模の如

きも極めて盛大であう、眞に世界的美術のアレナに適はしいも

のである。

　B・專門的美術教育

　專門的美術致育の目的は、輩なる美術の鑑賞乃至美術的情意

の陶冶に止どまらす、更には藝術的創作にも精進せんと欲する

者に、美衛各般の基本療理及びその表現の技巧等をも授けむと

するにある。しかも斯かる療理及び技巧の致習は、窮極のとこ

ろその研習者をして眞に藝術的に美なるものを威受し、構成し

創造し得る技能を鍛錬して、より優れたる藝術行程に進ましめ

むと企つるものであるから、國家の之れに關する敏育施設もま

た唯軍に美術の藪壇的設備のみをもつて、能事了れりとなすこ

とはできない。是れ專門的美術致育制度に、學校施設と一般施

設との爾種ある所以である。

（乱）美術學校　明治前にあっては朝廷に所謂禁裏糸會所があう、

幕府にもまた同じく幕府給所があつた。就中慕府糟所には、狩

野涙、土佐涙または住吉涙等があり、各宝多藪の門入を擁して

自家固有の書風を授けつΣあつたから、それ等は當時に於ける
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一種の絡書學校を成したるものかと思はれる。然しそれ等が果

して今日の如き國家的意義に於ける美術藪育施設の一種であつ

たかは、頗る疑はしい。，所謂お抱檜師の一・1私塾と見るが妥當で

あらう。故に國螢施設としての美術學綾の出現は、僅かに明治

以後のことに属するといつて大過あるまい。

　明治に入つては帥ち明治九年から同十五年まで存績した工部

大學内の美術學綾がある。けれども我が國が眞に整頓した美：術

學校を有するに至つたのは、漸く明治二十一年十月に設けられ

た東京美術學校に始まる。然し同校もその創設當時は檜書科及

び彫刻科の二科のみに限られ、しかもその絡叢科は日本叢のみ

に限られた。その後明治二十九年に洋豊科を、同三十一年に塑

造科を新設したことなどを始めとし、次第にその内容を整頓充

實して、今や日本書科、西洋叢科、彫刻科、建築科、圖案科、

金工科、鋳造科、漆工科の八科、並に圖書師範科なる附属科と

をもってゐる。之れより先、明治十三年京都府は府立蓬學校を

立て＞今の檜書專門學按の前身を作つたが、今なほ絡叢敷育の

みに止どめて造形美術全般の科目を授くるに至つてゐない。故

に純然たる國立美術學校は東京に一あるのみ。尤も慮用美術の

敏育機關としては、明治三十八年六月二十日の丈部省令第十號

にょる京都工藝學校（修業年限三箇年、色染課・機織課・圖案課に

分かる）、大正十一年二月二日の文部省令第六號による東京高等

工藝學校（修業年限三箇年・工藝圖案科・精密機械科・金属工藝
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科・木材工藝科・印刷工藝科に分かる）等があう、また地方公共團

燈による此の種工藝學校も乏しくない。例へば東京府立、京都

府立、大阪市立、名古屋市立、甲府市立、津市立、富山縣立及

び香川縣立等の工藝學稜の如きその薮例である。然しながら純

樺美術に關する國立敏育施設は、束京美術學校一あるのみ。

　之れを斯の7ランスに於ける沿革古るく且整備した美術學校

制度に勤比せんか、何人も先づその差異の甚しきに驚き、また

彼が美術の勢盛んなると、我が美術の氣勢墨がらざるとに、自

らその由って來たるものあるを痛威せざるを得まい。然し今弦

に7ランス美術敏育制度をその詳細に互つて説明する蓬もない

から、軍にその主要なる國立美術または工藝學校施設をのみ列

記してその概要を窺ふなら、例へば羅馬には斯の有名な在羅馬

フランス美術院が1666年以來絶えざる活動を綾けて居り、巴

里には翫に1648年以來なる國立美術學校（内部組織は絡叢及

び版書科、彫刻及び鋳造科、並に建築科の三科に大別されてゐ

る）、同じく巴里の國立装飾美術學按、リヨン、ディジョン、アル

ジヱール等に於ける國立美術學綾、リモージュ、オウゼユヅソン、

二戸一ス等に於ける國立装飾美術學校、ゾールジュ及びルーベック

スに於ける國立美術工藝學校等の如きがあり、またセーヅルの

國立模範陶器工場附属、陶器工藝學校の如きその藪例である。

更に1913年の一月二十三日の命令によつて、地方建築學綾の

創設が規定せられてゐる。その整備推して知るべきである。



■20 美　　術　　　行　　政　　　論

　また國立美術學綾施設の地方的分布状態についても、わが國

の中央集椹的なるに反して、彼の制度は極めて民主的地方分権

的である。

（b）一般施設　專門的美：術敢育に封する一般施設としては、

主として美術館、蓬廊、博物館及び美術圖書館の如きものを墨

げ得る。之等の施設は翫述の如き一般公衆の美術致育に資用せ

られ得ると共に、なほ美術的專門敏育にもまた利用せらるべき

機能を有する。即ち前の場合にあつては一般市民に美術鑑賞の

機會と便宜を與ふることが主要の目的であるに反して、後の場

合にあっては美術の專門的研習者をして古今の美術を観照し、

かつそれによつて新しい藝術的制作への示唆を索めしめ、或は

自己の内抱する美循的作因の表現に最も適切な曙示をうけしむ

ることなどを、その目的とすものである。また例へば美術展覧

會及び博覧會當該部門の如きは、一般美術家として各々互に美

術のアレナにその技を競ふ機會を得せしめ、もつて各種美術の

改善及び登達を促さんと企つるものである。故に杜會的公衆敏

育に指向さる、美術品陳列場及び展覧會施設の目的が之れをそ

の色祉會的鑑賞目的1といひ得るなら、專門的美術敏育に指向さ

る、方面は之れをその巳藝衛的創作目的駐いひ得るであらうo

加之、國立または公立美術館、叢廊及び博物館等の施設は、既

述の如き國寳及び一般美術晶の保存及び管理のためには。無二

の安泰なる保藏所を供するものである。故に之れはそれ等施設
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の邑美術品保存目的艶いつて好い。

　以上敦れの目的よりするも、わが國立ますZは公立美術館、書

廊及び博物館等の設置は、極めて急施を要する美術行政上の一

大案件である。今日の如く國寳の指定を行ふことのみに急にし

て、之れを保藏及び陳列する國立美術館及び叢廊なき情態は、

洵に佛造つて魂いれすの諺通ゆ、甚だ不徹底を極むるものであ

るQ

　皿美術襲淫の奨厨

　前歎節に述べた美術品及び謹古品蛇に自然美の保全行政また

は美術敏育行政も、等しく市民の美術活動を助勢し活濃ならし

むるに敷果あること疑ないが、然しそは皆問接の所謂反射的敷

果のみ。その直接の敷果は專ら、然うした要保護物件の保護及

び管理または被敏育者の美學的化育にある。之れに封して蛙に

斯謂美術登達の奨腐意は、市民一般の美徳活動の助勢及び勧奨に

その直接の目的を置くものである。而して國家が此の目的のた

めに探る手段の形式には、或は外交的のものがあり、或は財政

的のものがあり、或は模範企業的のものもある。次下項を分つ

て之れに關する二三の説明を加へよう。

（翫）劃外的文化行政

　一國文化の溝長は國民一般が自己特有の性能を自畳して、そ

れをより高い丈化債値の獲得のために曇揮し得るか否かに懸つ

てゐる。斯かる自畳は勿論自らの反省によつても得らる、には
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相違ないが、更に進んで他國民の評債に訴へることも、また自

己省察の一方法であり得よう。加之、各國民は蕾に自國内部に

於てその國民的文化財の生産・増殖及び保藏等に努むるのみな

らす、更には之れを他國に援布しまたは他と之れを交換するこ

とにも努めなけれぱなら臓。斯くして市民の例へば美術生活に

その國際的活動の分野が生じ、從つて之れに封慮する封外的美

術行政の一領域が生すること》なる。而して斯うした各國民の

美術的文化の國際的進出を援助する一機構として、我々は例へ

ぱフランスまたはドイツに於ける外務省文化事業部による封外

的文化行政を見る。

然らばこの種封外的文化行政の一領域たる美術行政は、如何

なる作用の形態をもつて或一國美術の國際的進出に、その援助

の途を講じ得るか。固よりそのすべてに亙つて之れが詳細の説

明を試むるが如きは、本稿の如き小文の到底企圖し能はの所で

ある。よつて鼓には唯その要目についてのみ、二三の説明を試

みよう。

（1）美術展覧會による國際的進出とその援助一諸外國に自

國美術の展覧會を開催し、或はその開催を補助してその國際的

進出を援け、或は外國美術の展覧會を自國に催して自國美術の

改善及び登達を促し、併せて所謂文化交換の形式による自國美

術の國際的進出を容易にすること等は、之れ封外的美術行政の

主要任務である。フランスに於ける外務省文化事業部文藝課に
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よる此の種行政作用は、最も巧妙活濃なるを以て世界に知られ

てゐる。フランス美術今日の世界的制覇の基調には、また斯う

した封外的文化行政機關の不断の努力あることを看過してはな

ら沿。勿論わが國に於ても既に大正十二年三月三十日法律第三

十六號、封支文化事業特別會計法の制定以來、外務省に封支文

化事業部なる一機關の設があり、既に藪同に互る日華絡叢展覧

會の催の如きをも相當援助する所あつたには違いないが、そは

專ら支那をのみ封象として、未だ全面的意義の封外的丈化行政

たる意義を備へてゐない。

（2）外國よりの親察者、研究者、観光客等の誘致　　一國の

美術文化の國際的進出を援助する方法には、叙上の如く自ら積

極的に外部に働きかくるものと、他國民を自國に誘致しまたは

その來遊を補助特遇して、自國の美術を観照昧得せしむるやう

な受動的方面とがあり得る。斯くて封外的文化行政の他の一任

務として、外國よりの美備硯察者及び美術研究生等を招致し、

またはその入國及び入國後の便宜を供與し、或はその特に優秀

なる研究生に封して補助または奨働費を給與するが如き方面を

生すること、なる。

　此の方面に於てもフランス外務省文化事業部の活動は、眞に

目畳ましいものがある。固よりわが國に於ても封支關係に於て

は、爾國美術家の相互往來虹に留學生の勧誘及び補助等が外務

省文化事業部の一任務とせられてゐる。然し何故に支那をのみ
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封象として、廣く世界にその考慮を沸ふ．ことを忽にするのであ

るか、我々の容易に理解する能は鍛所である。況や支那はわが

國の此の種文化事業を目して、支那に封する邑交化侵略麗して

排撃しつ、あるに於てをやである。蓋し支那をのみ我が封外的

丈化行政の饗象となすことより來る必然の騰結であらう。わが

封外的文化行政の財源が專ら義和團事件賠償金なるの故を以て、

必すしも之れを支那にのみ貢獄するの義務はあるまい。支那に

貢獣すべき途はむしろ他の方法に於て求めらるべきであらう。

故にわが封支文化事業部は、菅に封外的美術行政一般の必要か

らのみでなく、日華爾國の國交的支障を避くる意味合に於ても、

能ふ限り速かに汎世界的封外文化事業機關に改組せらるべきも

のと信する。

　なほ自然美行政に關聯して特に注意すべきは、フランス外務

省文化事業部に叙上文藝課の外、更に巳観光課1なる一機關が設

けられてゐることである。同課の任務は在外公使館または外國

公私の關係團膿に封し幻燈板、映書フィルム、映爲機等を迭付し

てフランスの風景その他の藝術的催しの事情等を紹介し、外國

よりの観光客を誘致せんとするにある。

（3）出先官憲との協カー叙上の如き種類（その他弦に述べ

なかった各種）の任務を途行するため、文化事業部は絶えす自

國の在外官憲の協力をうくる。例へば美術展覧會の開催を幹旋

準備せしめ、或は私入による此の種の催に必要なる諸條件を調
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のへしめ、或は駐在國政府または美術團膿との問に美術文化交

換のことを幹旋せしむるが如き之れである。

（b）財政的援助

　美術登達の奨働には、叙上封外的文化行政に見たるが如き人

的茂び物質的の包括的援助の外に、專ら物質的方法の援助のみ

による部面がある。例へば日本美衛協會、日本美術院、二科會、春

陽會等の如き市民の自治的に結肚せる美術團膿に饗して、その

活動を助成するため或程度の補助金を給するが如き、或はわが

國固有の創作美術の改善登達を促すために研究費または補助費

を給するが如き、その一例である。世界史上眞に文化せる民族

套展の跡を見れば何人も直ちに、彼等が常によく自己民族の特

性と力量とを自畳して、それを自國猫自の文化型態の創造に適

用し得た民族まナこは國民であつたことを観るであらう。故に國

家が自國の美術を改善登達せしめんとするに方つても、唯徒ら

に他國美術の模徹を奨するが如ぎ墨に出づることなく、常に自

國特有美術の改善及び登達にその主意を注ぐべきであることは

いふまでもあるまい。

　斯くて例へば斯の浮世糖の如き木版書美術は、實に我が臼本

民族濁自の債値ある美術として㍉自らも任じ且他國も許すもの

なるに拘らす、今日に於ては殆ど衰微のま＞に放置せられてゐ

るかに見ゆる。たまたま之れが制作に精進して、その改善癸達

を書する者ある場合にも、多くは祉會的に不遇にしてその業を
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究極にまで追及し行く資力を敏くが常である。しかも斯うした

方面に封する國家の財政的援助は、美術螢達の漿揃上、その数

果の最も的確な方法である。

　また優秀にして然かも研究の資に乏しい美術家また美術學生

に封して、経濟的援助を輿へ、或は後述の如く特に優秀なる現

代作家の作晶を國家に買上げ、或は優秀なる美猜家に封して海

外規察または留學費を給するが如きも、また國家にょる財政的

援助の一例である。

（c）模範的美術工業の國螢虹に工藝美術の指導及び奨働

　美術工業の如く本來その脛螢に多分の冒瞼を俘ひ、かつその

利潤に確實性の乏しい企業は、國家または公共團燈自ら之れを

経螢して、その制作の模範を民間に示すことが望ましい。例へ

ぱフランスの如きは、かのセーヅノレ模範美術陶器工場、ゴゾラ

ン及びボーブヱ模範美術織物工場の如きも、斯かる方針の下に経

螢して、同種民螢企業を饗導し、その制作の優秀は既に世界的

名聲をすら博してゐる。然るにわが國の如きは僅かに軍需品に

ついて二三の國螢模範工場を有するに過ぎないが、若し季和的

文化の創造能力こそ或民族または國民の存在債値を定むる究極

の基準であるといふことが翼理なら、早晩斯うした國螢方針及

び國螢模範企業の種類にも、何等かの更新が期待されなければ

なるまい。

　工藝美術の指導については、わが國も昭和三年勅令第四七號
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工藝指導所官制にょって、工藝指導所を創設し、之れを仙壷市

二十人町通十番地に置いてゐる。その任務は工藝の指導をなす

ため、木工晶及び金属品に關する試験及び研究をなし、或はそ

れ等の療料及び材料の晶質を鑑定し、或はそれ等の制作に關し

て傳習及び講習を行ひ、或は試験研究のために制作したる木工

晶及び金屡品、加工したる其の材料蛇に調製したる其の意匠及

び圖案等を配布するにある。或はそれ等の制作の依頼にも慮す

るものである。

第四章　美術行政の財政的基礎

　経給ある行政作用には常に豊富な豫算が俘はなけれぱならぬ。

美術行政もまたその潤澤なる財政的基礎なくしては、充分の成

績を墾げ得ないこといふまでもない。勿論、良行政は手腕ある

入材に侯つこと甚だ多いものあるに相違ないが、然し財源乏し

けれぱ可惜その手腕も振ふに由なく絡るの外あるまい。是れ美

術行政の財源如何が、直ちにその良否を分かつ至要の問題とし

て、切に我々の愼重な研究を要する所以である。

　1　美術行政に關する諸纏費

　美術行政の財源問題を説くには、先づその使途たる経費の問

題を概観しなくてはなら組。蓋しその経費の當否は、美術行政

の健實なる財政的基礎を立つるに不可分の關係あるからであり、

從つて財源充當の理由もその當否によつてのみ充足せられ得る
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からである。而して前藪章に述べた所に照慮して考ふるならば

美術行政脛費として墨げ得るものは、凡そ之れを指定物件の保

存、管理乃至開登に關するもの、美術致育に關するもの、美術

登蓬の奨働に關するもの、三種に大別せられ得るかと思ふ。

　（我）指定物件の保存、管理及び開蛮に關する経費

　指定物件の保存、管理及び開登に關する経費とは、例へば國

有國寳の保存及び管理に要する費用、杜寺有または私有國寳の

維持修理に嵩する補助金、國立美術館・書廊・博物館等の建設及

び管理費、不動産美術品の封震・封火その他の保護施設費、國立

公園計書費及び同事業の執行費乃至その施設の管理費の如き之

れである。之等の経費は皆敦れも現行法の施行に直接問接必要

なる諸経費であつて、その當否の如き固より説明の鯨地はない。

　然しながら弦で特に我々の注意を要すべきは、わが現行法が

指定物件殊に指定國寳の買上に關する法上の規定を敏如してゐ

るため、それに要する豫算の充當が事實上全く認められ得ない

といふ織である。斯くて問題は、さうした現行制度の立法方針

が國寳的美術晶及び謹古品の保存上、果して姜當であるか否か

の鐵にまで遡つて考へられなければなら臆。

　惟ふに國寳の指定庭分は本來、國寳なる名目も翫に暗示せる

如く、國民全般の帥ち國家の美術的または歴史的利盆のために、

或特定物件を指し定めて既述の如き法律的制限を加ふるもので

ある。しかも國家はこの際、國民一般の利盆のため或特定個人
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に封し何等の補償なくして、一般市民の共通負搭せざる特殊の

公用負澹を課するものであり、從つて既に言及したるが如くそ

れに關する私有財産権の部分的公用徴牧にも等しい結果を招來

するものであるから、此の意味よりして指定の敷果は國民各自

に封する負捲の公李を著しく歓くものとならざるを得ない。し

かも斯かる負捲の不均衡によつて利せらる＞者は、いふまでも

なく國家乃至國民一般である。而して利釜をうくる者は不利盆

をもうくるとは・一マ法以來の原則だ。故に國家または國民一・

般が斯かる指定の齎らす一定の利盆と共に、またそれに随俘す

る種々の不利盆をもうくるは、寧ろ當然の事項といふべきであ

る。從って若し例へぱ國寳物件所有者が何等かの理由よりして

その所有國寳を海外に輸出または移出せんと欲するに拘らす、

國家が國寳保存法第三條に基きその輸出または移出を許可せざ

る場合には、國家は該所有権者に封する過重の負罐を避くるた

め、更には該物件の散逸を豫防し、また國寳の國家的管理なる

究極目的を實行すべき一條件としても、その取極輸出（または

移出）領格をもって之れを國家に買上ぐべきであb、また之れ

に要する費用の支出を惜んではなら濾。

　加之、國家全般の利盆のために或私有物件を國寳と指定しな

がら、しかもその管理は之れを私個入の手に批置するが如きは、

それ自膿既に獲態的現象であり、從つて既述の如く私有國寳物

件が一種の公共的私有財産といふが如き観念上の内在的矛盾を
　　　　　Q　O　　　O　Q
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藏することも、また斯うした攣態的管理に由來するものである。

寧ろ國家による管理乃至所有こそ・其の常態となさるべきであ

る。故に國寳本來の性質よりしても、また國寳物件の買上はそ

の指定制度より來る必然の館結でなければなら組。

　なほ將康國寳豫定物の登録または更に進んでドィツ式登録制

度の探用せらる、に至ることもあらば、叙上の理はまた之れ等

にも殆ど例外なく要當し得るであらう。

（b）美術敷育に關する経費

　この種経費のうち最も互額に上ぼるものは、國立及び公立美

術館の設立及び維持に關する費用であるが、その設備に就いて

は猶未だ輩なる計書すら公表せられてゐない我が國の現状とし

ては、その所要経費の實額は固よりその想定額すら之れを示す

こと不可能である。それに次で美術學校費も相當の額に達する。

東京美術學校の昭和六年度経費は、二十四萬三千圓である。東

京及び京都高等工藝學校もまた略宝之れに準じてよい。將來此

の種學校施設の増置ある場合には、その増設費及び経螢費の如

き優に一校藪百萬圓を要すること＞ならう。

　美術展覧會費は現在、毎年秋季の帝國美術院展覧會のために

約七萬圓の経費を要してゐる。將來美術展覧會の地方分化を行

ひ、更に市民自螢の展覧會にも相當の補助金を給するに至るな

らば、縫し地方公共團禮に費用の分捲を命するとしても、更に

此の部面に於て一展覧會約二三萬圓の費用の増加を見ること、
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ならう。工藝展覧會に要する経費年額は、李均約三萬圓でゐる。

然かも斯かる少額の脛費にて東京・京都・大阪の三都に於て、

年々相當の成績を學げつ、ある。

（c）美術登達の奨働に關する経費

　美術展覧會及び工藝展覧會は美術敏育の方法たると同時に、

また美術登達の奨働方法でもある。然しそれについては既に

（b）に於て之れを述べた。

　優秀なるも貧困にして研究の資を得難い美術家または美術學

生への研究費または補助費、或は木版美術及び木彫の如き我が

特殊日本美術の奨働費の如きも、十分顧られて然るべきである

が、現に猶さうした企を見るに至つてゐない。

　いま参考のため日佛爾國に於ける美術行政豫算年額を、最近

藪年間につき比較封照して、如何に彼我の美術行政施設の聞に

甚しい優劣の差あるかを推知するの資に供しよう。但し下表は

主として美術晶及び詮古品の保存及び購入、史蹟名勝天然記念

物の保存、美術展覧會及び美術館の経螢等に關する費用であっ

て、例へぱ外務省文化事業部の文藝課及び観光課費、商工省の

工藝奨働費及び工藝展覧會費、美衛學校、高等工藝學校及び工

藝指導所費の如きは、日佛當該豫算の封當的比較上、すべて之れ，

を除外した。フランス豫算の比較的亘額に達する理由は、主と

して美術品の購入費蛇に美術館及び叢廊管理費の多額なるに由

る。佛貨フランの邦貨換算牽は、一フラン封八鐘の割合による。
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豫算総額

純　　　計

美術行政

豫算額
豫算総額と
美術行政豫
算との比奪

1928 1929

佛1，灘繍，麟蝦講

麟乗詳 3ン691、636，000円

佛1，耀圃認麟
函　　　　　　　　640，265円

　　　　　　　　　0。261強釧　軌2魍

1930 い93・

，蝋郷翻未詳

日本1

亀6騰…嘔2蝦…円

，議繍
6姻5円148燭・・8円

α3・5唱

α・・7瞳1 軌・・8肉
0．015弱

　皿　美術行政の財政的自主

　次に考へらるべき事項は、美術行政の財源を何塵に求むべき

かの問題である。之れにっいては二の相異なった立法主義があ

る。その一は我が現行豫算制度の如く美術行政をして、その有

らゆる財源を年々の一般豫算に仰がしむる翻であ弧他は美術

行政自膿が一一個の濁立した財源を擁して、能ふ限り自給自足の

財政機能を登揮せむとする制である。

　勿論、前者は豫算統合の理想に適ひ、また財政監督の上より

観ても美術行政作用に封する議會の財務統制権を行使するに甚

だ好都合であ弧更に美術行政機關の側からいへぱ逐年不断に

自己の牧入を維持向上すべく焦慮する煩勢もなく、唯ひたすら

一般豫算よりの割當額を可及的多からしむるに努むれぱ足りる

といふ意味合に於て、惜かに便宜ではあらう。然しながら美術

行政本來の目的よりいへぱ、斯うした翻度は明かに不適當であ

る。なるほど統合豫算の制に於ては・豫算全膿の統一的経理に
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便宜なこと疑ないが、然るときは翻つて美術行政豫算そのもの

の簡明と充當の公正は到底之れを期待するに由ないであらう。

斯くて帥ち現行豫算の慣行によれば、例へぱ國寳保存費と國寳

毫帳調製費とが、更に之れ等と國寳臨時保存費とが、互に欺項

系統を異にする箇所へ離れ離れに掲げらるべきものとなつてゐ

て、甚だその簡明を敏いでゐる。また例へば美術曇達の奨働費

が一般學術奨働費に混交せられ、美術工藝登達の奨働費が一般

工業奨働費に混入せられてあるため、それが使用の任に當たる

者の手心によって、その割當に　から函厚薄を生することも起

う得よう。兎もすれぱ美術生活を一種の賛澤物親し勝ちな（ま

た實際に於ても兎角さうされ易い）杜會情態の下にあつては、

斯うした美術財源と他財源との混合配當が、多く前者の不利仁

絡るであらうこと蓋し憩像に難くあるまい。

　また美術行政財源を墨げて悉く議會の切盛に附することは、

勢ひ美術行政機關をして一定の理想ある方針に準じてyはなく

て、唯そこに割當てられたる特定金額を基準として、姑、慰の瀬

縫的手段に一時を糊塗するの鯨儀なきに至らしむる不利もあ

る。況や純然たる丈化行政殊に美術行政問題の如きは、政箏場

裡のス・一ガンとしても衆耳をうち難く、從つてそれによる投

票蒐集の可能性も極めて乏しいため、政窯的興味ある他の傾向

的行政脛費の犠牲となう勝ちである。

　なほ西欧美術國に於ける先例の示す如く、美術行政機關がそ
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の財源について一個の法人格または財政的自主権を有する場合

には、特に美術の登達に關心をもつ各個人または法入が、現物

寄附または金鏡の形式を以てする美術行政財源への寄附行爲を

容易ならしめ得るであらうし、またそれを勘誘し得る機縁とも

なる。また叙上の如き特定の財塵的基礎ある美術行政機關また

は法人は、佛伊に於ても既に先例ある如く、その財源を信用と

して美術（行政）公債を起こし得る便宜もあらう。

　以上敦れの鮎より観るも美術行政に一個の自主的財政権の必

要なる所以は、略宝明かにされ得たと信する。然らぱさうした

美術行政の財政的基調は、如何にして立て得らるべきものであ

るか、といふことが次に考へられなけれぱならの問題となる。

皿　美術行政基金

　先づ美術行政の先輩國たるイタリー及びフランスの當該立法

について、その具膿的方法を學ぷこと》しよう。之等爾國に於

ても美術行政の財源問題に就いては、當初、我が現行制度と等

しく統合豫算の制によつてゐた。然しながら第二十世紀に入つ

てよりの美術行政制度の著しい登達は、斯うした統合豫算への

依属を許さなくなつて來た。斯くしてイタリーは1907年以來、

フランスは1914年以來、軌れも美術行政濁立豫算の制を探る

に至つたのである。而して之れが實現の方法は美術行政基金と

も樗すべき一種の基金制度である。

（＆）イタリーに於ける美術行政基金
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　此の國に於ける美術行政基金として定められたものは、大藏

省預金及び貸付部に設定せられた文部大臣名義の利息附交互計

算が、それ’である。此の交互計算に沸込まるべき金額は、

　　（1〉1907年七月十四日の法律によつて同上預金及び貸付部

　へ利息附交互計算の形式で沸込まれた百萬ヲラ（一ソラを邦

　貨十鏡七厘の現時債に換算して約十萬七千圓）、

　　（2）同上の法律に基いて定期的に上記預金及び貸付部に沸

　込まる》四百萬リラ（約四十二萬八千圓）の整理公債基金に封

　する利子、

　　（3）1909年六月二十日の法律第二十三號によつて豫算に計

　上せられたる金額、邸ち第一・に1906年六月二十七日の法律

　第三條に基く法定美術行政費年額三十萬リラ（約三萬二千百

　圓）が、1909年以後年々臨時美術品購入費として上記預金及

　び貨付部の交互計算に彿込まるべきものとなつて居り、次に

　國家の美術品または謹古品に關する公刊物、爲眞、その他の

　複製晶等よりの販費盆金、美衛品及び謹古品の移轄税、殊に

　輸出税牧納額等があり、更に現行法の定むる所によって徴牧

　せらるべき諸種の罰金及び賠償金等がある。

　　（4）交互計算より生する年々の利息、

　　（5）個入または法人よう美術行政基金に充つるために寄附

　せらる、金銭またその他の物件、

　　（6）その他文部大臣は以上の財源を信用として、所要の美
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　術公債を起こすことを得る。

以上各項目のうち（1）、（2）及び（4）による年牧入年額は略宝一・

定してゐるであらうが、最も多産的な（3〉及び（5）による充當額

は年々の経濟事情如何によつて著しい増減を示すであらう。そ

こに幾らか不安定な一面を思はせるものがある。が兎まれ之等

の諸財源によつてイタリー美術行政が、その比較的強固な財政

自主の基調を立て、、自己濁自の規叢になる政策とその實現と

に利用しつ、あることは、同國美術行政制度の一の強味でなけ

ればなら鍛。

　なほ之等諸財源の使用の額及び方法等に關しては固よう二三

の法律的制限なしとしないが、大膿に於てその使用は主務大臣

の裁量に一・任せられてある。

（b）フランスに於ける美術行政基金

　フランスに於ては1914年七月十日の法律を以て、歴史的記

念物基金の制が創設された。然しその執行に要する命令は1921

年十月二十二目に至つて漸くその公布を見た。同金庫はその名

稗の偏れるに拘らす、有らゆる種類の美術品及び謹古品の保存

乃至購入に充當さる＞財源であつて、美術大臣の所管に属する。

尤もその具膿的蓮用に當たるものは、爾院議員各一名、参事院

評定官一名、會計検査院判事一名、美術院會員一名、文藝院會

員一名、美術史・考古學または先史學上著名の學者二名、内務省・

大藏省・美術省の代表者各一名を以て成る評議會である6
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　同會議はなほ未だ一個の法人格を有するまでには立ち至つて

ゐないが、一個の特別會計として財政上の自主権を有するもの

である。從つてその財政の蓮用は專ら同金庫評議會の規書する

所であう、かっ同金庫固有の出納官吏の執行する所である。

　然らば同金庫は如何なる黙にその財源を仰ぐものであらうか。

そは相當多岐に亙つてゐる。が大膿次の如き六の項目に大別せ

られ得る。

　　（1）特定の充當目的を以て國家、各縣、各市町村及びその

　他の公法人より與へらる＞補助金

　　（2〉公共的利盆のための美術晶の保存に關し、美術大臣の

　提議に基き關係特別委員の毎年確定配分する割當金。しかも

　そは年額三十萬フラン（約二萬八千圓）を下ることを得ない。

　　（3）市民各個人または法人よりする遺贈及び贈與

　　（4）個入的または團禮的寄附に基いて彿込まれたる金額。

　尤も此の寄附金に特定の充當目的が附せらる＞場合には、そ

　れに關する美術大臣の承認が必要である。

　　（5〉公債または國家の保讃ある有債謹券若しくは國庫に預

納せられ且交互計算の形式を以て保有せらる、預金その他の

　基金に劃する利息

　　（6）その他一切の法定牧入。例へぱ美術品、謹古晶、その

他の古物等の公責に課せらる、責煩百分の一の租税牧入、國

立または國家の管理に委託せられた美術館、博物館または書
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　廊等の入場料などは、その最も顯著なる事例である。

　1）」㌔Est邑▽eOP・ciちPP．412－415

（c）批　判

　以上佛伊爾國の美術行政基金制度は、その蓮用の方法及び形

式等に於ては固より多少の差異なしとしないが、その基本たる

財源の種類及び性質等は略宝同様であつて、概ね据置基金と當

座基金との二種に大別せられ得る。鼓に据置基金とは、その元

金の庭分を禁じて、之れより生する利息をのみ毎年の美術行政

豫算に充當し得べき性質のものをいひ、當座基金とは、美衛行

政財源に充當せられたる特定金額にして、毎會計年度の自由な

る庭分に附せられ得べき性質のものをいふ。叙上イタリー美術

行政基金の項目中（2）、7ランスのそれでは（5）などが、据置

基金の適例であり、自飴の諸項目はすべて當座基金の實例であ

る。

　若し理想をいふことが許さる、なら美術行政基金は、据置基

金を本位としてその利金のみを毎會計年度の當該豫算に充當し

得べきものとなすべきであらう。而して佛伊爾國の制度も今猶

この理想とは、相去ること甚だ遠いものがある。いふまでもな

く斯かる据置基金は、或一會計年度内に於て卒爾に纒め得らる

べきものではないから、許す限り永年的に纏績して年々特定の

金額を美術行政基金として積立つるが、最も可能性の多い方法

かと思はれる。また之れに封する民問の寄附を募ることも、相



第五章　美術行政機關 ユ39

當に努力せられて然るべきでみらう。殊に美術館建設基金の如

きに於て然うである。

　然しながら美術行政基金本來の目的は、特に指定美術晶また

は謹古品の購入及び保存のために所要の資金を供給するにあっ

て、廣く美術行政機關の入件費及び事務費或は美術館、書廊、

博物館等の建設費等にまで、その資金を供給せんとするもので

はない。また然うした雁大な基金は、その据置なると當座なる

とを問はす、現在の如き公経濟組織の下では到底望み得べき限

りでなく、またその必要も見ない。

　然らばわが美術行政財源は、之れを如何なる建前によつて組

成すべきであらうか。勿論、叙上佛伊のそれに準つて、然うし

た自主財政権ある猫立會計制度の急設を要することいふまでも

ない。猶その場合に生する財源選揮の問題については、相當詳

細に考究すべき事項を飴してゐるが、それは他日の作業に侯つ

こと＞しよう。

第五章　美術行政機關

　美術行政機關については特に論究を要すべき闇題がない。從

つて之れに關する諸外國當該立法との比較研究もその必要を見

ない。されば以下薮言を費して、わが現行美術行政機關の概要

を輩に一瞥するに上どめよう。

　まづ第一にi封内的文化行政機關たる文部省は、國寳保存法及
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び史蹟名勝天然記念物保存法、拉に一般美術激育及び美術の奨

働に關する法令等の執行統轄機關となう、その下に專門學務局

學藝課が置かれ、て一般美術致育行政事務を管掌せしめ、また宗

敏局保存課が置かれて國寳保存法及び史蹟名勝天然記念物保存

法の執行事務を管掌せしむるのである。博物館行政に關する限

り同省普通學務局も、また美術行政の一機關と解せられ得る。

國立公園法の執行事務は、内務省衛生局保健課の傍に附置せら

れた國立公園部の管掌する所である。故に同部もまた美術行政

機關の一に藪ふるを妨げない。尤も國立公園の設定、保存、開

登等に關する行政作用を目して、專ら國民の保健作用とのみ解

する者に取つては、大いに異論の存する所であらうと、思、はれる。

　封支文化事業中、美術の籏布及び交換等に關する行政は既述

の如く外務省交化事業部の專管に屡するが、同部もまたその限

度に於ては美術行政上の一機構と解して差支あるまい。更に工

藝美術の奨働に關する限り、商工省商務局商政課もまた美術行

政の一機關である。

　なほ國寳保存法艮び國立公園法の蓮用にっき各主務大臣の下

に一種の職能的合議機關が附置せられて、所定の事項に關する

必要的諮問機關と定められてゐることは、翫に我々の言及した

所である。唯問題となるは何故に史蹟名勝天然記念物保存法の

施行についても、同様の必要的諮問機關を設けなかつたかとい

ふことである。國寳保存法の所謂色歴史の謹徴1たりや否やの決
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定と、史蹟名勝天然記念物保存法の所謂邑史蹟駐して保存する

に値すべきや否やの決定との問に、果して斯かる手績上の相異

を是認せしむるに足るだけの本質的相違があり得るだらうか。

また史蹟名勝天然記念物保存法の所謂邑名勝1として保存するを

要すべきや否やの決定と、國立公園法の要求する色國家的公園

美1に要當すべきや否やの決定との問にも、果して然うした本

質的な相異が認められ得るであらうか。疑なきを得ない。

一　17，10，1931　＿

附録として次に主要なる文献を示さう。

1　フランス美術行政法に關するもの

　　（1）　As七i6。一La　proteo七ioゑ　des　p勘ys乱ges，Lyon，1912・

　　（2）Be曲61emy，H：．一Tr勘i七6616mentairedeDr・琵Admin－

　is七ra七if，P翫ris，126d．，1930．

　　（3）　Boivin・Cha，mpea，ux．＿Des　restrictions勘pport6es為1a

pr・pri6七6dansunint6τ6tes施6七i吼ue，P頷鼠1913．

　　（4〉　Chεしmpigny，Gasso七　de．一L乱　pro七ection　des　si七es　e｛l

　P批ys＆ges，P乱ris，1909・

　　（5）Clerm・n七，Ra・ulde．一：Delapr・七ecti・ndes凪・nu－

men七sdupass6，despaysagese七dessites（annexeaubulle七in

n。19．Assoei＆七i・nli七七6rairee七artist三que，1905）．
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(6) Constans, J. Monuments llistoriques et objets d'art 

Montpellier, 1905. 

(7) Copper, E. L'art et la loi, Paris, 1903. 

(8) Cros-Mayrevieille, F. De la protection des monu-

ments historiques ou artistiques, des siies et des paysages, 

Paris, 1907. 

(9) Despois. Le vandalisme r6volutionliaire, Paris, 1868. 

(lO) Est~ve, J.- L'art et la propri6t6, Paris, 1925. 

(11) Eygout, H.--La protection des objcts mobiliers d'art 

et d'histoire, Paris, 1922. 

(12) Gairal.- Les oeuvres d'art et le droit, Lyon, 1900. 

( 13) Gout, P. La conservatiolL et la restauration des 

monuments historiques dans la ,, Gazette des 13eaux-Arts " 

(mars, oct. novembre, 1881, Paris-Quantin) . 

D'une 16gislation ~ faire en France (14) Hallays, A. 

pour la protection des monuments artistiques et des oeuvres 

d'art. Journal des De~bats, 3 avril, 1903. 

(15) Hugo. V. Guerre aux d~molisseurs, dans la Revue 

des Deux Mondes, mars, 1832. 

(16) Jullian, C. La vie et 1~tude des monuments Lran9ais, 

(Revue 13leue, 1906) . 

La restaul:ation des monu '.Ilents (17) Leroy-Beaulieu, A. 
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historiques devant l'art et la budget, (Revue des Deux-Mondes, 

l" Fevrier 1882) . 

(18) Madelin, Les restnctions legales du droit de pr(> 

prie't6 for6sti~re priv6, Paris, 1905. 

(19) Marguery, J. IJa p~otection des objets mobillers 

d'int6r^et hlstorique ou artistique, Paris, 1912. 

(20) Marot. La loi du 14 mars 1919, Poitiers. 1923. 

(21) Masson.--Du r6le de l'Etat par ropport ~ l'Art, Paris, 

1912. 

La 16gislation fran9aise relative ~ la (22) Metman, J. 

protection des monuments historiques et des objets d'art, 

Dijon, 1911. 

(a) Du vandalisme en France (Revue (23) Montalembert. 

des Deux-Mondes, 1833).(b) De l'attitude actuelle du vanda-

lisme en France (Revue des Deux-Mondes, 15 nov. 1838). 

(24) Morel. La question foresti~re en Erance, Lyon, 1910. 

(25) Morgal:Ld.- (a) L'administration des Beaux-Arts (Revue 

g6n6rale d'Administration, 1883) . (b) Monuments historiques 

et objets d'art (Revae g6ne'rale d'Adlninistration, 1889) . 

Proposition de modifications ~ (26) Munck, Emile de. 

apporter au projet de loi sur la conservation des mculuments 

historiques. Bruxelles, IS89. 
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(27) Pariset, E. Les Monuments historiques, Paris, 1891. 

(28) Pate'. L. L'6tat et les monuments historiques, Pa-

ris, 1900. 

(29) Roland. (a) La protection et la consetfvation des 

6difices et monuments d'inte'r~t artistique et des monurnents 

publics (Revue du Droit public, 1913). (b) La nouvelle 16-

gislation relative aux monuments historiques (Revue du Droit 

public, 1914). 

De l'influence de l'opinion publi-(30) Rueprich-Robert. 

que sur la conservation des anciens monuments, Paris, 1882. 

(a) La loi du 30 mars 1887(Revue bour-(31) Saleilles. 

guignonne de l'enseignement supe'rieur, 1891). (b) Questions 

de jurisprudence (Revue bourguignonne de l'enseignement 

sup6rieur, 1893) . 

(32) Sommerard, du. -Les monuments historiques de 

France ~ l'exposition de Vienne de 1873, 1876. 

(33) Tetreau. L. le'gislation relative aux monuments et 

objets d'art, Paris, 1896. 

(34) Touz~. IJa loi du 14 mars 1919. Paris 1924. 

(35) Weiss. Philippe Pot devant la Cour de Dijon (La 

France judiciaire, 1 887) . 

II 4 ~7 IJ 4~~~~~:~~~:~t~~V~~~tS5~b,D 
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~1) Andreotti. Cornlnenti alla Legge 20 giugno 1909, 

Cassazione Unica, Roma, vol. 21, n. 225. 

(2) Benigno, Sull'Acquisto della proprieta della cosa 

antiche ricoperte secohdo il Cod civ. germanice secondo dirit-

to vigente in Italia, dopo la Legge 12 giugno 1902, Rivista 

critica, 1904. 

(3) Chr6tien. De la protectiGn et la conservation des 

monumerts et objets pr6cieux d'apr~s la nouvelle loi italienne, 

Journal de Clunet, 1903. 

(4) D'Ameglio. Sulla mancata denuncia di monurnenti 

ed opere d'arte e sugli scavi abusivi a scopo di ricerche 

d'antiquita, Legge Roma, 1904. 

(5) Franco, Di . l~!Ionumenti et scavi, Digesto italiano, 

Torino, 1907. 

(6) Jannuzzi. Gli art. 6 e 8 della Legge 12 giugno 

190~, considqrata in relatione agli oggeti archeolo~"ici, Movi-

mento Giuridico, 1903. 

Prohibition d'exporter les oeuvres d'art, (7) Lepelletier. 

L6gislation italienne, Journal de Clunet, 1896. 

(8) Mellerio, A. Rollcle. IJa question d'art et la questiorL 

politique, Paris, 1901. 

(9) Mariotti.-La legislatiorLe della Belle arti, Rolna, 1912. 
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(lO) Muratti. La nuova Legge (1909) sulle antichita e 

belle arti, Rivista Dritto Commerciale, Milano, 1909. 

(11) Paslo. A. La legge 20 giugno 1902 sulia conser-

vazione dei monumenti e i limiti alla proprieta et archeologia 

dei privati, Torino, 1907. 

(12) Parpagliolo. (a) I monumenti dello stato, dello 

provincie e dei comuni, Revista d'Italia, maggio, 1908. (b) I 

monumenti vaticani e lo stato italiano, Nuova antologia, 

maggio 1912. 

(13) Saleille<~. (a) Le domaine public ~ Rome et son 

application en mati~re artistique (Nouvelle Revue historique, 

1888, p 497 ; 1889, p. 457). 

(b) La 16gislation italienne relative ~ la conservation des 

monuments et objets d'art (Revue bourguignonne de l'Ensei-

gnement sup6rieur 1895.) 

(14) Spoto. Opere d'arte, Digesto italiano, Torino, 1906. 
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(1) Bredt, F. W. D. enkmalpflege und ihre Gestaltung 

in Preussen, 1~erlin, 1904. 

(2) Clemen, Paul. Die Erhaltung der Kunstdenkmaelel 

in Deutschland, Nuerenberg, 1900. 

(3) Eigner, G. Der Schutz der Naturdenkn]aeler, Stutt-
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gart, 1905. 

(4) Goldschmidr, O. Die preussischen Gesetze gegen 

Verunstaltung, Berlin, 1912. 

('o~) Harger, G. Heimatkunst, Klostersiudien, Denkmal-

pflege, Muenchen, 1909. 

(6) Hartung, W. Die D, enkmalpflege, iln juristischen Sir~ 

Ile mit spezieller Beruecksichtung_ Bayerns, Ba_yreuth. 1906. 

(7) Helfert. Die Denkmalpflege. Wien u. Leipzig, 1 897. 

(8) Koppetsch, W. Das hessische Denkmalschutzgesetz 

vom 16. Juli, 1902 und seine Eingriffe in die buergerlich= 

rechtlichen, Eigentumsl~echte, Leipzig, 1909. 

(9) Lange Konrad. Die Grundsaetze der modernen 

Denkmalpflege, Tuebingen, 190e. 

(10) Loening, C. Gesetz :gegerL die Verunstaltung von 

Ortschaften und landschaftlich hervorragenden CTegenden vom 

15. Juli 1907, Berlin, 1912. 

(11) Stintzing, R. Heirnatschutz durch Eingriff in den 

Rechtskreis Privater nach dem Rechte deutscher Bundesstaat-

en. Jena, 1910. 

(12) Stueckelberg, E. A.-Basler Denkmalpflege, Basel, 1911. 

(13) Weber, P. Denkmalpfleg"e und Heimatschutz in der 

Gesetzgebung der Gegenwart, Jena, 1908. 
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　　（14）Wieland，αA．＿Der　De雌m泓1＝und：H：eimatsc五u七z

　in　der　Gesetzgebu：ng　der　Gegenw訂七，Basel，1905。

　　（15）Wolf，：F．＿Denkm勘1肥c：hive，Berlin，1913シ

W　英國美術行政法に關するむの

　　（1）Br・wn，G．B．一丁五ec乱re・f我neient　m・numents，

　Camもridge，1905．

　　（2）：L泓ng五〇me，W・一De　I泓consemtion　des　momments

　：his七〇虹gues　en　Angle七erre，Pa，ris，1896。

　V　日本美術行政法に關するあの

　わが國の文獄にして純然たる法學上の硯究に属するものは、

殆ど縄無といつて好い。唯問接に資料たり得べきものを畢ぐれ

ぱ、例へば（順序不同）、

　　（1）文學博士黒板勝美氏史蹟逡物に關する意見書（史學雑

　誌第二十三編第五六八一六一一頁）。

　　（2）些國寳の話買文部省宗敏局）に於ける文部省宗敏局長西

　山政猪氏講話國寳保存事業に就て、工學博士關根貞氏講演國

　寳建造物の保存、文部省國寳鑑査官藤懸静也氏講演國寳寳物

　類に就て。肚會致育協會登党。

　　（3）山崎有信氏箸（明治三十六年）古杜寺保存便覧、之れは

　善法たる古肚寺保存法の各條に簡輩な逐條解説を加へ、及び

　指定願その他の屈書の書式を掲げたものである。

　　（4）外務省書記官三枝茂智氏講演封外文化政策に就て、昭
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和六年七月外務省文化事業部頒布。

　（5）雑誌には、國立公園及び史蹟名勝天然記念物等の如き

ものあるに過ぎ鍛。尤も國立公園七月號以降所掲の内務省保

健課長伊藤武彦氏稿國立公園法解説は、美術行政の或部分的

封象に關する純法學的追及として、鼓に特記せられなけれぱ

なるまい。

　　　　　　（完）


